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倍同じ建て坪なら

事 務 所 ・工 場 ・倉 庫 な r 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム v } を ご 利 用 く だ さ い 。 1-1二I位 が 不 要 で 、 問 I r、席 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建て坪なら、まず、倍くやらいに活用でき、合理的です 。 強靭てや耐久性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

h  

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

z， 
令 官 主 友e 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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当 社独 自 の 技 術 で 開 発 し た

キ 処 理 鋼 板 で す 。 特 に 湿 気
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の 多 い 我 が 国 で は 、
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こ f しをな や ま さ れ て い ま す が 、

月 星 印一 気 に 解 決 し た の が 、
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ト で す ... .  

弼 食 の 心 配 が い り ま せ ん ・・ ・

コ ス ト ダ ウ ン を

も た ら し ま す ー・・・

塗 装 に 最 適 で す . •• • •• •. • 

ペ ン タ イ

2 .  

3 .  

4 .  

5.  

日新製鋼株式曾紅

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 町 内 3 丁 目 4 帯 地 新 国 際 ピ ノ レ T E L 東 京 ( 216 ) 大 代 表5 5 11

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 l 番 地 ( 納 銀 ピ ル ) T E L 大 阪 ( 2 0 2 ) 大 代 表13 31

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 笹 JJ J 町 1 丁 目 2 21得 地 2 ( 笠 間 ビ ル ) T E L  名 古 屋 ( 582 ) 代 表6061

営 難 所 札 幌 ( 24 ) 7524 ・ 広 !:h ( 47 )  945 6  八 嶋 ( 6 7 ) 4235 縮 問 ( 2 8 ) 5304 
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製 造・ 販 売・ 施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本儲江戸僑3- 7( 那 2 三木ピル) 電 ( 272) 1841代表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 地 1 ー 1 2  5  ( 東洋ピ ル) 電 ( 441) 197町血通

. 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社
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各種玄関マット設計製作 E 五五五五 コトしートヨ・ ｴｾ 下・ Ｓ ト

断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

し こ う /

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  I  

お そ う じ 百 貨

グッドデザインを

選ぼう

ミ冒 ＹＢｾｖ 工業株式会社
営 業 本 部 / 人| 坂 rli l州民」仁川 ; 1: 1-.泊 1" 1120 T  E  L  (531)  35 14  - 8246 ・ 9347

本社工場 Ｏ以 打 ｉｓｲｬｩｬｈｉ ズ久 ｉ ｉｉ ［ｾ 長山 ｭｲ 380の 2 T  E  L  (  92)  6  3  6  1  - 3  

〈営 業 所〉

東 京 / T E  L  (666)  4714  ( 668) 4873  

名 古 屋 / T E L (731)  5 1 3 8 ・5 3 9 6

京 都 / T  E  L  ( 22)  5 3 6 3 ・0 2 14

大 阪 / T  E  L  (531)  3 5  14 ・8 2 4 6

福 岡 / T  E  L  ( 29)  2  7  0  6  

&  



完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

g 本7スの7ス171''''与 [ 防水|

- シ グ マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防ノド 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 本 工 法 ( 特 許出 版 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工事 をお引受けし、たします 。

地 区 別

‘  

会 社 名 | 代 表 者

l 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 白滝 山 米 太 郎

ヰヒ〉毎 道1也区 |

| 日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所 ! 大 木 久 俊

東 北 地 区 | 日 新 建 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 | 滝 沢 l蔓 則

' 伊 藤 建 材 株 式 会 社 伊 藤 盤 吉

北 条 i歴 膏 工 換 株 式 会 社 白北 条 弘 太

有 限 会 社 金 岡 興 換 | 金 問 辰 次 郎

波 青 建 材 株 式 会 社 | 山 中 喜 代 治

日 新 建 工 株 式 会 社 | 山 下 直 衛

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 | 山 崎 慎 ニ

マ サ ル 沼 膏 工 事 連 株 式 会 社 | 西 田 勝 治

藤 井 工 業 株 式 会 社 | 篠 井 喜 畠

関 東 地 区 | 富 士 工 村 株 式 会 社 | 小 島 英 夫

i沼 田 工 業 株 式 会 社 | 指 田 武

木 下 工 業 株 式 会 社 | 木 下

聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社 綾 田 正 博

大 手 口 工 業 株 式 会 社 倫 井 喜 重 量

協 立 工 業 株 式 会 社 関 谷 克 巳

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖 市 備 祐 造

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 石 田 想 吉

岡 和 建 築 株 式 会 社 徳 永 昭 二

島 屋 建 設 株 式 会 社 島 勝 人

北 陸 地 区| 有 限 会 社 主 斤 僑 政 次 郎 商 l苫 i 折 僑 嫡 一 郎

有 限 会 社 小 島 工 業 所 | 小 島 一 公

大 和 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所 | 島 田 真 一

株 式 会 社 三 井 工 業 所 三 井 辰 雄

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 渡 辺 亘

東 海 地 区 | 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 木 下 作 ニ

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 伊 緩 隆 造

宮 崎 建 材 l苫 | 宮 崎 勇

東 京 建 材 工 事 提 株 式 会 社 | 伊 藤 鎮 蕃

日 新 工 材 株 式 会 社 井 場 績

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 白 山崎 達 夫

清 水 興 業 株 式 会 社 | 清 水 実

近 畿 地 区 | マ サ ル; 歴青工業株 式 会 社 大阪 営 業 所 | 勝 見 勲

中 村 沼 背 工 業 株 式 会 社 | 中 村 秋 太 郎

棚 田 建 材 有 限 会 社 | 棚 田 英 吉

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 | 友 長 保 男

石 僑 建 材 株 式 会 社 | 石 橋 節 雄

豊 永 建 材 株 式 会 社 | 木 村 豊

中 園 地 区 | 大 和 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所 | 神 垣 信 一

株 式 会 社 三 洋 技 建 | 谷 岡 怒

東 中 国 防 水 工 幾 有 限 会 社 | 馬 場 久

株 式 会 社 山 本 商 会 | 山 本 進

四 園 地 区 | 大 三 工 業 株 式 会 社 | 飯 間 浅 吉

高 知 j座 管 株 式 会 社 1 横 井 良 一

徳 島 大 三 工 芸 桂 株 式 会 社 | 柴 田 秋 男

7 J レ マ ス 河 野 商 J苫

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

九 州 地 区 | 株 式 会 社 大 二 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 藤 工 事 株 式 会 社

日 建 工 材 株 式 会 社

:， 

義

一

雄

正

之

一

考

藤

一

勝

正

博

野

村

高

原

勝

麓

河

竹

戸

北

川

選

f主 R斤

札 幌 市 三 条 通 4 ー l

。 南 大 通 り 函 13丁 目

仙 台 市 二 日 町 1 - 2  

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中 央 区 湊 町 3 ー 7

。 新 宿 区 柏 木 5 - 11 7 2  

。 千 代 田 区神 田 佐 久間 河 岸5 1号

。 荒 川 区 南 千 住 6 - 48ー 19

。 千 代 田 区 神 田 猿 楽 町 1 - 9

0  台東区北よ里子2 - 2 1ー 10

0  文 京 区 千 石 4 - 37- 4  

。 江 東 区 深川イ主吉町 1 - 14  

。 千 代田 区 富 士見 町 1 - 6 ー 13

0  盛 田 区 江 東橋 4 Ｍ ｉ ｉ ｾ 荘重ビ ｊ レ

。 渋 谷 区 広 尾 1 - 14- 3  

。 荒 川 区 南 千 住 5 - 5 - 10

大 田 区 南7商回 l ー 14- 2  

水 戸 市 泉 町 1 - 6  - 26 

高 崎 市 八 島 町 117

新 潟 市 流 作 場 宮 浦 l ー 171 1

金 沢 市 此 花 町 5 ー 7

富 山 県 高 岡 市 二番 丁

。 。 志 貴里子町25

富 山 市堀川 l小 泉 町 776

静 岡 市 大 和 町 1 - 20 

清 水 市 渋}11 5 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋町 3 - 12 

。 西 区 南 押 切町 5 - 12  

0  中 区 伊 努山 町 1 0  0  

0  中 村 区 稲 上町 1 - 4 1  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 17 

。 福 島 区 よ 福 島 南 1 - 152 

0  北 区 鶴 野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭通 6 T 白神 繊 共 栄 ビ ル

。 葺 合 区 上 筒 井 通 8 - 221 

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49 

福 井 市 宝 永 9 - 13  

広 島 市 若 草町 1 0  6  5  

。 庚 午 商町 1 - 2  - 28  

広 島 県 大 竹 市 立 戸 4 ー 1 - 47 

岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18 

松 山 市 三番 町 7 - 8 ー l 山 本 ビ ル

高 松 市 本田1 2 - 17 

高 知 市 塩 屋 崎 田1 2 - 20

徳島市矢三町東里子 181 - . 1

今治市寺田1 5 6  

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北 九 州 市 門 司 区 大 里東 通 10丁 目

宮 崎 市 知和 川 原 3 6 5

鹿 児 島市 草 牟田 町 3 9  8  0  

福 岡 市 大博 町 8 - 5

。 大 手 門 2 - 8 - 6

電 話

( 22)  3458 .  4426  ( 23)  8 0  16 

( 2 2)  5  0  1  5  

( 25)  5  4  3  1  i-'C 

( 842 )  1  4  3  1 代

(551 )  2676 ・ 4382

( 363)  4  3  4  1  i-'C 

(866 )  2892 .  7687 

( 803 )  2  4  1  1  

( 292 )  2  6  6  1  イ七

( 842 )  6  3  1  1  i-'C 

( 94 1)  0271 .  2582 

( 634)  0  1  6  1  イセ

( 263 )  4  8  6  1  i-'C 

( 634 )  0  8  2  1  i-'C 

( 441 ) 375 1  ( 444) 0405 

( 802 )  4  7  5  1  i-'C 

( 731 ) 0358 ( 738) 340 1  

(  3  ) 017 1- 6  

(  2  )  3301 - 2  

( 45  )  2  2  5  1  i-'C 

(  2 1  )  0085 ( 31 )  6420  

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

( 85  ) 915 1- 3  

(  2  )  2  2  2  1  イセ

( 251 )  3  5  4  1  

( 571 ) 554 1- 4  

( 33 1)  1  5  3  1  イセ

( 461 )  9363 (481 )  5621 

( 541 ) 3785- 6  

( 458 )  484 1  - 3  

( 372 ) 025 1- 3  

(429 )  7  3  5  5  

(  34 )  5884 ・ 5658

(  22  )  9 182イセ

( 458 )  7431 - 3  

( 3 ) 0 7 7 5  

(  6 1  )  637 1  - 4  

( 7 1 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 5 155- 7  

( 23 )  1  1  8  1 代;

(  31 )  6261 - 3  

( 5 1 ) 6 8 1 1 - 5  

(  5  )  9258- 9  

(  4  )  4  1  6  1  

( 2  )  5000 - 2  

4 3 0  5  .  4 3 0  6  

( 38 ) 1468- 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395 

(  28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

- 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

J.! ミJ;r 1i 15 足 立 区 千 { ヒ * IIIT 9  3  日 新工 業 株 式 会 社 内 'i' l1lt古 (882) 2  4  2  4  U¥: )  

l苅』収 支 部 東 京 町15J.E ;L区 千 ( 1; 束 IIIT93 11 新 工 業 株 式 会 社内氾. 1 lo ( 882 )  2  4  2  4  ( 代 )

l刻凶 支 出15 大 阪 市 凶 区 新 111) 北 通 1ー 18 日 新 工 業 株 式 会社 大 阪支 l苫内 氾 活 ( 53 1) 5281- 3

九 州 支 部 福|市l市 大 刊" ) 1  - 6  日新 工 業 株式 会 社九 州 出 張 所 内 電 話 ( 74 ) 3  4  6  1  

5  
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熊本県庁舎 外装セラス キ ン施 工

宅ラヌ や:J

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R A MI C S K I N) と

云 う 意 味で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッサ - 1受

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画、 天 井 etc に 吹 付

け 、 ｾｾわ片ｼ生と装飾を目的とする建材です 。

特 徴

-

F

 

町

3

お

ラ

問
問
宅

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 12 5 0'C ー I 3 5 0'C  ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、防水度目莫を形成します。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん。

宅ラ カョ，ト

. 耐 寒 性 - 20" Cに 4 時 間 冷 凍 し で も 亀裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

. 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モル タル 、 べ ニ

... 

ヤ板、手口盤 、 フ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト、

テンクス禁固 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って下さし、。

(( / 6¥ ¥¥ 

¥¥ /L:J 0. ¥) )  

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本社 ・工 場 / 大 阪 府 関 ，童 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪 (381) 9131 - 5  

東京出張所 / 東 京 都 港 区 西 新 偶 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431 ) 7106- 7

漏 戸工場/ 愛知事瀬戸市大字山口字商

6  



* 新 ら し い 時 代 の ド ア ー ク ロ ー ザ ー

手、益、ＡＮｾ
骨・トピミ，u

超 高 層 ビ ル で も 活 躍 す る 丁 番 型 オ ートヒ ンジ

- 特 長 | 抜 群 の 耐 久 力

2. 充 分 な 閉扉 力

3. シ ン プ ル な デザ イ ン

4. 取 付 が 簡 単

5 簡 単 な 速 度 調 整

6  広 い 使 用 範 囲

7. 内 蔵 さ れ た ス ト ッ プ 装 置

- 手重 奏頁 ・木 扉 用 ・鉄 扉 用

- ア ル ミ 扉 用

- 樹 脂 ・硝 子 扉 用

• 

発売元 日 恵 機 材 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 九 ノ 内 2 - 2  ( 丸ビ J レ 4 5 9区 )

電 話 東 京 201 - 3  3  3  3  .  211 - 0  0  0  5  

出 張 所 大 阪 ・名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌

白 木 電 気 糖 器 械 式 奮 枇

カ

タ

ロ

グ

御

請

求

下

さ

い

。

7  



の 製 品 に は ・ ・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  ( 18- 8 ステンレス )

-
R A システム

- 仕上 はサテ ン仕 上 です

寸法 (%) 板 厚 木ネジ穴の数 木ネジの太さ 及び長さ 梱包数量

. R A シス テム (90。抜け芯装置付) です

・高精 度 を諮 り、耐蝕性・耐熱性 に す ぐ れ

錆 びたり 変色したりする 事 はありません

・18- 8 ステン レス 、木ネ ジ付き です

全長 償巾 ( m/m)  

+  
勺ら (枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3.  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4.  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ付 紙 函 入

- 錐 でガ イ ド ( 下穴) を設ける必婆がない。

木山革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 符 : 着 が 良 く 振動 の た め に

抜 ; け て く る よ う な こ と は な い 。

・室1;1犬の告1I分 で 木 告1Iへ 安 定 し た 似 合 が出 来 る

の で ド ラ イ ノ f ー の移l5骨り が な く 製 品 を fIEめ

ず に 固 定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の破 損 が

少 な く 反 復 作 用 によく 耐 え ま す 。

※ ワア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 尽: 以」二 ( D R- 844.  

N  R - 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 8 4- 1)  ( こは:

ス J -¥イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

? 開227f E Wι シ究ター. 米国 FHA規格品

- 自 然換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か 。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 N o. 5 5 - R

・ シャ y ター 120. 迄 自 在 調 節止 め付 。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス γ キ リ と し た デ ザ イ ン中 間色 の

落 ち つ い た 色調 。

・風 雨 の 晒 す 場 所で も 雨 の 欧 込 む 心 グ リ J レ

配 が な い 。 N o. 5 5 - G

・ ソフ トシー トに で 取付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕 つ き が な く 、 完 全 密 着取 付 け施

ーが出 来る。

匂Z砂

8  

. J 15 規格表示許可工 場 住 宅 公 団 ・建設省指定 メーカー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切込 み寸 法 % ( 吋 )

縦 | 繍

150  ( 6  " )  

150  ( 6  ")  

150  ( 6 つ

260  ( 10つ

3 10  ( 12")  

360 ( 14つ

取 付 部 分 切 込 み 寸法 % ( 吋 )

縦 1 .薗

150 ( 6  ")  

150 ( 6  " )  

150  ( 6  " )  

260 ( 10")  

3 10  ( 12つ

360 ( 14" )  

表 面 板 寸 法 ( % )

縦 | 繍

195 1  295  

195  345  

195  395  

表 箇 板 寸 法 ( "Ym)

縦 | 償

195 

195 

195 

295  

345  

395 

提鉄筋住宅のお部屋の 換 気、冷暖房技世の通 ｊ ＡｬＮ｜ 口にはＮｦｾ Ｑｬ 想的な

吸 入 、 排 気 の レ ジ 旦 夕 一 、 グ リ ル を セ y ト し て 使 用 く だ さ い 。

. 本 社 大 阪 一 柄 … ー 1) 127 1- 5  

工 渇 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T EL 牧 岡 (8 1) 5  5  6  6  

東 京 東 京 都 中 央 区 日 本 縄 本 町4- 4 T E L 東 京 (663) 6  7  4  8  

営 難 所 ( 7 ラ ウ ンピル 内)



N E W * S T A R  

ドアチ ェック 60シリース

ドアチ ェック 70シリ ース

ドアチェ ック 80シリ ース

うい 品 質 性 能 と な 用 史 問 ド 式

ｺ ユースター ｦ ｪＧｊｾぺ ｌＭｾ

フロアヒ ンシ

そσコイ也

ラパ卜リ ヒンジ

ピボ ッ 卜ヒ ンジ

トアハ ン ドル

上枠断面懸吊要領

内

S

I

l

l

i

-

-

1

0

h

N

 

，

 

k

h

 

片引き戸内観図

|空?S#r-a ｲ ｬｾｆ＠
!i< 

議 ｾｰ Ｎ ｴｩＮ ｷＮ 電 Ｇｦ ＮＮ， て下さい Ｎ

様印拙 阻 Ｍ Ｔ の 場 合 ｵ 誌 に盟 ｾｩ ｬ ｴ Ｎ ｴ Ｎ

- ニュースタースライド式ドアオ ペレ ーターの特徴

. ilIl 圧の長所と屯気式の手1) 点 とを組合せた新製品です 0 ・il . l J 圧装置がついているために閉る速度が 「ゆるく j ，なめらか J で、す 0 ・バ ル ブ の 調 整

で閉る速度が自由に変えられます 。 ・ 閉る手前で 一旦止って 、その后ゆるくＩｾＩり ます 。 ・ 停電の場合、すぐに手で経く附 ｼ 羽が ｉｾｉ 釆ます 。 Ｎ ｻｩｬｬｩ 絡が

安く、月 IH 金工事がほとんとない 0 ・l I X 付工事、保守が非常に簡単です。

レール取付極例図

日本ド7一子エーf ク篭l N 4壬 命不 十 '17 母宅起承天国

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 興 矢 柄 町 2 2  2 世 話 ( 06 ) ( 758)  1 2 51 ( 代)

東 京 支 J苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 小 川 町2ー 12( 信 愛 ピ J レ) 電 話 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1 4 ー 1 7世話 ( 0122)( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 電 話 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 線 井 2 0 5 1世話 ( 08287)( 7  ) '1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 縮 問 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4  -: 世話 ( 092) ( 74 )  2372 '  3312 

骨
一

9  
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〈新発売) ｾｊｉＧ 場ｾｾイル ｵｍＢ
日本の感覚“ M " タイル一一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

， 
.  

.  :. 
.  

)  l  

f  

、‘

風 格 あ る ビ ル づ く り に一一一 いままでにない、頃品のある床材。みなさまには初お目見えの色と模

様です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一ー ますます高組化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。 その優れた

技術と経験でついに登場させました。

- 色と模様は 12種類 一豪華な見本帖を用意 しており ます。ハガキにてお申し込みください。

ｾＢＢ季実 ＿ｾ￞ ιｐ の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京 / 千代田区岩本町3- 11 T E L 866- 6101 (代 ) 大阪 / 西区京町堀 1- 74 T Eし441 - 5951 (代 )



統 一 年 限 仕 様 確 立

Ｘ 象命ｾ、 ，，，ｾ￞Ｈ ド

?うR今イト鈴水
ω  

東 ・ 西 ア ス 協 組

r:-、
¥二J

歩 行 用 屋 上 防 水

仕織番号 勾 配 下 地 材 耐年周限 押 え 方 法
k重g/』m量'  

l'単1/ '価m'  

建 物 の 例 仕織 番号 勾 配 下 地 材 耐年I限H  押 え 方 法 在先雪円』把/ m面 建 物 の 例

目。0 - 泌

鉄 筋 住 言

目。0 - 泌

旦砂手11

応娯!/l 舗楽 付場住 宅周等f  G C-2 10  12 95 920 

事工 務場 等

P C - 2 1 0  12 

コン90クmリl耳 ト

249 730 

トー

砂 手1I 徹

コンク リー ト

( 屋上支給)

コ1ノ90ク醐3リ} 早ー6ト
学事公校務氏ホ所テ館ル等G C-2 15  日曲Ｍ ｾ 15  l∞ .210  

共事倉 同務 住 宅所
P C - 2 1 5  ゐ 。 Ｍ ｾ 15  249  1. 010 

蹴 工 場 等

コ ンクリート

事営図業瞥倉務成館銀所行等

2  露 出 屋 根 防 水
P C - 2 2 0  

目白~泌 20 クリンカー タイJレ 164 1. 250 

鉄体筋育住 宅館
S C-2 1 0  ゐU.J : 10 11 910 

日曲- )12

シンダーコン クリ

発百等司貨i i庖1庁 ーー 学病 校院

砂 {サ

映 l函 館 等 P C - 2 2 5  25 
ト80醐カ厚ー

274 1. 420 

ト一一

クリン タイル

S C- 2 15  

弘5 以上

15  

シ ル パ ラ イ ト

14 1. 130  共チ工 同場住 宅校等

([面積中小 ) 吹 付 又 は 4  室 内 地 下 防 水

ト一一

彩 色 砂 付

込 以 上

l発食t 要錨l立電倉のl高'Ai 所等い
F房室K  SC- 215A 

( l面機大 )

コ ンクリート 15  14 1.420  10 -2 0 1  980 

S G- 12  弘5 以上 12  

ア ス 7 7' 1レト

15 
共体倉 JiIf同育工住1品宅館等

B H- 20  1  コンク リート 1. 050 地 下 室 床

y ン グ ル

A C-2 10  弘s 以上 10  7' レ ミ ン 9  1.060  

鉄工 筋 住 地宅

B V - 2 0  1  
1.610  

地 下 室 蛍

体 育 館 等

3  

年 限 仕 様 ( 抜 す い )

砂 利 搬 屋 上 防 水

( i主) 歩 行 用 屋 上防 水の 単 価 は 防 水層 の み

( 西 ア ス 協来且員 )責 任 施 工 組 合 員 名 薄

I也l丘 組 'Eコ込 u  名 '，1i 
，1‘' ;  

地 区 中Il
ノ、、

il γ『 'o'[I Mi  

ｾｴ＠ ( 1'.1<)  iJ も 挫 キ ｌｾ Ｎ見 Ｈ ＲＶ Ｉ 5676 
( 株 ) 久 ｉｾ＠ ｉ ｲｾ＠ J，tf 大 阪 ( 364 ) 代 }<0207

(  tt 本 ド 1明 11司 同 大 阪 ( 443) i V i 0115 

海

' 1' 正量 事長 』本 ｌｾ＠ 会 社 札 幌 ( 25) 7181 
j!i 

( 株 弁 J ニ ィ争 夫 1¥司 ｉ ， ｉ ｾ 大阪 Ｈ ＴＴ Ｑ Ｉ 8531- 5  

( 株 ) 札 申見 立II M H  札 幌 ( 73) 代 点 11 31

( 株 ) 大 剥l 1¥司 会 大 阪 ( 631 ) 6221 - 4  

内 外 て 業 株 式 会 社 大 阪 ( 64 1)  3434  - 6  

i!i 

( 株 ) 他 111 立II M 社 'H 1f (  3 )  ｩ ｾ ｽ＼Ｒ Ｑ Ｘ Ｑ＠ I l ! ! . 化主l! [  ｾ株 式 会 社 大 阪 ( 371 ) 6555 7  

ｲｉ本 社 ｾ Ｑ ＱＱ ｾ 仁 業 Ｈ 株 Ｉ 大阪ｾＮ 1，li 大 阪 ( 309 ) 4701 

*  

( 株 ) 111 !匝 辿 H  Ll.J形 ( 2 ) 代 } <816 1 百五山仁 ｾ Ｈ 株 Ｉ 大阪日 業 所 大 阪 ( 364) 9015  

石( 株 11τ 建 材 イT
限 会 社 神戸 ( 51) 5353  

H  "時 7 ス 7 7 ル ト ffl司 会 仙 台 ( 23) 2663 畿 ) 中 LLB ｉ ｉｾ＠ 会 神戸 ( 511 450 1  

ｾｴ＠
( 株 ) 1工

三;; ｉｉｾ＠ 会 仙 台 ( 25) 代 ，1>< 767 1
( 株 ) タ テ

パ ヤ ご; / 1m 会 .! fr都 ( 811 ) 0871 - 2  

111 品 応 I11 化 工( 株 ) 大 阪 'i :i' ｾ 所 大 阪 ( 44 1) 代 l i 5951

八 木 ｉ ｲｾ '11 除 式 会 長t F庁;お ( 22) 32 18  
!日J nl 挫 材 株 式 会 社 名 古liil ( 571)  7461- 4  

北 川 雄， '1 _l  .s! ( 株 ) 11[ i!.J 'i: i 業 所 1Ii if，)  ( 45)  3526 

*  
( 株 ) 名 主l! ｉ ＡＧｾ＠ 会 名 古 屋 ( 261 ) 3671- 3  

羽 r- ｾ ｦ＠ 1'(( 業 株 式 会 社 松 本 ( 3 )  8001  

ｴｾ＠ 主l! ヰイ 1，li  名 古 屋 ( 231) 3295 '  3431  

M 
11 点 物 1'(( 株 ｊｾ＠ ノ，ι、つ《 社 名 古 屋 (261) 2501  代 長

坂 w J: . s ! 株 式 会 社 JH ('  (  3 )  2459 太 111 建 材 除 式 会 社 jlq 11 市 ( 45 ) 0531  

桜 チ | 挫 材 p[ 車 株 式 会 社 時 l出.1 ( 54)  6211 ｾｴ＠
-It 川 i雌 ， ' j( I 業 株 式 会 社 金沢 ( 41) 11 31- 5  

:¥11 

til j日l 組 材 株 式 会 R  浜 松 ( 54) 5461 

」仁 川 ￭ｊ ｾ ｬ Ｇ ｬ ｾ 工 業 Ｈ 株 Ｉ 刈 ＱＱ Ｏ rLB 悦 所 7:H iJ ( 21)  2218  ( 41 )  0391  

北 川 悦 ， '1 1: ｾ Ｈ 除 Ｉ 制作， Ｇｰ ， Ｕ ｊ ｾ＠ ji庁 間 ) 1' ( 23 )  8847 

訟 本 仁 業 株 式 会 社 吉l J ;i l  2 )  3030 

F生

( 株 ) 小 品 [ 務 1，1; ＯＮ Ｇ ｲ， ｉ ｾｊ＠ ( 23 1 2463  

11' I二 雄 ，'1 1:  ' " 株 式 会 社 *l J;'  ( 541 ) 代 } i 1974 ・0964

8  ｾ ［主 主 ｬＡ付株 式会 社 lよ 品 ( 21) 2281- 7  

，'，

t  ｾ， 旦￭ＮｬＡ材 Ｈ 株 Ｉ Ｑ 日 ｬ 山Ｇ，ＺＺ ， Ｇ ｾ＠ IW !日，JII I ( 23 )  8285 - 7  
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l湖
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( 株 ) 浜 II ;I  ｾｾ＠ 11両 1，li 1( ;且 ( 22 ) 2760 ・7812

l川 Ｈ 株 Ｉ 浜 ｲ ｾ ｩ 鎧 11" 1山 防 I{，I 'i: ，'  ｾ 所 防 府 ( 2 ) 3611 - 2  

r  ｾ Ｎ Ｚ ｩ＠ f  1-， [  ｾ株式 会 社 *l J;'  ( 25 1)  0161 - 5  
11: 1  

古 ｲｦ Ｍ ｪ 断熱 ｉ ｾ 業株 式会 社 ι hfi: ( 61)  5034  

11- 1 村 雄 j '， ι 業 株 式 会 社 点 以 ( 892) 代 長 0131- 6  
"， 剥， 111丹 、)1 tt 式 会 R  松 ，" ( 21)  8161- 5  

} L  

.'r 煤 辿 付( 株 ) 1[，¥ 1出! 日 業 所 縞 ｪ ｾ ｊ ( 28)  5566 - 8  

， ｦ ， ｾ＠ f吊 [ 業 株 ｊｾ＠ 会 社 長 崎 ( 4 )  1726 ・1098

*l 

( 悦 ) 111 忠 本 ド ( 2 ) (U i 9151  r:"h  Ufi ｉ 業 Ｈ 株 Ｉ 北 九州，，［Ｚ ｾ Ｎ 業 所 小 fr ( 53 )  6337  - 9  

11 本 ガ ノ ツ L 業 ( 株 ) T- tI在 日 業 所 F 袋 ( 82) 2430 
， ｾｉ［＠ fm 1 業 ( 株 ) 熊 本 ，'1'， I; M 所 熊 本 ( 52 ) 1029 ， 9464  

UJ 向 1;1:;. 111 化 l 株 式 会 社 点 以 ( 866) 代 長 6101

J-I- I  品 F市 仁 ;'; ( 株 ) 大 分 ，'1'， '; 11 fi /r  大 分 ( 2  )  3877 

イ1 素 1'(( 業 株 式 会 干上 福間 ( 53 ) 5761- 2  

( 東 ア ス 協 組員 )

合

合

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

卜

J レ

J レ

ア
フ

フ

本 ア ス

本 ア ス

日

日

東

西

建設省東計65号認可

11  

ア

東 京・ 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11 の 13 田 島 応 用 内 T E L 代 表 ( 8 6 6 ) 6 101 

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  T  E  L 代 表 ( 4 4 1 ) 5 9 51

札 幌 - T  E  L  ( 2 2 )  6  0  3  ?  福 岡 ・T E  L  ( 2 8 )  2  8  0  7  

仙 台 - T  E  L  ( 2 2 )  6  4  1  3  広 島 - T  E  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 - T  E  L  ( 57 1 )  6  3  6  1  岡 山 ・T E  L  ( 2 4 )  2  6  9  2  

建設省阪建22号認可
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〈 営 業 品 目 〉

カーテン ウ オ ー ル

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア

住 宅 用 ア ル ミ サ ッ シ ホ エ リ ー ト H

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ q イケシサァシ株式会祉

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E し 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L 堺( 7 ) 代表 5 5 4 1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野



株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 情 宙T 6  0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9 3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 ー 1 ー 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013



日本のシャッター 界をリードする画期的新製品. グ

しケース

ー〆 フューズ付

I ナイフス

イ ソチ

ロ

何

回

工
三点押釦スイ y チ

D  

ｾ＠

使用モ ータ 。

三相200V 50/60%  400W 

4  

q

u

n

t

 

高

き

{

H

)

2  

停電時周手動チ ェン

4  5  

幅 (W) ー →

3  6
M 

開問機使用範囲 ( スラッ トS C 1 6)  

開閉機

ブラケ ッ ト

L 型 電 動 開 問機

ｌ 型 γ ＱｊＺ ＱｾｊｬｬｦＭｊｉｕ Ｇｬ機は、 ＱＱ 本シャッター技術研究所において、長

年 にわたり、国立大ヅ: 車内信機械仁予 i守1I消数段ーの 指 導 をあおぎつ

つ、、ii 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し、遂 に 従 来 の 1m問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た l曲HIJ 的 な 新 製品 で す。

この IlfJ 問 機 には狗tIl IJ に 満 ち た 新 機柿 が 数 多 く 収 り 入 れ ら れ て

おり( 特，:' F3 件、 'ぷ川 新築 2 1' 1二を ，'1' ，即[1 ｾｊ Ｍ Ｇ＠ ) 、減述機、 モ ー タ 一 、

ブ レ ー キ 機梢、十; ・ '心H、¥") 111三!WJ 談 itt は も と よ り 、リ ミ y トス イ y

チ 、配 γ ｉｬｾ 反に宅るまで、すべてを 一 つの ｉＢＧ ｊ￭ ［ 可内にコンパクトに

創何めであります 。

従 って 、立j ! ; 築設;i/- ＱＭＺ の納りが ｊ ｉ ニ Ｇｲｾ ｩ ｾ［ に ￭￭ｴｩ Jti_で 、 しカか、も、 l似伐阿イ付.j-や

その f後麦のf仏似与米公4γ ，寸;

これら σのＩ ｽ点 ， ｉ ，￯ ，川カか、ら 比 て 、 ｩＦ 米 の製 ＱＱｊｔ に 比 べ総ゆる Ｎｲ ， ｉ ｾ ，に禿れてお

り、 シ ャ y ターI l f JI 別機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

出 願 中 特 許 リ ミ y トスイ y チ 実用 新 葉 巻 取 り 軸 と の 迎 結 機例

ガ パ ナ ー 機例 お よ びL 型 機例

手 動 機桃 チ エ γ 収 納 箱

- 特長・

1  開問機を設ける場所の心配がいりません。

2  凸部のない 真直なシャッタ ーケー ス。

3 . 袖壁は不用 です。

4  減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ y チを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です 。

制 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 h{ - lU 3 r 1 1 1 1 5 9 酢 地 屯 Mi (代 ) ' I'IJ;( {41)6325 

大 阪 工 場 大 阪 di lU 淀 川 1><: 111 川 通 6 r  11 3  8  lfI'・ I也. ，I U，r; {代 )( 301) 3 6 5 6

九 州 工 場 制 I:I'J V，H(I I-I l  1!I I:fI I1-I 1  ｾＧｦｦｬｊＧ ｉｊ［ Ｈ ，長 ＱＭＱ Ｑ ＲＷＲＷ Ｑ 存地ＭＮＮｕＺ， Ｑ ， ｦ［Ｈｻｾ ＩＨ ＶＵ Ｉ 6 13 1  

名 古 屋 工 場 名山1 - 11di' J' 川| ぇ北川町 2 r  11 1  2  lfI' 1，1> ... " .1，';(代 )( 361 ) 7 4 4 1
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日 本 建 築 協 会 会 告

7 月20日( 土) < 第 1 日>

8. ∞大阪発特急白鳥→12. 43富山着 ( 各自負担) 13 ∞パス

にて生地町 Y K Kファスナ ー工場へ，見学後夕魚津市郊外

の金太郎温泉着宿泊

7 月21 日( 日) < 第 2 日>

7. 10富山鉄道魚津発，字奈月を経て黒部鉄道陣平まで往復

車中黒部峡谷を綴: n : . 字奈月に帰り昼食をとり 富山鉄道で

富山へ。 15. 30 富山駅にて解散。 15. 48 富山発特急白鳥→

20.40大阪若( 各自負担) ( 大阪村富山間 2 等運賃 1， 2ω 円

特急“ 幻円)

車霊行

4 通 常 総 会 決 議 報 告

昭和43年 6 月20日近畿建築会館に おいて開催されました通常総会で，

下記の議案がそれぞれ原案のとおり承認決議されましたので，ととに会

告申 しあげます。

以上

畑 謙

記

昭和42年度事業報告承認の件( 別掲)

昭和42年度決算報告承認の件( 別掲)

昭和43年度収支予算承認の件 ( 5 月号掲載)

社団法人日本建築協会 会 長 東

••

• 

1

1

1

 

炉夜の天神祭を見る集い

( 会員の夏の懇親会)

天神祭は，京都祇園祭と併び称され，古来より関西における代表的な

夏祭である。神輿を中心に した船主主御を見る集いを下記により開催しま

す。 何卒多数ご出席下さるようと案内申しあげます。

記

7月25日( 木) 午後 6 時→ 8 .30分

ホテル大阪旅行会館 3 階大食堂( 大阪市東区天満橋 ・松坂

屋百貨庖西側)

1， α)() 円( 別 11 : 補助があります)

80名

往復はが きで 7 月15日までに願います。申込者に参加涯を

送 ります。申込者で当 日欠席さ れて も準備の都合上会貨を

負担願いま す。

時

場

費

員

込

日

会

会

定

申

過去4 回にわたり実施 した，住宅よろず相談を中心と した展覧会は，

回を重ねるごとに好評を博し ，今や年中行事として，本年も下記のとお

り開催する乙とになりました。

昭和43年 7 月11 日 ( 木) - 16 日 (火」 ・・・・・・ 6 日間

阪神百貨庖 8 階第二催場

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団

イ) 住宅 lζ 関するよろず相談所 ロ) 分譲会社の相談 コー

ナー ハ) 新建材の展示 コーナー ニ) 阪神百貨庖の住宅

インテリア相談 コーナー ホ) 住宅の諸問題に関するパネ

J レ展示 へ) 住宅模型および参考資料の展示

4 第5回 「よろず相談住宅展」開催

4 住友商事メゾン甲子園 (高級高層分譲ア

パート) の見学会

日本建築協会・日本建築学会近畿支部・大阪府建築士会)

期

場

催

援

容

会

会

主

後

内

昭和43年度の中 国支部役員が下記のとお り決定いたしました 。

記

男 氏 ( 青 盛建材側 社長)

実 氏 ( 広 島建築士会事務局長)

夫氏( 広島市郎市計画局建築指 導課長)

享 氏 ( 広 島 県 土 木建築部省繕課課長 補佐)

三氏( 広島県総掛部管財銀)

砂 中 国 支 部 役 員 の 選 任

重

重

公

義

元

一

正

源

義

登

精

箪

氏

哲

門

西

藤

藤

内

中

原

岡

塚

川

門

井

山

江

関

岡

同

門

的

門

岡

部

部

部

部

術

葛

佐

佐

河

田

高

藤

飯

細

合

石

中

入

井

増

和

気

川

工

武

技

綜

屯

管

長

長

事

員

部

鵡

M

M

議

支

副

幹

常

男 氏 ( 呉 工 業 専門学校校長)

夫氏( 広島大学工学館教綬)

三 氏 ( 福 山 市建設認建築課長)

就 氏 ( 河 内 義 就建築綾計事務所長)

夫 氏 ( 防 府 市雄投部住宅 ・営繕課長)

秀氏( 梓建祭事勝所中国分室長常務取締役)

一 氏 ( 藤 間 設 計事務所長)

吉 氏 ( 松 江 商 工 学校理事 )

夫氏( 広島市都市計画局笛緒線長)

繁

昇

正

市

銀

岡

本

藤

田

青

松

松

武

横

7月10日( 水) 午後 31時- 5 時

メゾン甲子園南棟玄関前 ( 国鉄 甲子園口駅下車徒歩 6 分，

山側によく 見えます)

80名

7 月 8 日 ( 月) までに包話 (231- 9640) で事業課へ

所 在 地 西宮市二見町153

設計 ・監理 日建設計工務株式会社

施 工 株式会社 大 林 組

構 造 規 模 R C造 ・7 階建 ・塔屋 1 階 ・2 練

敷地面積 11， 328nf ・延面積 24. 457nf  

153戸

102台

昭和42年 3 月一昭和43年 6 月

( 共催

戸 数

ガ レ ー ジ

工 期

ｾｙｋｋ ファスナー工場と黒部峡谷を

見る会

日 時

集 合 所

定 員

申 込

建築概要

夫 氏 〔 株 式 会 社 大林組広島支庖長)

喬氏( 清水辺役歓式会社広島支信長)

一 氏 ( 抹式会社 竹中工務広広島文庖長)

章 氏 ( 株 式 会 社 説 閏 組 広 島 支 鹿 山

作 氏( 妹式会社地岡組代表取締役社長〉

一 氏 ( 株 式 会 社 藤木工務庖倉敷支庖長)

一 氏〔近緩電気工事株式会社広島支庖長)

謙

7月20日 ( 土) ・21日 ( 日) 1泊 2 日，

20日 13 ∞ 集合国鉄富山駅降輩 出口 ・目号本会旗

往復はがきに限ります。はが きには氏名，勤務先，住所，

連絡先，匂話を記入の乙 と。 7 月 10日到着のはがきで〆 切

ります。

申込はがきにより委員会で抽せんを行ない参加者30名を決

定 します。申込者には拍せん結果を 7 月 15日までにお知ら

せ します。参加者には参加証，行程の詳細をお送り します。

5.  ( 間円 ( 宿泊代 .21 日の昼食代，富山地方・黒部鉄道運賃)

日 時

集 合 所

申 込

重喜加者

15  

三 氏 ( 三織工業妹式会社広島支底長)

費会
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常

ー

総

一

霊

山

一

J

d

白

川

1

一

イ

. 6.  

ココE

総 会

於会館集会室 出席者 16名

議事(1)昭和41年度事業報告承認の件

(2) 昭和41 年度収支決算承認の件

(3)昭和42年度収支予算家認の件

( ロ) 通 常 総 会

2 月28日 於 会 館 集 会 室 出 席 者 23名

議事(1)定款一部改正の件

(2) 名誉会長推挙の件

(3)名誉正会員推挙の件

(4)監事 l 名選挙の件

(5)本部所属評議員52名選挙の件

(6)役員重任承認、の件

2. 評 議 員
. 6.  

=  

( イ) 定時評議員会

6 月16日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共74名

議朝日昭和41 年度事業報告承認の件

(2)昭和41年度収支決算承認の件

( ロ) 定時評議員会

11月28! ヨ 於会館集会室

出席者 委任状共85名

議事(1)昭和43年度評議員選出数決定の件

(2) 理事 l 名補選延期の件

( ハ) 定時評議員会

3月28日 於会館集会室

出席者 委任状共78名

議事(1)評議員会議長及び冨IJ 議長互選の件

(2)定数;一部改正の件

(3)名誉会長准挙の件

(4 )名誉正会員惟挙の件

(5)細則一部改正の件

(6)会長，副会長 ( 2名) 理事 ( 13名)

補選理事 ( 2 名) 選任の件

(7) 役員重任ポ認の件

(8 )1昭和43年度収支予算承認の件

( ニ) 伎術部門評議員会 2 回

日 : 理 事 会

(イ)定例理事会 10回

(ロ)編集理事会 4 回

付主記理事会 l 回

( ニ) 主計理学会 5 回

4. 常 設 委 員 会

幹事会，小ｾ貝会
安員会 分 科 会 ， 打 合 会

何事業委員会 10回 27回

16 

( ロ) 編集委員会 12回 41 回

座談会 4 田

け教育委員会 4 回 12回

( 斗住宅委員会 11 回 28回

(村法規委員会 10回

( べ出版委員会 2 回 8 回

(ト)建材委員会 10回

特 別 委 員 会

幹事会，小委員会

安 員 会 分 科 会 ， 打 合 会

川表彰候補者

推薦委員会

(ロ) 会勢委員会 l 回

付創立.50周年記念事業委員会

総務委員会

記念号編集委員会 1 回

3 回

l 回

22回

自 昭 和42年 4 月 1 B  至 昭 和43年 3月31 日

西支部，日本建築学会近畿支部，大

阪建設業協会，日本建築材料協会，

大阪住宅建設促進協議会，大阪市街

地再開発促進協議会

1O. 若 い 会 員 の 集 い

ソ連青年建築家との懇談会

( 大阪府建築士会共催)

10月14日 於竹中工務庖 57名

車砺と新幹線基地を見る集い

10月26日 於新幹線鳥飼基地 25名

11 . コンクー) j ，

第13回工高生デザインコンクール

設計課題 博覧会場内に建つ公衆休憩所

募 集 9 月20日締切り

応募数 25校 123点

審査会 10月 7 B

入選作 10点( 内最優秀作 l 点)

表彰式 11月16日

12. 会 誌 「建築と社会」

4 月 号 社 会 と 建 築

5 月号 都 市と流通空間

6 月号 住宅 と設備

7月 号 生産施設

8 月号 モントリオール万博

9 月号 建 設資金

10月号 最 近 の外 装

11月 号 第14回青年建築家

12月 号 建 築 と生命

l 月 号 都 市 生 活

2 月号 都 市 の い こいの場

3 月号 創立50周年記念事業記録号

13. 図 書 出 版

建築の風力係数

出版委員会編 1. 5∞部刊行

A 5 版 ( 148X 210) 上質紙 80頁

定価 350円 会 員 特 価 3∞円

14. 見 学
4 与

=  

鉄骨のデザイン 1回 16回

編集委員会 座談会 1 回

デザインコンクール

委員会 l 回

建築データシート

出版委員会 11 図 72回

6. 議 J寅

. 6.  

=  

西阪神ピル見学会

4月 8 日 22名

大阪市街地改造第 1 練新築工事見学会

6月 3 日 lω 名( 大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部共催)

千里高層住宅団地見学会

6月よ4日 38名

最近の P C工法講演と映画会

11月 9 日 於大阪科学技術センター 101名

7. 説 明
. 6.  

コヨ疋

実務に直結した建築工事別説明会

「金属外装材の問題点説明会」

11月29日 於大阪科学技術センタ - 8 5名

協賛 日新製鋼株式会社

不二サッシ工業株式会社

実務に直結した建築工事別説明会

「新しい型わく工法説明会」

3月27日 於大阪科学技術センタ ー 135名

協 賛 近 畿 凶 国 合 板 工 業 組 合

阿部株式会社

8. 言葉 習
. 6.  

=  

第16回現場実務講習会

自 11月 6 日 至 11月11 日 ( 6 日間〉

於日本生命中之島ピ J レ 187名

鉄骨構造設計講習会

2月 9 日 於大阪科学技術センタ ー 4位名

9. 関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

万博のあとにくるもの

10月30日 於 国 立 京 都 国 際 会 館 約2∞名

共催 大阪府建築士会， 日本建築家協会関



香雪記念病院見学会

7月22日 48名

スライディングフォーム現場見学会

( 食品コンビナート 東綿サ イロ建設現場)

7月27日 23名

関西電力病院見学会

9月23日 40名

天理教おやさとやかたほか諸施設見学会

9月29日 20名

大日本インキ化学工業株式会社

吹田工場見学会

10月初日 20名

イピセメント，日本化成，日本スタッコ

各工場見学会 ( 建材委員会)

11月11 日 13名

京都の庭園と古建築を見る会

11月初日 21名

P C工場と現場見学会

11月25日 59名

永和工業，日本ドアーチェック工場見学会

( 住宅委員会)

12月12日 14名

大阪商工会議所ピル新築工事見学会

3月 9日 2∞名

( 大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部共催)

大阪厚生年金会館ピル新築工事見学会

3月初日 140名。

( 大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部共催〕

15. 午 餐 会 ・ 恕 親 会

役員，委員懇親会

4月15日 於比叡山観光ホテ J レ 52名

建築 B団体会長怒談昼食会

6月28日 於ガスピ J レ8 階 18名

8 月 2 日 於 向 上 15名

3月29日 於 向 上 23名

夏の会員恕親会

8月 3 日 於ニュ ージャパン 10名

会員忘年懇親会

12月14日 於太閤国 4∞名

建築 6団体合同新年交礼会

1月 4 日 於国際ホテル 466名

創立記念日の集い

( 記念講演と祝賀パーティ)

3月30日 於大阪商工会議所ピノレ 64名

16 よ ろ ず 相 談 住 宅 展 覧 会 |  

自 7月13日 至 7月18日 6 日間

場 所 阪 神 百 貨 庖 8 階催場

入場人員 40.774人 相 談 件 数 1. 603件

17. 創 立50周 年 記 念事 業

ボウリング大会

4月21 日 於野田ボウリングセンタ ー

ω4名

高松の建築と淡陶 タイル見学と鳴門観潮の会

4 月27日- 29日 24名

物故者慰霊祭

5月13日 於中央公会堂 遺族約 l∞名

来賓及び会員 32名

モントリオール万博視察団派遣

5 月24日出発 6月 6 日帰国 105名

桂，修学院荷量宮・表， 裏千家茶室見学会

6 月20日 103名

デザインコンクール

設計課題 大阪城公園内 lζ 建つ休憩所

現場説明 7 月 3 日

締切期日 日月 31日

応 募 数 37点

議 査 9 月14日

入 選 l 点、

佳 作 3点

表 彰 式 9 月28日

入選作品展示公開

10月30日- 31日 於会館集会室

記念講演会

「モントリオール万博観察報告会」

7 月24日 於関電ホーノレ 3∞名

原子力発電所建設現場と硝子工場特別見学会

「関西電力美浜発電所，日本原子力敦賀発

電所，日本板硝子舞鈎工場」

10月27日- 28日 3:1名

記念出版

鉄骨のデザイン 2 月 8 日出版

出版委員会編 3. 5∞部刊行

B 5版( l 82X257m m) 8 ポイント活字一

段横組約 4∞頁( 設計図面88枚) 図版多数

挿入本文 ・特別上質紙 ・表紙特ク ロース上

製本 ・特製函入

定価 2. 5∞ 円 会 員 特 価 2. 2∞円

建築データシート

建築データシ ート 編集委員会編

3 月号「建築と社会」の附録として第 l 回

分( 基礎 ・地業工事30シート) 刊行

会員無料頒布

3月号より 20カ月( 毎月 30シー ト)

毎月刊行予定

の

( イ) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

他

万国博推進運動大阪述絡協議会

( ロ) 会館建設借入金の償還

日本建築学会に50万円のほか抽せんにより

50万円を償還

( ハ) 会計監査

4 月21日. 22. 24 日及び 5月 1 日の 4 日間

公認会計士宮島事務所によって昭和41年度

決算の会計監査を受く

|19. 本 会 が 入 会 し て い 竺竺 |

大阪商工会議所

関西経済述合会

大阪市街地再開発促進協議会

大阪住宅建設促進協議会

大阪府社会保険協会

建築行政協会大阪市支部

日本コンクリート会議

東区納税協会

I  20 後 援 ま た は 協 賛 した会

新建材説明会

主催 日本総築材料協会

9月27臼 於大阪科学技術センター

鋼構造新規準講習会

主催 日本鐘築学会

自 6月29日 至 7月27日

於東京，名古屋，大阪，岡山，金沢，新潟

高松，松山，広島，山口，福岡，札 幌

釧路，仙台，横浜

コンクリート工事用樹脂に関する講習会

共催 日本建築学会近畿支部

高分子学会関西支部

土木学会関西支部

11月14日 於大阪科学技術センター

建築士のための設備基礎教室

主催 大阪府建築士会

自 11月16日 至 3月29日

17 
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借

科

現

般 勘 定

目

貸 借 対 照 表

昭 和 43 年 3 月 31 日 現 在

方 貸

額 科

金 172，915 基 本

方

目 額 i

金

三回也

通 預 金 472，025 什 器 償 却 準 備 金 138，522 

郵 便 振 替 金 411. 499 未 払 金 8，673，685!  

有 価 証 券 20，000 前 ｾ＠ ζ  金
l ，363，2109|  1  

未 収 入 金 2，488，900 仮 受 金 338，44 

仮 払 金 89，309 収 支 勘 定 610，7491  

前 子ム 質 用 2，979，712 

什 器 468，220 

在 庫 図 書 3，373，160 

前 期 繰 越 金 1. 258，435 

iiヨ

、

計 メロ
ミ

計

財 産 目 録

昭 和 43 年 3 月 31 日 現 在

資 産 之 部 負 償 之 部

国 定 資 産 468，220 日| 当 勧 定 748，082 

什 器 基 本 金 609，560 

流 動 資 産 1. 076， 439 什 器 償 却 準 備 金 138，522 

普 通 預 金 472，025 流 動 負 償 10，375，344

有 価 証 券 20，000 前 ｾ＠ ζ  金 1. 363， 210 

郵 便 振 替 金 411. 499 仮 ｾ＠ ζ  金 338，449 

現 金 172，915 米 払 金 8，673，685

雑 勘 定 8，931. 081 収 支 勘 定 610，749 

仮 ナム 金 89，309 

未 収 入 金 2，488，900

前 払 'el 用 2，979，712

在 廊 図 書 3，373，160

前 期 繰 越 金 1. 258， 435 

メ<=1
入

計 11， 734，175 11， 734， 1 n  

18 

近畿建築会館特別勘定 |  

貸 借 対 照 表

昭 和 43 年 3 月 31 日 現 在

借 方 勘 定 科 目 貸 方

建 築 会 館 基 金 5，597，866 

16，955，445 建 物

建 物 償 却 準 備 金 5，471. 134 

170，250 電 話 設 備 費

1， 387， 425 {十 器

什 器 償 却 準 備 金 480，109 

22，182 銀 :fj丁 預 金

141. 767 現 金

100，000 未 収 入 金

借 入 金 6，285，000 

未 ナム 手IJ
a息 214，250 

前 期 繰 越 金 560，847 

収 支 勘 定 167，863 

18，777，069 ριs 

、

計 18，777，069 

収 入

収 支 内 訳 表

昭 和 43 年 3 月 31 日 現 在

資 自

第二一般会計繰入金

貸 室 料

雑 収 入

計

支 出

n  用

借 入 金 利 子

電 気 料

瓦 斯 代

水 道 代

借 地 料

火 災 保 険 料

公 課

什 器 購 入 費

修 理 T宝

給 与

雑 資

建 物 償 却 金

什 器 償 却 金

計

差 引 今 期 剰 余 金

前 期 繰 越 剰 余 金

計

| 決 算 額 | 予 算 額 | 増 ム 減

1. 250， 000 1. 700， 000 ム 450，000

1. 650， 000 1. 590， 000 60，000 

19，464 20，000 

2，919，464 3，310，000 ム 390，53

| 決 算 額 | 予 算 額 | 増 ム 減

l

339，2501  315，醐 24，2叫

129，6721  135，000 ム 5，32

155，278 

6，683 

724，228 

15，200 

168，870  

。

32，805 

294，660 

195，955 

584，000 

105，000 

2，751. 601  

167，863 

560，847 

156，000 

12，000 

725，000 

16，000 

180，000 

200，000 

250，000 

300，000 

240，000 

587，000 

92，000 

3，208，000 

ム 722 

ム 5，317 

ム 772 

ム 800 

/:::" 11. 130 

ム 200，000

ム 217，195

ム 5，340 

ム 44，045 

ム 3，000 

13，000 

ム 456，399

728，710
・・. . . . . 次期繰越金

ー・



般 勘 定

収入の部

表

一

在

一

現

司

、
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口

u

=
一

z

n
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圃

'
E
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q

J

 

内
一

月

.

q

J

 

一

年

支

一

3

-

A

u

-

-

和

収
一

昭

科 目 7'1 日 決 t; I  在員 予 t:I 事R 土問 ム 減

ト一一一一一

正 会 1
J

1  9. 063. 890 9. 600. 000 ム 536. 110 

団 体 会 'l'1 6. 466. 663 6. 400. 000 66. 663 

会 'l'1 収 入 地 方 会 'l'1 466. 880 504. 000 ム 37. 120 

J佐 会 翌I 520. 350 420. 000 100. 350  

16. 517.783 16. 924. 000 ム 406. 217  

維 誌 収 入 15. 561. 336  15. 800. 000 ム 238. 664 

講 演 説 習 会 収 入 1. 402.  400 3. 335. 000 ム 1. 932.  600 

1長 会 収 入 1. 491. 300 1. 720.  000 ム 228. 700 

約 ， 次 売 上 収 入 1. 135. 800 900. 000 235. 800 

事 業 収 入 凶 '.dJ 出 版 収 入 7. 794. 010 15. 395. 000 ム 7. 600. 990 

住 宅 相 談 所 収 入 3. 398. 375 2. 500. 000 898.375  

デ ー タ シ ー ト 収 入
。

5. 940. 000 ム 5. 940. 000 

雑 338. 437  1. 045. 000 ム 706. 563 

31. 121. 658  46. 635. 000 ム 15. 513. 342

雑 収 入 雑 収 入 291. 134  30. 000 261. 134  

収 入
メE 弘Z、

47. 930. 575 63. 589. 000 ム 15. 658.425

支 出 の 部

不} 日 Ｇｴｾ＠ 目 決 $1 客員 予 すｾ をn 培 ム 減

iI'IF. 
圭仲士し、

'1'1 17. 282.120  16.940. 000 342.  120  

議 談 議 習 会 ｹｾ 1. 008.  424 2.676. 000 ム 1. 667. 576  

w  会 7
J

1  1. 890. 313  1. 920. 000 ム 29. 687 

凶 :r: F  I:LI l坂 '1'1 7.024. 025 ＱＴＮ Ｒ ｾＰＮＰＰＰ＠ ム 7. 215.975  

善玉 2長 1'1 調 査 'i'1 117.859  200. 000 ム 82.  141  

{主 宅 相 談所 Ｇｩｾ 2. 72凸. 324 2.300. 000 426. 324  

デ ー タ シ ー ト 出 版 此
。

5. 652. 000 ム 5. 652. 000 

雑 1. 744.025 1. 900.  000 ム 155. 975 

31. 793.  090 45. 828. 000 ム 14. 034. 910

総 会 評 議 員 会 1'1 217. 827 200. 0(¥0  17. 827 

理
主μ

会 'l'1 75. 601 80. 000 ム
4. 399 

会 議 主t

部i メZ 弘3、ミ

'l'1 
。

50. 000 ム 50. 000 

，けz ゆ-

設 委 員 会 民 351. 337 420. 000 ム 68. 663 

特 別 委 員 会 質 69. 822 30. 000 39. 822 

計 714. 587 780. 000 ム 65. 413 

支 部
プp て、

付 金 515. 336 474. 000 41. 336 

支 部 主主 支 部 補 助 金 93. 000 100. 000 ム 7. 000 

計-
608. 336 574. 000 34. 336 

電 話 料 368. 882 360. 000 8. 882 

通 イ言 'l'1 4. 216 12. 000 6. 7. 784 

旅 担t 交 通 担I 444. 005 480. 000 ム 35. 995 

事 務 費

ｾ＠ 金 担I 902. 323 832. 000 70. 323 

印 席。 物 'if1. 210. 100 240. 000 ム 29. 900 

文 房 具 '1'1 105. 488 120. 000 ム 14. 512 

雑 'l'1 183. 822 204. 000 ム 20. 178 

計 2. 218. 836 2. 248. 000 ム 29. 164 

給 料 6. 951. 060 6. 868. 000 83. 060 

給 与

超 動 手 当 138. 605 300. 000 ム 161. 395 

:l'1: 与 2. 169. 600 2. 220. 000 ム 50. 400 

計 9. 259. 265 9. 388. 000 ム 128. 735 

縫 康 保 険 料 259. 510 240. 000 19. 510 

厚 生 年 金 保 険 料 165. 490 156. 000 9. 490 

厚 生 費

失 業 保 険 料 61. 135 84. 000 ム 22. 865 

労 災 保 険 料 19. 987 20. 000 ム 13 

職 員 福 手U 'l'1 108. 300 240. 000 ム 131. 700 

計 614. 422 740. 000 ム 125. 578 

賦 課 金
賦 課 金 30. 750 35. 000 ム 4. 250 

会 館 勘 定 繰 入 金 会 館 勘 定 繰 入 金 1. 250.  000 1. 700.  000 ム 450. 000 

退 職 手 当 積 立 金 退 職 手 当 積 立 金 800. 000 800. 000 
。

償 却 金 {十 器 償 却 金 30. 540 31. 000 ム 460 

予 備 資 予 備 'l'1 
。

1. 465.  000 ム 1. 465. 000 

支 出 メι 入z  計 47. 319. 826 63. 589. 000 ム 16. 269. 174

差 引 余 剰 金

前 期 繰 越 不 足 金

差 引

610. 749 

1. 258.  435 

647. 686・目・… … 一次期繰越不足金
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暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す

逢 英 雄i畢

中 国 土 木 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岡 山 市 上 之 町 1 6 3 電話岡山 (25) 2151 

自宅 ・岡山市国寓住吉町114 電話岡山 (72) 3661  

車

問盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 - 16  電話 (21) 2281 

自宅・広品市翠町1507- 10 電話 (51) 6730 

昭 和 4 3 年 盛 夏 (50音順)

荒 木 手B 飯 田 精 次 郎+
方

株 式 会 社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池 田 市 鉢 塚 2 の 8 - 21 電話0727( 61)ロ98

自宅・池田市鉢塚 2 の9 - 8 電話0727(61) 8874 

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 宮 回 町 9 電話 (364) 5836 

自宅・盟中市本町 2 の 5 6  電賠 ω 8 ( 52) 5775 

安 藤 雄 生 回 重政イ愛

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 東 区 常 盤 町 2 の 3 0  (高木産業ピル)

電 話 (942) 4  6  0  3 ⑧ (941)  1  3  3  1  

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 の 5 電話(261)7591- 6  

自宅・ 芦屋市朝 日ケ丘町258- 2 電話0797( 3  )0657 

赤 崎 尚 {手 丹 久
τ 1= 

池 田
F昌‘ 『

彦Eコ

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長
株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 副 社 長

株 式 会 社 池 間 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区南総町29- 1 ( 新南濃町ピル) 惟鯨 (361)0982 お88

大阪市東区両替町 l の 1 3  1'1! J古 (942) 1461代 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 の 6 8  

(761)  03ω 

自宅西宮市国代町50 包括 (762)  5551 

高松不動廠剖代町住宅南陳 5 - 3 電路西宮 (67) 7129 

自宅・堺市上野芝向ケ丘町 4 円 1405 電話0722( 78)∞34

赤 松 修

株 式 会 社 赤 松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区梅ケ枝町123( 瑞穂! ビル) 包括 (364) お51

自毛・盟中市千氾拘12 の 1 8  6  電話側 (52)4622

j斐
ごム

，ロ井 貞

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区堂島中 2 の3 7 - 3  電話 (341) 節 71代

自宅豊中市蛍ケ池東町 Ｓ の ＱＰＹ 司 ｕｾＰＶＸ (52) 5861 

東 秀

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 代 表 取 締 役

ttt 絡(391)3912・ぉ41

大阪市東淀川区卜八縦町 3町7 Ｇｾ ＢＢＨＳＹＳ Ｉ ＱＹＵ￯ 代

自宅 ・吹田 市雌白台 2 の 2 8 ttt 話 ⑮( 72) 3 2 5 6

井 手 新 太 郎 寛石
l

 

l

 

-
-
E

，

 
日 本 合 成 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区神山町 4 0 - 4 包括 (313) 3  4  12  

石 川 建 築 事 務 所 所 長

大阪市天王寺区茶臼山町111 電穏 (779) 9491- 2  

自宅・宝塚市- 1; 1) 畑長尾山2の317 ttt 絡池田 (59) 2963 

井 手 雄 田 秀 宏石正

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

京都市中京区押小路通柳馬場東入橘町 6 4 5  

京苦悶l築会館内 電話 (211) 2857 

松 田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 大 阪 出 張 所 所 長

大阪市北区堂島上 3 の 1 0  1包括 (344) 7 8 2 1  

自宅・東京都世田谷区

縦ケ丘 2 の8 - 6  - 202 司u古03( 429) 5074 

イ手 東 正 季 夫也 石 原

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市浪速区幸町通2の6消光ピ J レ 電話(562)4343

自宅・西宮市松生町 1 2  9 的 2 包括 ( 22) 3598

株式会社石原建築設計事務所代表取締役所長

大阪市北区市赴町 1 大ピル内! 1 t 賂⑩(441) 7826 

東京 I: n代fll 区内幸町 l の 3 - 6 ⑧( 判 1) 1931  

新日比笹ピル内 llt 鮪⑪ (502)8921- 4

自' 1; ・神戸，1日tlll 区中山手通 6 的 38 世話⑪ (34) 2073 

手間 里予 栄 {手 藤 康 夫 諌 早 夫

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役 有 限 会 社 伊 藤 工 務 庖 代 表 取 締 役

日 本 シ ル パ ー ク ー ル 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 北 区 立 山 町 6 6  包括 (361 ) 2091代 大阪市東淀川区十三南之町 3 の 7 電話 (302) 14ω  

神奈川県厚柿上依知 3 0 3 2 電話似62( 85) 0510

自宅 ・大阪市東淀川区+ 三南之町 3 の35 電話 (301) 3091 

自宅東京都世田谷区鳥山町453 包括(3∞)3705
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暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す

板 精
=ム
，ロ 郎土百

株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所 社 長

大阪市浪迷区

日本稿筋 4 の3 伊 藤 ピJレ 電 話 (633) 7日5- 8

平面 葉 郎重

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 国 町 9 7 電 話(372)5097- 8

自宅・ 八尾市山本町南 5 - 13 電 話0729( 2  )3587 

‘ー

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中村区昨町4町28( 国鉄会館内) 電話 ｾ ＵＷ Ｑ Ｉ 1271大代

自宅 名古屋市干揃区下方町 4 町3 0 1世話(711 ) 9 4 0 0

井 達 明上

弁 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 淀 川 区 竹 島 町 3 の24

(473) 1069 

電話

(471) 4871 

自宅・大阪市西縫川区竹島町 3 の21 電話 (471) 4871 

井 ネ富 蔵上

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

大阪市都島区東野凹町 2 町15 電路(351)0530 (352)4031- 4  

自宅・東大阪市石17J O!T 1  727 電話 0729 (81)  2  5  2  6  

必ト.

ーヲ 霧 雄西

株 式 会 社 今 西 組 社 長

大阪市天王寺区上本町7 の2ー l 上六 ピル 電話 (772) 1251 

自宅 ー高 石 市 羽 衣 2 の 4 - I  電話0722 (61) 1179

ぷ』

" 7  
茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

大阪市西区北堀江通 2 の 4 7  電 絡 ら41) 初 5 1 - 2

自宅 同 上

岩崎 甚 太 良R

昭 和 4 3 年 盛 夏 ( 50音順)

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電結 (231) 5  9  3  6  

自宅兵崎県川西市花展般 l 町32- 11 旬結0727 (59) 9317  

上

F 品 『

員

尾 亀

、三主

J 同 四 郎

田

光 洋 建 設 株 式 会 社 代表取締役

大阪市南区長堀縞筋2の7 日 新 ピJレ 11U!  ( 211) 0991- 3 

自 宅 ・ 豊 中 市 旭 丘 6 の31- 403 11U舌 (52) 2 4 3 8  

上 良

ご・ム

J 回

株 式 会 社 三 晃 商 会 会 長

大 阪 市 北 区 沼 岡 町 I 6  電話 (364 ) 7 0 3 1  

尾 崎 博

田

U. A. 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区谷町 5 の30

( 新野村ピル) 電 話 (768) 2  9  4  2  

自宅・寝屋川市本町17円 18 包 括 0720 ( 21  )0320 

内 成 之

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社 取 締 役 社 長

尼崎市下坂部久々知前 2 3 5 電話 (491) 6781代

自宅 ・大阪市北区 茶 屋 町 3 8 電 話 (371) 5 0 6 8  

置

置

塩

塩

章

光

田

株 式 会 社 置 塩 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 区 金 品 上 l 丁目 包括 (341)  6724 

神 戸 市 生 凶 区 京 町 7 0  包 括 ⑪ ( 39) 3515  

自宅 ・神戸市東i灘区御影町

上ノ山 1661 j世話相1'1'" ( 85 )4681 

大 井 弘 次 郎

株式会社大井建築設計事務所 代表取締役

大阪市北区宗是町44第一 ピJレ 包 括 ( 似4) 4521- 2  

自宅箕面市百楽荘 Ｔ の Ｔ ー ｉｉ 電 ｾＡｏ ηＷ (21)  4113 

大 木 末

、ｾ

ッ、

須 賀 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 土 佐 緬 通 l の I 4 電話 (441) 5171代

自宅神戸市東横区御彫町西平野字天神山61 電話側関 9357

浦 辺 鎮 太 郎

株式会社浦辺建築事 務 所 代 表取締役所長

大阪市北区梅田 8 ( 新阪急ピル) 包 括 (341 )1727・1680

江 好
l

 

l

 

--.
，， 巴

大木建設株式会社大阪支庖

常 務 取 締 役 支 庖 長

大阪市西区南堀江通 3 町 3 世 話(538)3075- 9

大 ;畢 平

株式会社山下寿郎設計事務所大阪事務所所長

大阪市東区北浜 5 - ll ( 新 立川 ビル)

電 話 (231 )4217・7321

小 河 吉 之 助

株式会社小河建築設計事務所代表取締役社長

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 町 8 電話 (761) 6 9 5 7  

自宅・寝屋川市東香里閣町18ー 14 電鯖 0720 (31 )2609 

幸

大 幸 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 区 今 橋 5 の 2 包 括 (203) 0065代

自宅・. Q 中市玉井町l の8- 18 電 話 068 (52) 3 2  3  7  

大 下 順 郎

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 城 東 区 関 目 町 l の 4 0  電 話(939)4741- 5代

自宅・大阪市旭区新森小路中3の94 電 話 (952) 1  2  4  0  
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大 林
尾芳 本 秀良R 梶

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 京 橋 3 の 7 5  

八 千 代 屯 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区森之宮東之町392 電話 (941) 6531代

自 宅 堺 市 大 美 野 107 ー 4 電話0723( 7  )2548 

大 森 片 明幸司 岡久

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区南 扇 町 1 1  i1t ;括 (312) 1281代

向宅・奈良市今辻町 1 2  包括奈良 ( 22)2390

大 阪 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長

崎 博 市 下 田 町 2 6 地1初 η 2 (62) 5551 

岡 田 金 次 郎
秀 夫鼎

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 大 阪 事 務 所

取 締 役 所 長

大阪市北区金山中 l の 2 3 包括 (344) 2  0  9  6  

自宅・大津市中庄 2 町5 - 13 電話07754 (  2  )3619 
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河 義内 就

有 限 会 社 河 内 義 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

広島市上轍 町 2 の 3 7  電 話 (28) 2  2  7  1  

自宅・広島市上峨町2 の37 電 話 (28) 2  2  7  1  

河 津 喜 之 助

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 北 区 常 島 上 l 電話( 担 1) 1351- 3

自宅 ・盤中市服部本町 l の10 包括 (62) 6 8 6  5  

I

 

l

 

-
-
a

，

 

中 道正

三協アルミニウム工業 KK大 阪 支 庖 支 庖 長

大阪市西区京町堀通 l の125 東洋ピル 電話 (443)9601- 4

自宅・蛇中市上野町 7 の 64 - 5  電話068 (53) 5915 

岡 橋 作 太 郎 神 谷 新 神 田 正 平

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 専 務 取 締 役 株 式 会 社 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7  電話。52)1201大代 大阪市東淀川区図川通 6 の 3 8  flt 結 (301)3656代

自宅・神戸市灘区五毛通 3 の17 電話078 (86) 0596 
自 宅 神戸市東灘区住吉町赤塚山 電話 (85)  0248 

岡 本 亀 晃
ごム

，ロ井茂 ネ封

岡 本 茂 樹 建 築 事 務 所

神戸市灘区高羽楠丘 10 3 の7 包括 ( 85) 2020

自 宅 ・ 向 上

株式会社 A.R.I 建築事務所代表取締役所長

大阪市南区谷町8 久寿野木ピJレ 電 話 (762) 1456 

自宅・奈良市六条緑町 1 5 3 7  電話 (45) 2995 

岡 本
貞 夫

蓮
田行 辛 木

株 式 会 社 昭和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市西区西長堀通 l の 8

( 四つ橋ピル) 電話 (532) 0415代

自宅・芦屋市打出大東町17の7 1l t 括円単( 2  )7102 

東 海 興 業 株 式 会 社 常 任 顧 問

自宅 ・芦屋市宮川町 l の2 0 包括0797 (  2  ) 0328 

カ日 雄

l

 

l

 

--.
，， 崎納 秀 敬

戸田建設株式会社大阪支庖取締役支底長

大 阪 市 北 区 其 砂 町 3 2 m話 ( 364) 1651 

自宅 ・吹田市千里山松ケ丘 6 1立総06( 湖 ) 0244

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役 社 長

大阪市西区制本町 4 の 1 0 3  電話 (532)∞81- 5

向毛大阪市浪i卓区新1112の 飴6 包括(632)7 3 6 4
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戸有

田 野 栄

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 常 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 flt 飴 ( 371)7151代

自宅・京郎市左京区西崎/ 木町50

北 野 正 雄

中 西 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区中ノ仏3 ( 例日ビル) 電話 (231) 9531 

木 園 男下

株 式 会 社 内 外 写 真 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 金 品 北 町 1 6  1lt 骨量(描1)9055大代

自宅・大阪市西区京町通 2 の102 電話 ( 441) 2503 
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木 雄下 光

株 式 会 社 木 下 謹三商 庖 取 締 役 社 長

大阪市西区江戸堀 5 の 5 電話 (443) 0 I  1 5 代

自宅・i 2 中市上野 6 の 12 電 話 郎8 (52)  7  2 8  4  

エ

エ

藤

藤
夫

雅

建

工 藤 雅 三 建 築 事 務 所

大阪市此花区四賞品大通 2 の 1 2 m路(461)0043 ・4198

4393 

自宅大阪市此花区四賞品大通2の12 電話(461)9293 

貫長 朗i畢

同品『

'" 

矢島建設株式会社大阪支庖取締役営業部長

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 8 f[L賂 (271) 5387 代

自宅・吹悶市内本町 3 の23- 8  m鯨 (381) 0 4 5 1

栗 林 馬

栗 林 建 築 士 事 務 所

和歌山市和歌話n鶴立嶋527 11td重 (44) 3623 

栗 山 徳 郎

栗 山 板 硝 子 庖 底 主

大阪市南区上汐町 2 の4 1  電話 (761) 0635代

桑 島 貞

株式会社高島屋大阪支庖装飾部部長

大阪市? 創車区元町 3 の182

日本生命ピ J レ7 階 電 話 侭32) 3191 

自宅・高石市高師ノ浜 4 の7 ー 23 1世話嚇 ( 61) 9478

‘
、

-
-
-
E
4
 

.
，
 山甲西

株式会社田中小西建築事務所取締役社長

大阪市西区阿滋座南通 2 の60 包括 ( 532) 4051代

自宅 ・大阪市東住吉区

平野西脇町 ｾＷＳＭ Ｔ 電話 (701) 0 2 9 7  

‘
、

-
E
E

・
e.

，
 

林
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株 式 会 社 新 住 宅 社 代表取締役

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 世話 (444) 4677

自宅・大阪市阿倍野区北白3の1 - 7 電話 ( 651) 1594

小 林

4目

下守

士
山
一

佐 音 松

株式会社小林得志建築事務所 代表取締役所長

大阪市北区堂島北町2嚇 回 ピJ レ 電 話 (362) 5658- 9  

(341) 6251- 5  

自 宅 ・ 西 宮 市 丸 縞 町 3 1  電話 (66) 2  3  9  4  

‘
、・

1

・'

B

，

 

林 正 数

藤

株 式 会 社 浅 沼 組 常 務 取 締 役 本 底 長

大阪市天王寺区東高津町 8 のl 電話 (762) 0251代

自宅 再出市大美里"fl 3  4 の 1 1 '11nW723( 7) 1467  

小 林 甫 朗

株 式 会 社 今 西 組 会 長

小林住 宅 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士

大阪市東区御堂筋難披神社前 電話 (251) 8 3 7 1 代

鴻 藤

大阪市天王寺区上本町 7 の 2 電話 (772) 1  2  5  1  

自 毛 ・ 芦 屋 市 六 篤 荘 町 97 電話 0797 ( 2)  2226 

佐 良R

池

株 式 会 社 鴻 池 組 取締役社長

大阪市東区北久宝寺町 4 - 2 7 電 話 包52) 31∞大代

自宅・京都市北区平野鳥居前町86 電話京都 (461) 1526 

金 岡リ 隆

藤 四

手。

株 式 会 社 金 剛 組 代表取締役

大阪市天王寺区推寺町66 電話 ( 779) 773 1代

自宅・東大阪市旭町 8 - 3 電話0729( 81) 6  15  6  

近 藤 郷 次 郎

近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西区士佐線通 3 の5 5 電訴 (441) 8676 

自宅・東京師l北多I車君11

ｾＨｬ 江町和泉 Ｑ ＸＴＴ ?江，1，;03 (489) 0666 

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大阪市東区淡路町 2 の34 電話 (202) 3  8  3  6  ｦｾ＠

自宅 ・西宮市雲井町 4 - 9  l lL話西2主(22) 1  5  6  9  

佐 吉野 春

森井電業株式会社大阪支l苫 専務取締役

大 阪 市 北 区 常 宮 町 1 Ｖ 司 ＡＮｉｾ (443) 8381代

自宅・兵雌県尼崎市東[ 姐田町 3 の85- ] ] 地， ｉｾ (491)  9402 

佐 雄原 忠

株 式 会 社 浪 花 組 副 社 長

大 阪 市 南 区 玉 屋 町 12 包括 (211) 1501 代

東 京都港区赤坂 4 の 14- 17 包括 (584) 1571 代

雑 賀 孝 夫

株式会社雑賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 西 汀 丁 l 包括 (31) 1371代

自宅 ・和歌山市小松原通 5 の 1 ilt 話 位3) 5 8  8 8  

;酉 井 辰

三光 金 属 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市南区鰻谷中之田T80 電話 (271) 6 2 3 4

自毛・盟中市本町 10- 98 従話 068 (52) 3888 

23 
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坂 内 幾 郎

株式会社 坂内建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市西淀川区野里東 3 の13 電話 (472) 0631代

自宅 ・池田市旭丘 2 の 1- 2 電 ｾ［ｗ ＷＲＷ (61)8636 

坂 本 明承

阪 神 建 鉄 株 式 会 社 取 締 役 社 長

東 大 阪 市 中 野 2 1 4 1包括0729( 62) 5581- 5  

大阪 (781) ー O侭4

: .LI:. 

1; 之 谷 雄幸

渋谷金属産業株式会社 取締f支社長

大阪市南区鍛治I室町 5 2 m話 (211) 7  3  3 3  

清 水 手口 1南

株式会社清水和粥設計事務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区万才町43( 浪速ピル ) 屯お (312) 7278・4616

自宅・ 豊中市桜塚 束 通 5 の 8 m訴068 (52)  7 0 5 6  

篠 良R原 太

株式会社 近 畿 建 設 専 務 取 締 役

西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話 (532) 0 0 8  1  

自宅 ・箕 面 市 箕 面 1 0 5 7  mお0727 (21)3561  

設 楽 貞

株 式 会 社 洋 建 築事務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区松ケ枝町88 (河田ピ J レ) 電話 (631) 1019  

自宅 神戸市須脳区桜木町 3 の23 電話 (71) 0324  

自

ｾ尾
正正 男

宅或t

吾石

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 任 顧 門

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3 電話( 942) 1461  

自宅・大阪市住吉区盤ノ江中 l の68 電路 ( 671) 3792 

24 

城 庸 平口

株式会社大阪城口研究所 取締役社長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 電話 (371) 7151 代

自宅 ・西宮市相生町 6 - 4 0  

須 賀 豊 治 郎

須 賀 工 業 株 式 会 社 取締役社長

杉 村 正 良R

阪急電気工事株式会社 取締役社長

大阪市東淀川区十三西之町 3 の34 電話( 302) 0231- 5

自宅 ・宝塚市川面字西向 1 8 の l 電話宝塚 ( 86) 3623

隅 美田 正

第一工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 北 区 富 田町 30 電話 (364) 0  9  7  7代

瀬 戸 本 典
ニム
，ロ

三建設備工業株式会社 大阪支庖支庖長

大阪市都品区都品本通 6 の14- 2  電話( 922) 6251代

銭
吉

岡 輝 之

株式会社 銭 高 組 取締役社長

大 阪 市 西 区 間 接 座 上 過 3 の 2 電話( 日1)6431大代

自宅・大阪府高石市東羽衣 1 円 7- 55 電話。722( 61) 0990

仙 四 郎田

関西媛房工業株式会社 取 締役社長

大阪市住吉区万代東 6 の3 電話 (672) 1281大代

自宅 . J ! I I 市大美野 7 6 の6 m話0723( 7 ) 65 13  

昭 和 4 3 年 盛 夏 (50音順 )

田 中 政

大島応用化学工業株式会社 取締役社長

東 大 阪 市 新 庄 1 1  4 電話。6 (782)  4171 ・6734

自宅・大阪市城東区野江東/ 町 4の99 也話 ( 931) 3506 

田 淵 也誠

株式会社 団淵建築設計事務所 代 表取締役

和 歌 山 市 下 町 19 ¥Ii: 話 (31) 0  2  6  1  - 2  

自主邑・向 上
-、

田 本 栄

高砂熱学工業株式会社大阪支庖取締役大阪支庖長

大阪市北区悔凹 8 ( 新阪急ピ Jレ) ｾ ＧＱＱ訴 Ｈ Ｓ Ｑ ＲＩ 4521代

吉

岡5頁 洪 郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社長

大阪市東淀川区加島町 357 ! 世話 ( 302) 2  2  7  1  

自宅・西宮市甲子園町 3 - 8 電話西宮 (41) ω 94

吉

岡

差
久杉

株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 社 長

枚 )j 市 大 字 出 口 3 8  3  1l iMi  (31)  7∞l 代

吉

岡 勝 郎橋

共立建設株式会社大阪支庖常務取締役支庖長

大 阪 市 浪 速 区 陀j 町 l の 130 .11i訴 ( 633) 5661代

自宅 ・大阪市浪速区船田T 1 の130 ｾＱＱ 訴 Ｈ ＶＳＳ Ｉ ＵＶＶ Ｑ 代

吉

岡
惣 右 衛 門橋

西 日本建設業保証株式会社取締役社長

大 阪 市 東 区 京 縞 3 の 68 JOIi ，!孟(941)似4 1- 5

自宅 ・大阪市阿倍! 許区北品3の13- 26 m，lli (661)3132 
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吉

岡
慶 夫橋

株式会社大阪建築事務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 場 2 の 7 5 電話 (441) 9351

自宅大阪市東淀川区相川中通 ν l 2- 4 1!i穏 ( 328) 0935

竹 健 造腰

株式会社双星社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区堂島中 2 の 37- 3 電話 (341) 飴 71代

自宅・西宮市怪聞町 7 - 22 電話0798(34) 2650 

竹 中 錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 取 締 役 社 長

大阪市東区本町 4 の27 電話 (252) 1  2  0  1大代

実日 夫見 義

株式会社斎藤省三商庖大阪庖 取締役支庖長

大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 l の l 電話 ( 443) 3361代

大同ピル 6 ，骨

自 宅 京剖1市南区西九条春日田T48 i'U訴075 (691) 3860 

地 5頁 人政

小俣シャッター工業株式会社大阪支庖 取締役支底長

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 儲4) 4825・9004. 9016

自宅 ・尼 崎 市 崇 徳 院 l の 19 司u首付4 1) 5201  

塚 本 猛

、必7

;，、

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

月 野

....... 

A  
士

ロ

島藤建設工業株式会社大阪支庖取締役支底長

大 阪市 北区 茶 屋 町31の 2 1U，11i (372)  6∞1 - 4  

自宅・豊中市曽恨東町l の15 電 話 豊 中 (53) 2505 

シJ レクハウス内

辻

障担

s:呈

昭 和 4 3 年 盛 夏 (50音順)

本

辻 本 豊 設 計 事 務 所 所 長

和 歌 山 市 東 長田T 中 l の 12 - 3  1U，) 首( 22) 30¥0

自宅 ・ 同 上 11.U肯(23) 4519

恒 成 司11

内 藤
盲

ョr 電

合名会社つねなりすたじお 代表社員

大 阪 市 東 区 北 浜 3 / 4 0 包 括 位31) 0141 

自宅・豊中市玉井町 2 の8 - 2 0 電 話 ( 52) ω3 5

土 雄

株式会社竹内建築事務所代表取締役

大阪市浪速区元町1- 742藤本ピル 7目指 (641) 5089・1156

内 藤 資 忠

居

社団法 人 大阪建築設計協 会 常 務 理 事

大阪建築設計監漫事業協同組合専務理事

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 5 の58 電話 (448) 3329 

大阪市西区千代崎町 2 の2 4 - 2 電話 (541) 2570 

東 t田 議

株式会社内藤建築事務所代表取締役

京都市左京区回 中大 崎 町 1 8  9  電話京都{ 市1)6196

自宅・京偲市左京区北白川山ノ元町38 電話京都 (781)33臼

内 藤 正 克

鰍

以

取

抑

制

茨

配

制

仲

ハ

電

電

川

山

鈎

『

6

司
副

げ

目

「

l

務

丁

判

事

5

吋

骨

髄

南

町

田

4

3

吉

謹

見

住

畑

伏

阻

東

区

則

社

東

吋

ム

E

市

町

附

式

阪

ι

株

大

軒

時 山 竜 太 郎

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役

兵庫県小野市上本町240- 4 電路 (07946)4757代

( 小野ビル )

自宅 ・兵庫県小野市久保木町 1063 電億 (07946) 4668 

中
l

 

i

 

--z' 

匠

時 山 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 北 区 曾 恨 崎 上 2 - 21美 都 ビ ル 電 話 ( 361) 6248

自宅大阪市東淀川区三国本町2 の127 電話 (393) 9557

徳 氷 正

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区浪花町38新興ピル 電話( 訂1) 3  6  5  1  

自宅・ 宝場市米苔字石田 1 8  電話。797 (86)  2  3  9  1  

中 川 真 佐
士

ロ

株式会社三座 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区中之助 4 の33 電話 (443) 0  0  5  1  

自宅・ 声 屋 市三 条 町 53 電話芦屋 ( 2 ) 4 9 5 3

由

昌 宏

戸 晶 司

激 泰

アポロ印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 の 7 電話 (942) 2951代

自 宅 東 大阪市森河内本通3の17 電話 (781) 7995  

中 還 誠 郎

富 家 建 築 事 務 所

車郎市中京区押小路通車洞院西人 電話 075 (231 )6357 

中 津 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区宮田町38新日清ピル 電話 ( 363) お81

自宅・守口市滝井元町 3 の 2 7 1!i話 ( 991) 1848 

中 茂原

安宅エンヂニヤリング抹式会社 取締役建築部長

大阪市東区京係 2 の15ー l 電 話 ( 942) 2  3  1  2代

( 松村ビル )

25  
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中 村 金

中 村 金 三 商 庖 庖 主

京邸市下京区傍梅通烏丸西入北側 電話( 耳1) 1002 .1184・8380

自宅 向 上

中 本 正 明

中 本 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市械東区野 江東之町 3の15 電話 (931) 7341代

向宅 枚方市香里ケ丘 7 の3 - 14  電話 (54)0688 .  0578 

長 尾 正 大

日本 エレベータ工業株式会社 代表取締役

大阪m大淀区天神締筋 6

天J 、阪急ピ J レ

自宅 ・池岡市城南町3の33

ili 話 ( 351) 4927代

lli 話0727( 51 )9381 

西 嶋 徳 太 郎

株 式会 社大阪 建築 ｾ ｊ｜ 務 ｊ￮ｦｬ 専務取締役

大 阪 市 西 区 京 町 剥 2 町 75 包括 (441 ) 9351  

自宅 大 阪府箕而市似 ヶ兵3の11 - 35 包括 u727(21) 2432

西 村 庄 市

工 藤 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪 市 北I><:n崎 町 6 9  'o' li. l市 (313) 3 4  5  6  

根 津 耕 良B

株式会社似津建 築 事 務 所 代表取締役
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防

町

附
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J

f

1

4
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回

目

平

貯

刊

区

平

日

東

比

和

市

古

阪

老

大

白

野 崎 謙

株式会社山下寿郎設計事務所 代表取締役社長

東京r.l 1中央区西八丁刷2の4 ( 大石 ビル) ¥包括 ( 552) 8311

自宅・東京術文京区本駒込 l の10- 1  0  1世話 (941 )8747 
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浜 口 幹 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 8 の 1 包括 (762)0251

自宅 ・大阪市阿倍野区文の里l の4- 21 電話 ( 623)0608

原 守蔵田

原 因 今 商 事 株 式 会 社 代表取締役

大 阪 市 西 区 西 E 雛南通 3 の 8 電話 (541) 7  2  5  1  

第二鶴崎ピル (日1)4527- 8  

自宅 大阪市天王寺区生玉町6 の20 電話( 円1) 9  7  9  2  

タ陥丘パンンョン

イ半 秀 雄

株式会社西原衛生工業所大阪庖取締役会長

大阪市大淀区中津南通 4 の11 電話 (458) 3531  

自宅 ・池田市石綿 3 の11ー 14 1{U; 初717 (61) 8652 

イ半 野 貞

と も い き 会 代 表

守 口 市 豊 秀 阿 2 の 6 7 電話 (992) 5 4  9 6  

樋 口 勝 栄

三機工業株式会社大阪支庖取締役大阪支庖長

大阪 市班 I買北浜 2 の 22 司 ＡＮｉｾ (202) 3071 却 51代

刊宅 盟中市村掛西町2 の剖 2  電話盟中 (52) 4801 

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 副 社 長

大阪市西区阿波座中通 l の 5 1註J首 (532) 1243 代

1'1'1:; ，点目Ilrh F 京区

M: 小路j岨大'/ ; . ; 1t ! 人: 色訴 (811) 12 0 3  

干富 朝 生田

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

大阪市北区; 立J泊中 2 の3 7 - 3 電話 (34 1) ω 71 代

自宅・西 宮市縫石田T6 の 10 包括 0798 04) 6591  

昭 和 4 3 年 盛 夏 ( 50音順)

ネ富 好 雄田

ダイケンサ ッシ株式会社取締役社長

堺 市 松 屋 町 l の 6 電話堺 ( 38)1141

大阪市住吉区帝塚山東 3 の37

福 中 定 郎

社団法人 日本建築協会 常務理事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 37 電 話 包31) 9  6  4  8  

福 氷 薫

株式会社福永建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 の 61 電話包51) 3102

自宅・大阪市南区順磨町通 4 の61 電話( 251) 5189 

福 圭 蔵頼

株式会社新興掛オ工業所取締役社長

大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 l の 5 電話1) ; 41) 5757代

自 宅 大 阪 市 住 吉 区 住 吉 町242の22 電話 (673) 5120

藤 井 明

新 晃 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区大川町 1 l'l Uf; (202)  4761大代

i定患縞勧銀ピル 4 階

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3  電話 (942) 1461代

藤 手B 日百田

RI A建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 事 務 所

大阪市北区大融寺町33大阪合同ピJレ 電話 (312)9154
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藤 村 清

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 壷 屋 町 l の 6 6  1包括 (352) 6161代

自宅・京都市右京区山の内山の下町電話075 (311 )2564 

20- 11 

松 尾 陽 雄

昭 和 4 3 年 盛 夏 ( 50音順)

内外アスベス ト株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 都 品 区 都 尚 北 通 l の 14 電話 (922) 1371

自宅大阪市阿倍野区阪南町3町 3- 21 電話 (621)8640 

南 長

斉 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

代 表 取 締 役 支 庖 長

藤 本 庄 之 助 松 田
E E  司

平
F昌:!::'I 

飼 克

株 式 会 社 工 援 社 代 表 取 締 役

松 田 )1頂
τ士r

J::I 

大阪市城東区西間野 6 の4 3  '11His  (961)  4460 

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部
支 部 長

自宅 ・同 上

(962) 1288 福岡市綱湖町 2 の l 明治屋ピル包括 ( 29) 2497

神戸市生田区下山手通 5 の2 3  電話 (35) 2800 

( 28) 0982 

兵庫建設会館内

星 廃 文

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市城東区関目町 1 の40 電話 ( 939) 4741- 5  

自宅門真市域垣町12の16 電話0720 (81) ω6 7  

堀 フE 也

リグナ- )レ・ 三段プロック

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役社 長

神戸市葺合区熊内町 2 の8 8  ｭｾ 古 ＨＲＳＩ 1421代

神戸市長国区花山町 l の7 9 包括 (69) 8350 

本 圧 弘 桓t

株 式 会 社 三 晃 商 会 常 務 取締 役

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電話( お4) 7031  

自宅箕面市桜丘 3 の6 - 11 電話0727(21) 2655 

""""'" 
日IJ 敬 蔵

l

 

i

 

--
.，
， 

株 式会社東畑建築事務所 取締役大阪事務所長

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の I 9 電話 ( 202) 0391

自宅 ・京都市下京区西木屋町松原上ル 電話 (351) 2083

政 基

、ｾ
; J、岡

日新ピル ダ ー ズ 株 式 会社 取 締 役会 長

大阪市南区久左衛門町60 電話 (211) 6  8  4  3' 

自宅・芦屋市川西町 2 2 電結0797 ( 2)  4652 

本公 キサ 雄
士

ロ

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役社 長

大阪市北区空心町 l の 7 0 電話 (352) 1131  

松 本 儀 八

株 式 会 社 三 木 組 相 談 役

自宅・豊中市蛍池中町4 の65 11U君。6 (52) 3448 

松 本 平大

田 島 応 用 化工 株 式 会 社 大 阪営 業 所 所長

大 阪 市 西 区 京 町 場 l の 7 4 電話 (441) 5951  

自宅 ・大阪市東淀川区下新庄町 2 '1電話 (328) 0029 

公団住宅22- 4

宅 康 介

八幡エコ ンス チー ル株式会社

大 阪 支 庖 取締役支庖長

大阪市東区平野町 5 の4 0 電話 (203) 5371 

自宅・高槻市紺屋町9 の 1 0 m話0726 (  5  )  3424 

輪 泰 司

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町 12 - 15 電話(771) 5 8 7 9  

自宅京都市伏見区桃山与五郎町1- 4 電話 (ω 1) 3 9 6 2  

r:=. 

昌 千麦 健

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天王寺区上汐町6 の3 5 電話 (771 ) 0393 

(771 )  9281  

(772)  2908 

自宅大阪市東住吉区山坂町1の5 電話 (622) 5130 

ネサ 秀上

株 式 会 社 村 上 工 務 庖 取 締 役 社 長

大阪市北区太融寺町 7 3  電話 (341) 8651代

自宅 ・西宮市仁川町2 の68 電話 (51) 0230  

村 鞠田

明 研 化 学 工 業 株 式 会社 代 表 取 締 役

明石市中谷町 8 8 8  i1t 話明石 (913 ) 3456

自宅神戸市垂水区

温屋町西何回 164 電話垂水 (76) 4 1 8 6

キサ 山 文 夫

新 生 電 業 株 式 会社 広 島 支 庖 支 庖 長

広 島 市 二 葉 の 里 l 電話 (61) 3245 

自宅 ・広島市牛田町神田区1422 電話 (21) 1266

F 晶 司

孟 谷 水山

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神戸市生田区北長狭通 4 のl 英 和 ピ ル 電 話 ( 33) ω81

自宅・神戸市生田区山本通 4 の108- 37 電話 (22) 5050 
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有:a:.用

月 光 夫 山 下 密 男
τロ1= 

回 広 助

永 和 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 者

株 式 会 社 ナ ニ ワ 商 会 取 締 役 社 長

大阪市生野区ｾｉＡ矢柄町 Ｑ 2 8  電話 (751) 1271 

大阪市東住吉区駒川町 3 の 5 4  電話町田)7814- 6

大阪市天王寺区烏ケ辻町 6 1  電話 (771) 9123 

自宅・東大阪市上小板 3 ー 1 0  電話 (721) 8183 

自宅 ・大阪市東住吉区四辺東ノ町3の193 電信 (621) 9086 

自宅・問 上

τ1= 

勇 太 郎 山 回 新

: A 

郎
τ士=

村 英 男フE E=1 ，ロ
Eコ

株 式 会 社 大 末 組 専 務 株 式 会 社 山 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

日本イトン工業株式会社大阪支庖取締役支庖長

0 0 0 プ レ ハ プ 株 式 会 社 社 長 大阪市北区神山町26 T . 1 国信用ピル電話 ( 312) 0937- 8

大阪市北区侮回 l 大阪神ピル 1tU首(341) 5  2  3  1  大 阪 市 南 区 大 和 町 l 電話(213) 0  5  5  5  
自宅 ・大阪府摂i幸市千里丘5の9 - 21 電話 (388) 0119 

自宅・大阪市組区惜寺町 4 1  7  電話(951) 8  7  1  6  

盛 道 雄

株 式 会 社 盛 工 務 庖 代 表 取 締 役

大阪市旭区赤川町2 の5 6 0 電話大阪側' 3471代

自宅 ・宝塚市切畑字 電話宝塚 ( 86) 2431

長尾山12- 53

森 川 喜 代 之 助

森 川 一 級 建 築 士 事 務 所

池 田 市 住 吉 l の 1 - 20 電話0727(61  )8149 

自 宅 向 上

安 誠田

安 田 レ ー ル 株 式 会 社 会 長

大阪市南区末吉繍通 l の 1 7  1u結 (251) 7ωl  

自宅・尼崎市森字富田 1 2 6 電話 (429) 1555 

薮 本 芳

薮 本 建 築 士 事 務 所

和歌山市東長町10の13 電話和歌山 ( 22)9930

山 郎口
王

同

不 二 建 設 株 式 会 社 取 縦 役 社 長

大阪市西区阿波座上過 4 の8 電話 (541 ) 5534代

自宅・宝塚市切畑字長尾山2の湾8 電話0727( 59 )2018 
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山出 敬 和 達 也

山 出 興 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市南区大宝寺西ノ町 電話 (251) 5  2  3  7 代

心斉栂大丸西入。

自宅 豊中市新千里北町2の7- 10 電話新千里局 仔2) 3633

山本 潔

田

株 式 会 社 和 田 組 取 締 役 社 長

大阪市北区高垣町 6 1  電話 (313) 202 1  

自宅 ・芦屋市西 山町 5 2  電d; W797(  2  ) 2860 

若林 吉

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

摂 津 市 別 府 3 6  5 電話 (381)9131- 5

自宅 ・豊中市東盤中町3 の209 1UJ舌068 (52) 4387 

山本 博

繁

二 葉 屋 装 備 工業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の6 電話(371 ) 3321- 3  

自宅・京都市東山区清水2の232 電話 (561) 6283 

鷲 尾 健

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区中之島 3 町3

朝日ビルディ ング llt 路 (448) 1361代

自宅・吹田市円山町11の11 電話 (384) 0286 

山 本 義 ｾＡｦ＠

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 教 室

渡 遷 勇

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 専 務 取 締 役

横 田

宅三=・

. s:己

Z司
郎

株 式 会 社 間 組 名 古 屋 支 庖 建 築 部 長

名 古風 市 中 区 錦 2 - 4  - 16 電話052 位。1)7511

自宅。名古趨市千種区神丘町2の48- 3

渡 部
互

同

株 式 会 社 工 英 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 の 2 4 電話( 661) !抱61 代

自宅・大阪市住吉区万代西 2 の お 電 話(671 ) 3 3 0 6

圭

渡 部 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区京舶の6制限ピル2- 10 包括 ( 941) 4623

自 宅 ・ 箕 面 市 縦 弁 l の 5 - 5 電話 (21) 2209 



mら尚道b

世 界 の 主 要 都 市 に ま す ま す ふ え る く動 く 歩 道 >

サンドピック・ムーベーター

写 真 は 、 大 阪 の 阪 急 神 戸 線 新 梅 田 駅 に あ る 我 が 国 最 大 の

く動 〈 歩 動 〉 サンドピック ・ムーベーターの 2 基のうち

のひとつです。 公 某 の 施 設 に 実 用 的 な 目 的 で 納 入 し た の

は日本でサンドビックが最初です。 ベルトの 巾 は 1. 2メ

ートル、長さ 49 メ ー ト ル 、 毎 分40 メートルの速度で、 1

時間に約 12，000人 を 運 び ま す。

ベ ル ト の 芯 は 、 サ ン ド ピ ッ ク の 強 靭 な ス ケ ー ル ・ベ ル ト。

硬 く 、 し か も 弾 性 が あ り 、 表 面 に 張 ら れ た 溝 っ き ゴ ム は

ス リップを防ぎ 、考 人 、子 供 は も ち ろ ん 、浮 母 車 、車イ

スなと。安全に運びます。 ま た 、 ベ ル ト の 駆 動 方 法 や 支 持

構 造 も 簡 単 で 、 消 費 電 力 も わ ず か で す。

このサンドピック ・ム ー ベ ー タ ー は 、 世 界 中の 主 要 都 市

S ANDVI K 

の、駅、デパート、病院、空港、競技場、展示場など、

至 る と こ ろ で さ か ん に 利 用 さ れ て お り 、 交 通 の 安 全 と 混

雑 の 解 決 に ま す ま す 利 用 が ふ え て い ま す。

サンドピ ック・ム ーベーターの世界における新しし〕設置計画には

次のようなも のがあります。

フ ラ ン ス ( モンパノレナス )

ア メ リ カ ( ダラ ス空 港 )

オーストラリア( シドニ ー競馬場)

くサンドピ ック製鋼所製造品目〉

全 長 182mベルト巾1 . 2m 3 台

会 長 75mベ ル ト巾 1. 2m r 台

全 長 21 mベル ト巾 O. 8m 6 台

- 46. 5m - 1. 0m 

特殊鋼/ つぎ 目な し鋼管 、浴後管 、都鋼.冷間引抜線材‘棒鋼。

完 成品/ λ チ- ) レベルト ーコ ン ベ ヤ ー. 各 種 鋸 類 、 ソ

・チ ェ ン、 ス ポ ー ツ 用 具 . さ 〈 岩 機 用 ド リ ルロ

コロ 7 ン ト 超硬 工 具 類。

詳 細 は 下記 に お 問 合 せ 〈 だ さ い。

サンドピック・ファー・イースト・リミテッド・エービ一日本支社

神 戸 市 ｬｾ 合区小野柄通 Ｘ 丁 目 ｬ 三宮 ピル ( 郵便接号651) 電話 料 戸 (078) 2 3 - 3001  

東 京 都 港 区 赤 坂 2 丁 目 4 白並 ビノレ ( 郵便番号 107) 屯話 東 京 (03) 582- 3881 

名古屋市中村区鷹羽町 2 丁目 26 兼重ピ ノレ ( 郵便番号453) 電話 名古屋 (052) 541ー 7154

広 島 市 皆 笑 町 2 丁 目 8 3  0  - 9  (郵便番号734) 電話 広 仏 ( 0822) 5 3 - 0098  
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現 場 で の 調 合 が い り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は 、 天 然砕 石 と 特 殊 な 合 成樹 脂

( パ イ ン ダ ー ) を 配 合 し た 「外 装 用 [1欠付 仕 上 材

料 」 で す。 調 合 ず み の 材 料 で す か ら 、 施 工 現

場 で の 調 合 作 業 が ま っ た く 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す。

各 種 の 材 料 に 適 用 で き ま す 。

セ ル コ ー ト A に 配 合 し た 特 殊 な 令 成 樹 脂 は 、

非 常 に す ぐ れ た イ 寸 荊 力 を も っ て い ま す か ら 、

コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 布 官 プ ラ ス タ ー 、

ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト 、 木材 、 合

板 、 耐 火 ボ ー ド な ど 、 各 開 の 材 質 に 塗 装ーで き

ま す。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従来、 外 装 仕 上 げ と し て は 、 V ‘ き 落 と し H や

勺先 い 出 し か な ど の 施 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら の 方 法 は 仕 上 げ に 長 時 間 か か る 欠 点 が あ

り ま し た 。 セ ル コ ー ト A は 調 合 材 料 な の で 、

現 場 で す ぐ に 使 用 で き 、 そ の う え 吹 付ーけ 塗 装

で す か ら 、 施 工 時 聞 が 短 か く て す み ま す。 さ

ら に 、 付 培 性 の よ い 材 料 の 11火付ーけ で す か ら 、

いかき 落 としかや水 洗 い 出 しH に く ら べ て 、 材料

が 少 量 で す み ま す。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 地こに し た 仕」二りは、 天 然 石 材 、

タ イ ル な ど を使 用 し た 壁 聞 に く ら べ て 、 ま さ

る と も 劣 ら な い 、 立体 感 の あ る 効 呆 が得 ら れ、

各 方 面 で 大 好 評 を い た だ い て い ま す 。

壁材の〈光和建材〉が

化学製品の卜ップメーカー

ヲ有t ?JII との

技術提携のもとに

研究開発した

天然砕石吹付材料

商 品 の 容 量 と 塗 り 面 積 は ・・・

・ 容 量. . . 1 缶 18 .t 石 油 缶 入 り

・ 塗 り 面積 . .. 1 析 で10 m そ 約 3 坪 ) の [1欠 付 け が

てゆきます。 塗 り 面 柏 は 、 配 合 さ れ た 砕 石 に

よ り 多 少 の差 は あ り ま す が 、 2 回 11欠付ーけてい

3 . 3m
2

( 約 1 坪 ) に 約 10 kg ｾ、ります 。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社

〈光 和 建 材〉が お す す め す る ・・・

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕石コテ塗用格f脂 ••• ' I !I Lコ-..K

樹 脂 壁 ・・・・. . .. .. .... ' I ! I Lウォ- I L

防水工事用樹脂 ・ b l Lポーヌイ

モルタル打ちつぎ用樹脂 t! I L智司......

樹脂吹付塗装材 … ・ー… ' I ! I 且・J gコ

〈ヲイI ! ' ) II } との技術提携品
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投前をお待ちしております。

ｾ 火災 による 事 故 防 止 対策 の 強 化

について(2)

(5)  内装材料

火災発生時K 急激な延焼および多訟の発煙な

どを防止するために ，乙れ らの使用が建築基準

法上強制されない場合にあって も極力不燃材料

または準不燃材料を使用する乙と 。

特 lζ ，同法別表第一例欄(ニ)項に掲げる旅館な

どの用途に供する建築物のう ち，内装制限が課

されていない耐火建築物の ものについても不燃

材料 または準不燃材料の使用に努める ζ と。

(6) そ の 他

(イ) 煙に対する配慮

次にイ ~ニに掲げる煙に対する措置を実

情に応じて有効適切に講ずる ζ と。

イ 階段，廊下なと‘ への排煙設備の設置。

ロ 階段室への加圧設備の設置。

ハ廊下などの避難経路における 垂れ壁設

置などの防煙措置。

ニ 火災時における換気設備または空気調

和設備 Iζ 対する措置

(ロ) 避難経路の表示

火災時 lζ ，使用者の円滑な避難を図るた

め，避難案内用の平面図，標識なとを適切

に設ける乙と。

付 界 壁 な ど の適切な設置

火災の急激な拡大を防止するために ，共

同住宅などの各戸の界壁並び K 学校の各教

室，病院および診療所の各病室，ホテノレ，

旅館，下宿 および寄宿舎の各宿泊室，-=< ーケ

ッ トの各区固などの間仕切墜を耐火構造ま

たは防火構造とする乙とを励行する乙と 。

(ニ) 配管用のシャフ 卜， ピット などの設置

各種の配管が壁および床を1立通する部分

K ，施工上空隙が生じやすく ，また ，可燃

性の管材が使用される場合もあり ，極力，

防火的 lζ 区画されたシャフトまたはピット

内に配管するなどの措置に努める乙と。

(ホ) 建築主に対する維持管理上の留主主事項

!i 2  施 工 に 関 す る 事 項

1. 原 則

(1) 設計の趣旨を十分杷怪し ，関係、法令，設

計図書，適正な工法K . ; ! まずく各工事を施工する

乙と。

(2) 各工程 lζ 従事する技能者が，それぞれ他 与えない乙との

の工程K 属する工事を改変し ，または破壊する

乙とのないよう ，十分監督する乙と。( 配管工

事による防火区画の空隙放置など)

2.  重点事項

( 1) 防火区画などの空隙の充漢

配管設f J l1i ，防火戸の取付などのため，防火区

画，界壁，間仕切壁，床などに生じた開口部分

空隙などは ，それらの工事が完了 した後に，完

全にセメントモノレタノレなどで充填する乙と。

特，c ，配管の熱絶縁材料なとは乙れらの壁ま

たは床の貫通部分 K 施工せず，セメン 卜モノレタ

ノレなとによる充tJ ' . ( 措置を励行する ζ と。

(2)  防火被覆の完全な施工とその保全

鉄骨造の耐火構造部分の防火被覆に ついて

は，必要とされる厚さを確保するとともに ， ζ

の工事の施工後に行われる他の工事の都合によ

り破壊する乙とを極力避けるとともに ，止むを

得ない破壊郎分については ，完全な修復を行な

うζ と。

(3)  適正な内装材料の使用の確保

工法上の難易，材料の入手性，価格などの施

工上の条件により内装材料の種類をみだりに変

更 し，内装不燃化を妨げる乙とのないよう厳重

に配慮すること。

特 lζ ，使用開始後の改策，模様替などの内装

工事については ，建築士の設計 lζ よらないもの

もあるので，その内装仕上げが適法か否かを十

分検討のうえ ，施工すること 。

(4)  その他

!i 3  維 持管 理 に関 す る 事 項

1. 原 則

その建築物 lζ 課されている建築法令上の制

限，特に避難施設，内装制限，防火区画等につ

いて熟知のうえ，日 常の適切な管理を図るのみ

ならず，改築，絞機替，修繕その他いわゆる改

装等 lζ 際して違法事実の生じないように厳重に

配慮するこ と。

2.  重点事項

(1)  適切な内装材料の使用

内装の仕上を変更する際には ，法令上の制限

がない場合においても ，極力不燃材料または準

不燃材料を使用する等内装の不燃化を図る乙

と。

(2)  防火区画の保全

防火区画，界壁または間仕切壁の天井裏等見

えない部分に配管または配線のため開口を設け

た場合は，2E隙をセメントモノレタノレ等で‘ 完全に

充填する乙と。

(3)  防火戸の機能確保

避難階段，防火区画等K 設ける防火戸は常時

(4)  避難経路の空間の確保

避難階段，廊下などの避難経路に物品などを

放置するなど，避難行動を阻害 しな い乙と。

(5)  避難方法の確立と，その徹底

とくに ，不特定の者の使用する建築物にあっ

ては ， 避難案内用の平面図， 標識なとを整備

し，混乱の防止を図る乙と 。

(6)  火気使用場所の保安

(7) その他

ｾ 法令相談

問 1 建築基準法施行令第 123 条に定める次の

語句の解釈について

1. 随時開けることができる

2.  自動閉鎖

1 の "随時開ける ζ とができる " とは平常時

は予告;，c閉鎖する必要があるのか。実際には階段

室の入口をシ ャッターで施工 され開け放 しのも

のが，乙れでよいのか。

2 の " 自動閉鎖" と は，火災i時ヒューズメタ

ノレにより自動的に閉鎖させるものを指すのか，

または避難の際扉が開け放しになるのを防ぐた

めの ドアーチ ェックなとをいう のか。

( 質 問 者 京 都 府 減 脇 町 蘇 本 茂 次 〉

答 施行令j ; j ' } 123 条は，避難階段および特別避

難階段の構造を規定したものですが，火災時に

階段の内部が火災および煙から保護された空間

を桃成する乙とを目的としています。

と乙ろで乙指摘の語句は条文では "随時聞け

る乙とができる自動閉鎖の( 戸) " となってい

ます。すなわち ，

l  少なくとも火災時には閉鎖の状態にあるも

ので，避難ができるように扉がなければならな

い乙と。

2  その扉は避難l時開け放しにならないように

自動閉鎖装置( ドアーチェ y タなど) を有する

ものとする乙と。

シャッタ ーを使用した場合は ，平常H寺は開放

怠れていても火災時には閉鎖するもの( ヒュ ー

ズ付ーなど) とする必要があります。また ，避 難

用のｾを別にとるか ， ネ ｉｕ 扉イサシャッターＨヒュ

ーズ付) とし布11扉にくぐり戸を設ける乙とが必

要で，乙の扉を随時聞ける乙とのできる自動閉

鎖装置( ドアーチ ェッ クなと) 付としなければ

なりません。

なお ，本欄 5 月号から述11武しました通達にも

あるように ，階段室への出入口K . シャッターを

使用する乙とは ，火災H寺の閉鎖が完全に行なわ

れにくい乙となと ，実状か らみて避難階段およ

び4寺別避難階段の機能に適合しないので，極力

避けるとともに ，止む を得ず伎用する J必合は ，

機能 lζ 適合にするよう十分に配慮 してくださ

円滑に作動するよう点倹を怠らない乙と。また い。

防火戸の近傍に物品等を置く等作動上の障害を ( 大阪市建築局審査課平塚何朗)
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投稿をおまちしております。掲粧の

分には規定の稿料を差上げます。

ロ コンクリートの混和から流込

みまでーーー スチールコンペヤ

によるコンクリート製品生産

の合理化 口

過去数年の間 K スエ ーデンの建築土木業界で

は， スチ ーJ レベルトコンベヤに非常に興味を持

ち始めている。特に土木建築用のコンクリ ー ト

製品を製造する工場では， スチーノレベルトコン

ペヤが重要な役割を演じている 。スエ ーデンの

ゴッセンノぐー

グ市を流れる

ヨータ河の河

底を横切るト

ンネノレを潜函

工法で作った

とき ，巨大な

函の底 lζ 均 -

lζ コンクリ ー

トを流し込む

ためにスク レ

ーノマーを備え

写真一1 た移動式スチ

ーJ レベルトコンベヤが使用された( 写真一 1参

照) 。ベ j レト巾は6∞ m m，コンベヤの長さは33. 5

mで， 1  時聞に30nf の コンクリ ー トを遂ぶ。

イ也の移動式スチ ーノレベルトコンベヤの例とし

ては ，1966年末 lζ ゴッセンパーグの建築会社で

工場の床を打つのに使用されたもので， コンベ

ヤは横にも ，縦にも移動できる。機長は2 5 m，ベ

J レト巾は800m mで、ベソレトスピード‘は4 0 m/ mi n

毎 時20nf の運搬容量 を持っている 。

コンクリ ー トの混合ステ ー ションか らプ レハ

プ材料の製造工場を結ぶ，スチ ーノレベルトコン

ペヤは， ゴッセ ンパー グ市の郊外の会社で使用

されている 。 コンベヤ機長は 140m ( 将来180 m

までに延長され る予定) 。ベル トは8∞ m m巾，

スピ ー ドは毎分6 0 mで毎時45nf の微粒 コンクリ

ートと 72nf の組粒コンク リー トを運ぶ。 工場内

では コンベヤ は壁に沿って走り ， 7 台の空気作

動スクレ ーパ ーで= コンク リー トを中間ビンに落

す。乙のコンベヤの屋外K 据えられた部分は直

射日光を避けるようにプラスチッ クフ ー ドでお

おわれている。

コンク リー ト混合ステ ーションから型に流し

込むま での全ラインにスチ ーノレベルトを使用し

た例を写真一 2 に示す。 乙乙ではメインスチ ー

J レベルトコンベヤ で運ばれたモ J レタ J レを， ζ れ

と直角』ζ 走る 2 台の短い移動式スチーノレベルト

コンベヤにスクレ ーパーで移す。 2 台中の 1台

のスチ ーノレベルトコンベヤ は壁材の流込に用い

られ，他の 1 台は横梁材の流込を受持つ。 コン

ペヤは両端にある駆動装置により移動し ，! 駆動

装置のついた移動式ワンサイドスクレ ーパ ーが

コンベヤに沿って動きコンクリ ート を順次型に

写真一3

製造能力は建物の前面化粧材の需要の変化に合

_ J> 

せて調節される。 2 系列のコンクリ ート 混合装

，-， 置の llilJ 御盤は船橋のよう IC見透しのきくガラス

t一 司 ，〆エ 張の部屋 iζ 並んで設置され，金工程を監視でき

_...... - -"' _  ¥1. .. ＢｬＭｾＭＧ［ ｾ＠

r "  --- ，ｾＮ＼Ｍ 党ミ［会 ｰ ｊ ふ るよう同っている。制御装置は通常 l 人 の 女

Ｚ［Ｏｾ＠ 之 I  j  ｾ＠ ニI院 を 子により操作され， 乙の女子操作員は ，乙の他

人吹分ｾ ，Ｎｾｾ＠ .，;:8110; 三ぷ

」 メ グ / ;  ぺペ? - [ i 民主 』ζ 生産記録をも担当する。

協 彩/ ｾ、ｾ，，ｾラプミミＺ 竺 併で＿よ 白色コンクリ ートを工場内の方々の鋳込場 lζ

:;('/r ｾＭー｜司、Ｚ 雫ぷ苧
/ ハ ー 運搬するのは， 牽引車に よるいわゆる間駄運転

写真 2  

を用いているが， 通常のコンクリート運搬に

流し込む。スクレ ーパ ーの移動は押釦による遠

は，ベノレ卜巾 1， α)() m mのトノレ ー トラックスチ

隔操作，または決められた 2 点、間を連続的に往

- J レベルトコンベヤが用いられている。

復する自動運転の 2 通りがある。

機長は3 9 m，ベノレトスピ ー ドは毎分50mで l

次K ，つい最近操業を開始したスエ ーデンの

時間 IC 100nf のコンクリートを運搬する。スチ

近代的なプレハブ材料工場で，スチーノレベルト

ーノレベルト上には 2 カ所で積荷され 4 つの遠

コンベヤ を利用して成功している例をお知らせ

隔操作スクレーパーでレーノレ上を走るコンク リ

する( 写真一 3 ) 。乙の工場では ，他のヨーロ

一卜 流込機にモノレタノレを供給する。

ッパの国々で得た経験を基にして，高度に機械

乙の工場の支配人の意見によると ， 乙のよう

化 された設備を備えている 。能力は最高 1年間

に大きな工場では ，モ ノレタノレの運搬は流し込み

で，約 2. 0∞ 軒の建物K 必要な材料を生産出来

のラインと ，連続工程の終りでできあがった材

工場の広さは 5. 7∞d で 2 系例のコンクリート

料を台か ら返して取り出 しクレ ー ンで吊上げ運

材料の連続生産ラインを持ち ， 乙れに加えてプ

搬するラインとをうまく同調させ，各ラインの

レストレス梁入の床材も生産 している 。

遊び i時閣をなくす乙とが重要である。そのため

主として壁材を製造するが， 乙の{ 也梁材や他

lζ はスチーノレベルトコンベヤを使用しなければ

の特殊な材料も製造している 。 コンクリ ー ト混

いけないという ζ とであ る。

合ステ ー ションには， 白色セメントと普通のセ

(S ANDVIK  FAR  E AS T  L TD  AB  J A P A N 

メン 卜の 2 つの製造部門があり ， 白色セメント BRANCH 提供)

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その18) ( 明治 11年 8 月22日- 25日) 口

明 治

11年 8 月22 日 京都本願寺。伏見の別荘へ谷欽臣等の儒者を招いて酒宴を聞き ，圏中 lζ 十二勝を選

定す。

U ん ほ か貯 " ね

// 23 日 北陸筋の門徒( 真宗信者) を無料で，近江の塩津飯の浦より大津ま で搬ぶl肌走船 を

/ /  11 / 1 

琵琶湖に設けると とにす。その為の鑑札を l 枚50銭で売出 したと乙ろ，たちまち 5

万枚もの鑑札を売切ってしまった。帆走船は本願寺丸と名附け ，既 lζ 殆ん ど落成。

ふ' . おろし

「船卸J を待つばかりだが， 乙の新造費は l 万円足 らず。残金を銀行へ預けておけ

は‘ ，その利子と ，商人の荷物の運賃だけで. 7 ] < 夫の給料等の維持費は一切賄える計

算だったという。

夜 111待25分より東京竹橋内近衛砲兵が下士宮を先頭 IC ，西南戦争の賞与への不満と

労働過重への不まナら叛乱を起した。砲兵は内掘の対岸大| 寝参議( 大蔵卿) 邸に空

砲を射ちかけ，飼葉小屋 lζ 放火した。近衛歩兵は竹橋外から応戦し ，東京鋲台兵は

外拐の縫子橋より大限邸前まで，畳を立並べて楯として銃撃した 。砲兵司令官宇都

宮少佐は重傷。鎮台の深沢大尉他将校 l 人が戦死した。

11 11 24 日 竹橋の叛乱砲兵は皇居方面 lζ 逃走して武器を捨て， 午前 3 時過暴動は全く鎮圧し

ノノ ノ/ ノノ

た。叛乱兵の下士宮 l 人は銃で自殺。又大限邸 K 大砲を射ちかけたのは軍曹だっ

た。此の騒ぎで電信局は此の日より 2 日間，園内私報通信を一切禁止した。

じよさょっじよ

東京本所学校，女教所を建増し ，開業式。正面』ζ 裁縫所があり ，旧尾州 侯徳川慶 勝

筆の額を掲げた。 此の為の寄附金は 150円で，慶勝の令嬢 2 人の各35円を含む。

/ /  11 11 京郎伏見の大花火興行中止3 原因 ;まコ レラの発生っ

1/  25日 東京湯島龍岡町( 今の本郷東京大学東隣) の旧榊原藩邸 l 万坪余の地価値上りを報

らせる記事あり。それによると此の地は，明治 3 年頃桐野利秋が入札で落札した時

の値段が480円。その後華族牧野家が3. 8∞円で買い ，つい最近大限参議が買った時

には 1万8. ( 削円K な っ て い た と し づ 。 ( 東京都北区神谷2-22-13 須藤欣ニ)
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• 

建 築 と 社

ユ -

ニュース原摘をお送 りください。

. 6.  

ココE

ス

千里中央地区センターの 計画

千里中央地区センターは，千里 ニュータウン

のほぼ中央，西よりにあり，御堂筋線と中央環

状線のまじわる要点を占め，地下鉄 1号線 と北

大阪急行の相互乗入による鉄軌道を導入し ， 乙

の地下鉄駅を中心と して，センターヒ‘ j レ，百貨

庖 ，スーパーマー ケット ，娯楽施設，パスタ ー

ミナ ノレなどを万国博開催までに建設する。博覧

会終了後は ヒソレ街 ，ホテノレ，駐車場 ビ、j レなども

つづいて建設され，北大阪の副都心を出現させ

• 谷町市街地改造ビル今秋着工

機械工具のまちとして全国的に有名な大阪の

谷 町 6 丁目周辺も ，明治l時代そのままの道路幅

が災いして，問屋持霊能は低落の一途をたどって

し、る。

御堂筋や堺筋が， はやくから拡幅されたた

め，都市のなかで駆要な地位を獲得したのにた

いし ，谷町筋( 都市計画街路 ・長柄堺線) は ，

あらゆる意味でたちおくれを示し ， その早期貫

通がのぞまれていた。

しかし ， 乙の区域は ，谷町筋に面する表ー列

の機械工具商と ，その裏側の行 きとまり露路lζ

接する過密専用住宅( 長屋) で構成されており ，

ふるき大阪の典型的街区形態を残しているだけ

に，単純な軒切り買収方式で街路を拡幅したの

る計画である 。m!j'!l j建

設では ，センターヒソレ

と繭庖街は大阪府が白

から行ない ，全体の建

設プログラムのペース

メーカーとなる。乙れ

によって，乙の地区の

街としての骨絡を形づ

くりながら民間企業に

よる建物で肉づけさせ

てゆくわけである。最

初に建設に着手された

センターヒソレの概要は

次の通り。

延床面積

階 建

構

内

設

造

，.，....ヲ

廿

計ー

6.978 rrf 

地 下 l 階，

地上 4 階

欽筋コンク

リート造

一部鉄骨鉄

筋コンクリ

ート併用

市役所出張

所 ・銀行 ・

結婚式場 ・レストラン ・会議室 ・展

示コ ーナー ・居者n. 貸事務室 ・その

他

4員辞手、合計画事務所

では ，ちょうと問屋街だけをそぎ取る ζ ととな

り，問屋街を離散させるおそれがあった。

そ乙で111:3和38年 12月 ，市街地改造法により都

市計画街路を拡幅すると同時に背後地の整備を

行なう乙とが計画決定された。以後，地元と大

阪市との交捗の積重ねの結果，現在，計画区間

の約 7 割が拡隠されている。

今秋 9 月着工される施設建築物は ，谷町地区

市街地改造事業が収束段階へ進行した乙との象

徴ともいえるもので，鉄骨鉄筋コンクリ ー卜 造

地上 Ｙ 階建て ・ ＴＱｾｲ ・ 延べ ＳＷＮＰ ∞ ｲｲｦ 。地下は駐

車場，地上 1 - 3 階は庖舗等. 4 - 9 階は共同

住宅 ( I D K - 4 L K) となる。

なお ，建築工事は来年 11月竣工の予定で，地

元権利者を優先的に収容したのち ， 残りの床

は，一般に公募分譲されるもようである。

圃

〆

. . . ・園周伺咽・曾包・区、: ! : ，. I I P ' -

， "・9

日本建築綜合試験所紹介

( その 3)  

大型犠造物試験関係

本試験所には ，大型構造物試験用として . j世

荷床，曲 げ試験台，ス トロング ・フレームと呼ば

れる三つの載荷設備があります。

戦 術 床

建物 lζ 組込まれた鉄筋 コンクリート製の巨大

な床で ，全丈は 1m. 床面積は 8 m X  16mで，

許容的げ耐力は rl1 1mあたり 22. 3t . mでありま

す。 i依荷床と1 l ! ! l . 荷用フレームおよびジ ャッキを

組合せて，梁 ，床版など構造部材の実大試験，模

型試験ができます。さらに ，ス卜ロング ・フレ

ーム 背後の皇室やスラブを反力受けに使用 して ，

本故荷床に取付けた三次元的な拡がりを有する

いわゆるスペースフレームに横押しを加える乙

とができるという特ー色があります。

曲げ試験台

本試験所の曲げ試験台は ，プレストレス ト・

コンクリート製で，全長20m. 全文 2 mの大規

模なもので，許容曲げモ ーメントは 1. ∞ Ot ・m

であります。本試験所の有するジ ャッキ類( 最

大能力 ゆOt. 60t. 30t .  10t) と組合せて，前

述の I依荷床よりさらに超大な構造部材の実大試

験が可能であります。また ，塔状体を曲げ試験

台にプレストレスによって圧着できるようにな

っておりますので，乙れを利用すれば，梁だけで

なくアーチ ，ラーメン， 鉄塔，吊屋根ケ ーフソレ，

長もの引張材などの試験が可能であります。

ス 卜ロ ング ・フレ ーム

建物lζ 組込まれた鉄骨鉄筋 コ ンクリー ト製の

| 刻形門型フレームで，フレームの寸法は 4 mX

6 m. 許容曲げ耐力は梁50t . m. 柱40t . mであ

ります。本ス卜ロング ・フレ ー ムによって， ラ

ーメン，耐震壁，組積造壁， ラーメン節点等の

垂直，水平i俄荷試験や，スラプの曲げ試験およ

び白地別断試験を行なう乙とができます。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ111' 7; {

軽

断

量 (比重 0.5コンク リー卜 I i の重量)

熱 ( コンクリー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポレックスは工場、住宅から超高層ビ、/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物
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ガデ リウス商会 ・神戸

設計 ( 株) 大阪建築事務所

施 工 清水建設株式会社

使用場所 タ阻ま

唖更き亘P

; 5- ポレ1I/'7"'X販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 (4 43 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支J吉 名 古 屋 市 中 村区 広小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



口 写 真 と 概 要 を ど し ど し お 送 。) <  I! さ" .

凡例 a. rfrイ'EJ也 b  建築而術 c  抵而Wi d  村'1; 立胤悦 e. T.  J自l

jlllli;;;i JJli;; ;;し

334. 浅 里子 邸 I 335.  大 野 屋 旅 館 新 館 I 336. 松 村 石 油 K K 本 社 ビ ル

設 計 施 工 大成建設株式会社

a  京 都 市北区小i J . J 1:  内河原町

b.  285 .63 m'  

c .  643 .35 m'  

d .  R C.  1" 3  

e.  II[{ 初42
1
1' 1 月- 1I ! H1J43  11'  2  Jl 

設 計 地 工 ・

大日本土木( 株) 大阪支庖

a  大 阪 市 rtj IJZ ! l ! 谷間之田l

b .  279 .05  m'  

c.  1. 947 . 17 m'  

d .  S R C ， 8 2 ， 1" 5  

e.  1昭和42
1
1' 3  H - 昭和42年 10月

構造パイプ・U ，IIIj 而I道路けI により

1-.1;告のセ y トパ， 7

設 計 : K K設 計事務所ゲンプラン

施 工 ー 戸 国 建 設 K K  

a 北 区 絹 笠 町

b .  213 m'  

893 m'  

d .  R C ， 8 1 ， 1" 5 ， P 1  

e  昭和41年 11 月~昭和42年 9 月
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337.  京 都 工 芸 繊 維 大 学 附 属 図 書 館
338 兵 庫 県 保 健 衛 生 セ ン タ ー

股百十 文 部 省 管 理 局 鞍 育 施股 部

大 阪 工 事 事 務所

施 工 大 日 本 土 木 ( 輔 } 大 阪 支I吉

a .  Jji; t: 隠Iri ん司，;(13(

ｊｩＨｴｭ ＭＭＭｲＺｾｾ幽斜Ａ大ヤ榊内

760 . 4 rn

2  

c .  2. 500. 52m
2  

d .  R C.  17 3  

1I{{手1142勾三 9 n - IIll 布143 1"Y. 3 JJ 

設立 1 慌 時 兵 庫 県 建 築 師 営 縄 限

車 2 係

地 に 山 田 、 販 問 、 情 麿

瞳 Il!: 協 同企 醜 体

Ｇ ｾｉＧ 戸市 民 ρ ｉＡｉ＾ＧＺ淀川町 Ｒｔ ｲｉ

487 .07  m
2  

4. 075. 05 m
2  

B I .  17 7 .  P 2  

( 17 3 まて・ S R  C .  1-. 1lI1  R  C )  

e  日目利142年 4 n  - 11" 手U43' f- 3  n  

339 日 本 生 命 神 戸 駅 前 ビ ル

設 計 ・施工・ 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

a  神戸r!，生旺l区中町通

2 丁目 16の l

1，001. 70 m'  

14 .483 .99 m'  

S R C ， 8 2 ， 1" 12， P 4  

e .  1昭和41年 9 月一II {'，和43
1
1' 5 月

340. 神 戸 学 院 大 学 第 2 期 I 341 朝日生命保険相互会社大正橋営業所 I 342. 兵 庫 県 葺 合 警 察 署

設計一地工: 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

a  神戸市長水区伊 川谷イf 謝1

立 111*534

1，590 .0  m'  

3. 034 .3  m'  

S R C ， 1" 2  

e .  lI {jflI4 11F. ! OJ I-II{j .f1l 431p! OJ l  

設 計 総 エ ー 大 日 本 土 木 ( 株 ) 大 阪 支 底

a  大阪市大正区大正泊り 8 r  1145 ・46 ・47

b  本館 '1>務 所 136. 794m' 社 宅43. 290m'

413. 288m'  73 .260m'  

d.  R  C  3 階建 11m俗 説 付 木 造 2 階主I l

e.  II{{ 千1142.11'- 8 J I - I I {H1J 4311' 2  Jl 

設計 ・監理，. 兵庫県建築部営繕際

施工。 株 式 会 社 山 田 工 務 唐

a  神 戸 市 持 合 区 吾 妥 i凪

b  .  753 .68 m'  

c.  2，790 .88 m'  

d.  R C ， 1" 5 ，及び R C ， 1" 2  

e.  1Ii'l.f日41年 9 Jl - I 昭和43年 3 月
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クラスメート

38 ( 旧関西商工学校・明治40年~昭和 2 年卒〕

左 よ り ( 敬物、略)

近 藤 鉄 治 ( K K 大林組工務監科)

糸 井 直 太 郎 ( 内外挫材 K K代表取締役)

片 山 信 一 ( 片山工務J1' ; 社長 )

白 石 登喜 男 ( K K藤木工務Jjlf 常任脳1111)

永 田 鼎 三 ( 大阪電気暖房 K K判IJ 創立)

井 上 福 蔵 ( K K 井上級社長 )

鈴 木 末 尾 ( K K 鴻池組問: l J 鳳瓦j町工' I>K K 取締役社長 )

石 川 寛 三 ( 石川建 築1>務所々民 )

大 森 一 太 郎 (梅花学悶悶Illlll l'i'It;t;忠良)

宿田万 亀雄 Ｈ 大阪工業技術ｊＮ Ｑ ￯Ｍ ｉｕｊＢ ＧｉＺ校単 Ｇ ｊ ｈ ｾＩ

小 田 健 治 郎 ( 小間建築事務所々民 )

大阪中之島公園に τ ( 昭和431
芋5 月22日)

旧 関 西 商 工"'i 校 は 明 治35"手10月 に 大 阪 /(.f 鷺 洲 村 大 字 大 仁 に 創

立 ( 現 在 的 級 品 区 ) せ ら れ 、 工 業 科 で は 、 土 木 、 独 築 、 1t I気、

機 械 、 泣 船 、 紡 縦 と い っ た 多 彩 な 科 目 を も っ 特 長 の あ る 私 学 で

あ っ た 。 日本建築協会々只中にも ｬｈ 身校 Ｚｲ ， をｼ則 ｰｱｾ Ｇｩｪ 工卒として

い る の は30*" を 超 え 、 本 校 卒 業 後 更 に 他 校 に 学 ん だの で枇 終 卒

業 校 :r，を 記 し て い る の も 加 え る と 、 更 に 多 数 と な る が 、 今 回 は

速絡何者11合 で 残 念 な が ら 、 夜 阪 有 志向 大 先 蛾 に 繰 っ てmいた 。

な お 、 母 校 は 昭 和23"1三にこ れ も 大 阪 での fl : '{: の *，， 1"1とむいえ

る旧大t r f l MI' - i と今併し、現在は関西大11学 l却 と 改 称 、 大 阪 府 茨

木 市 に 在 る 。 ついでながら、当日集ま っ たクラスメートで、十勝

沖 地 袋 に 対 す る 液 般 金 を 搬 出 し あ っ て 、 朝 日 新 聞 社 に 得 託 し た

ことを付け力日えておきた" .

福 田 明治 ＴＰ 年ｾ工科卒 。 大阪工業技術専門学校の理不長として多数の実務的技術者を世

の 中 に 送 り 出 す と と も に 、 母 校 ・関 西 大 合 学 医lの 理 事 と し て い ま も 力 を 尽 し て い る 。 明 治

23年 生 れ で な お か く し ゃ く た る も の が あ る 。

永 田 明治 ＴＲ 年電工科卒 。 戦前、ｾ引去を通じて大阪電気 ｬ 暖房株式会社で屯気設備工事部門

を 担 当 し 、 現 在 は 会 社 の 相 談 役 で あ る 。

石 川 明 治4 4年 建 築 科 卒 業 と 同 H寺に、住友令資会社に入社、 I昭和 7 年 に 建 築主!工 務 所 を 自 営

し 、 現 在 で は 松 下 屯 産 ほ か 数 社 の 建 築 顧 問 と し て 活 路 し て い る 。 今 回 の ク ラ ス メ ー ト の 会

出 席 者 中 、 明 治21年生れの最・年長者である 。 日本建築協会: 1，誉 正 会 貝 の ひ と り 。

井 上 明 治45年 に 建 築 科 を 卒 業 、 現 在 井 上 組 社 長 と し て 第一 線 に か く し ゃ く た る 活 問 を し

ている 。 反 商 戦 前 よ り 母 校 の 理 事 と し て 、 そ の 運 営 に 参 画 し 、 特 に 昭 和23年 大 合 商 業 と の

合 併 お よ び そ れ に と も な う 校 舎 の 移 転 と 施 設 の 務 備 等 に 功 労 あ り 、 今 も 学 園 疋11')0; : 長のi Uf l

を に な っ て い る 。 日 本 建 築 協 会 名 誉 正 会 只 の ひ と り 。

鈴 木 大 正 2 年 建 築 科 卒 業。 144池 組 に 入 社 自 来 、 会 社 の 大 番 頭 と し て 、 名 実 と も に 関 西 の

建 設 業 界 に 重 き を な し た 功 級 は 大 き い 。 日 本 建 築 協 会 名 誉 正 会 員 の ひ と り 。

大 森 大 正 2 年 卒 業 後 、 橋 本 組 に 入 社 し 、 木 村 克一 氏 の 独 立 に 従っ て 木村 組 創 設 に 参 加。

木 村 氏 の 急 逝 に よ る 同 社 解 散 に と も な う 残 務 処 理1を行な っ て 、戦 後 に 梅 花 学 聞 けnt 課 長 と

なる 。 も と も と 牧 師 を宏、ざして成らず、キ リス ト 教 建 築 に キ リ ス ト 字 ? と し て の 奉 仕 を 念 じ

て 梅 花 学 園 に 入 る 。

白 石 大 正 4 年 建 築 科 卒 業。 最 初 は 電 気 志 望 で あ っ た が 、 た ま た ま 鈴 木 の 優 れ た 図 而 を 見

て 建 築 科 を 志 し た と い う 。 卒 業 と 同 時 に 片 岡安 建 築 事 務 所 に 入 所 、 昭 年 2 年 に 片 岡 博 士 の

推 薦 で三 和 銀 行 の 前 身三 十 四 銀 行 に 入 社 、 そ れ 以 米三 和 銀 行 、 東 洋 不 動 産 と 戦 前 、 戦 後 に お

け る 日 本 の 銀 行 建 築 に 大 き な 業 績 を あ げ た。 現 在 は 株 式 会 社 藤 木 工 務 腕 の 顧 問 を し て い る 。

片 山 郷 里 に お い て 大 工 業 に 従 事 し て い た が 、 思 う と こ ろ あ っ て 上 阪 し 、 関 西 商 工 学 校 に

入 学 大 正15年 に 建 築 科 を 卒 業。 独 立 し て 片 山工 務 屈 を 創 設 し 今 日 に い た る 。

近 藤 大 正12年 に 上 阪 し 、大 正15年 片 山 と同期 の 卒 業。 そ の 後 、 大 林 組 に 入 社 、 昭 和 3 年

以 後 は 同 社 住 宅 部 に 勤 務 し 住 宅 部 長 と な っ た が 、 現 在 は 工 務 院 替 と し て 活 制 し て い る 。

小 田 大 正13年 建 築 科 卒。 昭 和 8 年 よ り 建 築 事 務 所 を 自 営 し 、 大 阪 設 計 協 会 民Ij 会 長 な ど を

歴 任。

糸 井 昭 和 2 年 建 築 科 卒。 学校 卒 業 以 来 、 終 始- 1' t 関西における建材メ ー カー と し て 頑張

り 、 堅 実 な 経 営 で 今 日 を 築 い た 。

伊 藤 糸 井 と 同年 の 卒 業。 明 治45年 生 れ で 今 回 出 席 の 最 年 少 者 で 、 こ の 会 の と り ま と め 役

を つ と め た が 所 要 あ っ て 記 念 嫌 彩 に 洩 れ た 。 今 年 2 月 一 3 月 ヨ ー ロ ソ パ へ 建 材 の 視 察 に 出

か け た 。 な お 建 築 協 会 で は 多 年 委 員 の ひ と り。 ( 昭 2 卒 ・伊 藤 幸一 記 )
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麻 と 小 馬 と 青 い 空

東 北 本 線 の 汽 車 の 窓 か ら 見 る 景 色 は 忘 れ ら れ な い 。 そ の 1 つ は 、 麻 の 葉 が 風 に そ よ ぎ 、 日 光 を う け て

キ ラ キ ラ と え が き 出 す 絵 模 様 の 美 し き で あ っ た 。 も う 1 つ は 子 馬 が 母 馬 の お 尻 に く っ つ く よ う に し て

野 づ ら を 走 っ て 行 く 牧 歌 的 風 長 で あ っ た 。 も う す で に 何 十 年 か 昔 の 印 象 で あ る が 、 今 も 心 に 残 さ れ て

い た の で あ る 。

さ き ご ろ 何 年 か 振 り に 東 北 本 線 を 通 っ て 昔 の 印 象 を 思 い 浮 か べ た が 、 季 節 の せ い か 、 世 の 中 の 移 り 変

り か 、 そ う い っ た も の は 見 ら れ な か っ た 。

しかし、その日は好天気のために、 山 々は淡い群青に浮 ｊｾ［ され、空は底ぬけに明るく 一 点の ｩ Ａｩ ￼ りもな

い。 昔 は 左 程 に も 感 じ な か っ た の か も し れ な い が 、 今 日 で は 無 精 に 心 ひ か れ る 。 こ の 空 を 東 京 や 大 阪

に も っ て こ ら れ な い も の か と 飽 く こ と な く 眺 め 入 る の で あ っ た 。 東 北 に は ま だ 大 き な 自 然 が 銭 っ て い

る。 ( 68 ・ 5 ・22) ( A )  

住 宅 生 産 に お け る 画 一 化 と 多 様 化

ス イ ス で ふ た つ の 結 婚 式 に ゆ き 会 っ た 。 両 方 と も 民 族 衣 裳 を 着 た 女 人 数 人 の 親 類 縁 者 が お り 、 彼 女 ら

全音li が 如 何 に も 誇 ら し や か な 1様 子 で あ っ た 。 研 究室 の 資料 に よ る と 、 わ が 国 に お い て も 10年 前 と 現 在

で は 、 同 年 配 、 同 階 層 の 婦 人 の 外 出 若 で 和 服 着 用 率 が 増加 し ている 。 こ の よ う な 現 象 は 食 生 活 に お い

て も み ら れ る こ と で 、 生 活 水 準 の 向 上 が 生 活 様 式 の 多 様 化 に 結 び つ い て い る こ と を 示 し て い る 。 一方、

衣 生 活 に お け る 既 製 服 化 、 食 生 活 に お け る 半 製 品 化 、 イ ン ス タ ン ト 化 は 生 活 様 式 の 画一 化 の 方 向 を と

っ て お り 、 多 様 化 と 画一 化 の 相 克 の 中 で の 調 和 が 、 今 後 の 生 活 様 式 を 決 定 し て ゆ く で あ ろ う 。 す で に

公 共 的 集 合 住 宅 、 い わ ゆ る プ レ ハ ブ 住 宅 で は 、 住 宅 の 画一 化 が 相 当 深 〈 行 な わ れ て き て い る 。 これは

住 宅 建 設 の 工 業化 に そ っ た 正 当 な 方 向 で あ る が 、 こ の 活 力 あ る 国 民 の 住 要 求 は 止 ま る こ と を 知 ら ず 多

様 化 に も 強 〈 指 向 す る こ と で あ ろ う 。 住 宅 の 量 産 に お い て 、 こ の よ う な 多 様 化 に 如 何 に 対 処 し て ゆ く

か が 今 後 の 重 要 な 課 題 で あ り 、 そ し て こ の 課 題 を と く 鍵 の 1 つ は 住 宅 の部 品 系 の 再 編 に あ る こ と は 明

らかである 。 ( B )

運 搬 の 合 理 化

建 築 に お け る 種 々 の 工 事 の 作 業 工 程 を 分 解 し て み る と 、 材 料 を 場 外 か ら 現 場 へ 運 び こ み 、 そ れ を 現 場

内 で 所 定 の 場 所 へ小 運 搬 し 、 そ し て 作 業 員 が 取 り つ け 場 所 へ 運 ん で 、 図 面 通 り に 取 り つ け る と い う 手

順のものが多し、 。 す な わ ち 作 業 工 程 の ほ と ん ど が 運 搬 作 業 で あ っ て 、 現 場 内 で の 加 工 、 組 み 立 て 、 取

り つ け な ど の 主 作 業 の 比 率 は 、 H奇 問 的 に も 工 数 的 に も 非 常 に 小 さ し 、 。 し た が っ て 作 業 を 効 率 的 に 進 め 、

工 数 を 減 ら し て 、 コ ス ト ダ ウ ン に 結 び つ け る た め に は 、 作 業 工 程 に 大 き い 比 率 を 占 め て い る 運 搬 作 業

の 合 理化 を は か る こ と が 重 要 で あ る 。 主 体 工 事 用 に 使 わ れ る 工 事 機 械 は 全 て 運 搬 機 械 で あ っ て 、 数 年

来 い ち じ る し い 進 歩 発 展 を み せ て き た が 、 仕 上 工 事 に お い て は 多 種 多 様 の こ ま か い 材 料 が 数 多 く あ る

に も か か わ ら ず 、 運 搬 方 法 に 非 合 理 な 面 が 多 い 。 こ れ は 運 搬 賀 が 直 接 、 運 搬 費 と し て 表 面 に で て こ な

い こ と か ら 盲 点 に な っ て い る よ う に も 考 え ら れ る 。 輸 送 の 合 理 化 の た め に 、 一 般 の 産 業 界 で は コ ン テ

ナ 輸 送 が 採 用 さ れ つ つ あ る が 、 建 設 業 界 に お い て も 、 こ の 方 式 に つ い て 検 討 し て み る 余 地 は 十 分 に あ

る と 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 建 設 関 連 の 末 端 に 至 る ま で 、 協 同 し て コ ン テ ナ 方 式 を 研 究 し 、 最 初 か

ら統一 基 準 を も っ て 出 発 で き る よ う に 望 み た い 。 ( C )

(

本

号

よ

り

新

執

筆

者

)

タ イ ル の 圧 着 工 法

わ が 国 で 最 初 に タ イ ル を 使 用 し た の は 、 明 治40年 頃 で 約60余年の歴史がある。外装には、殆んと: ' /J、口

平 及 2 了 掛 を 使 用 し 、 施 工 は す べ て 積 上 げ 貼 り i 1 枚 目 占 り 」 を 採 用 し 現 在 に 至 っ て い る 。 近 年 と く に

建 築 工 事 の 増 大 と 工 期 の 短 縮 に よ り 、 必 然 的 に 施 工 技 術 の 改 良 改 善 が 強 〈 要 求 さ れ 、 そ の 結 果 施 工 期

間 短 縮 、 施 工 費 の 節 減 、 安 全 確 実 な 施 工 法 と し て 圧 着 工 法 が 研 究 開 発 さ れ 、 東 京 地 区 で は 約 10年余、

京 阪神 地 区 で 5 年 余 経 年 されている。

しかるに 1 部 の 建 物 に 剥 離 落 下 の 事 故 が 生 じ 、 直 ち に 関 連 業 者 が一 丸となって、

細 に 調 査 検 討 の 結 果 、 相 当 程 度 、 そ の 原 因 が 把 握出 来た。

現 時 点 で は 駆 休 の 収 縮 に 対 処 す る 仰 縮 目 地 の 採 用 、 サ ッ シ ュ の 精 密 な る 据付 、 モ ル タ ル 下 地 の 精 度 等 、

各 業 者 の 協 力 を 得 る こ と が と く に 望 ま れ る 。 わ れ わ れ タ イ ル 業 者 と し て は 、 先 づ タ イ ル 工 に 圧 着 工 法

の 基 本 条 項 を 理 解 さ す と と も に 、 更 に 習 熟 せ し め 、 確 実 に し て 安 全 、 か つ ス ピ ー ド ア ッ プ を し て 時 代

の 要 求 に 対 処 す べ き こ と を 痛 感 す る 。 ( D  )  

あ ら ゆ る 角 度 よ り 詳
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都 市 交 通 施 設 特 集

回 総論

交通工学から見た都市交通施設/ 米谷栄二

都市交通 システムとパターン/ 仙石泰輔

都市構成と都市交通施設計画/ 湯川利和

図 各論/ 計画と実例

大阪国際空港新ターミナル計画/ 竹本丈太朗

阪神高速道路の現状と計画/ 上野正樹

大阪市街路立体交差計画/ 上田 隆夫

神戸市の駐車場整備計画/ 中野洋二

地下鉄難波駅周辺の建設改良工事/ 宮内義人

阪急梅田駅拡張計画/ 並木登喜男

国鉄大阪駅周辺交通対策への提案/ 江津照光

千里中央地区センター交通計画/ 大村慶一

都市交通の混乱は今や大きな社会問題と

なっている 。

これは近代産業，経済の需要に対応して

増々高度，高速化ヘ急激な発展をとげる

交通機関と， これを受け入れ る " ウツ

ワ" つまり 歴史的過程の経た都市に即応

しがたい" 歪み" が現実の都市社会に露

呈 しているのであ る。

交通機関の発展は時間的，距離的に短縮

されていく 。このことは都市地域の拡大

をきた し，都市中心は業務化 し，住居は

都市周辺部へとスプロールして，交通機

関によ る都市集中移動を増 々激化させる

傾向にある 。更にこの事態に拍車をかけ

たのが自 動車交通である 。現に自 動車の

急速な普及 は都市交通問題の" かなめ"

でもあるかのごとく大きな問題を投 じて

いる 。たしかに自動車はスピードがあ

り， 機動性に富み，生産目的には効率が

よく ，更に資本社会の商業ペ ース にほだ

され， レジャーとして，マイカーとし

て，非常 に魅力的に歓迎されている 。 こ

れらは限りない自 動車の生産を招 き，都

市交通ヘ大きな荷担となっているのであ

る。ともあれ，かような都市交通ラッシ

ュは交通事故，マヒ， 騒音， 排気ガス，

振動等の公害を発 し，都市生活を圧迫 し

ている 。まして高度発達 した交通機関 と

いえども 「人聞の第六感」と 「機械への

過信」 により安全が 保たれるとあ って

は，そこに住む市民はもとより ，交通機

関に従事する者の生活は不安につかれる

のである 。

要するに，都市生活環境と都市交通の調

和がなくして理想的な都市の発展， しい

ては産業，経済の発展は望めないであろ

う。そして，これには国土のせまい日本

なみの評価と位置付けの もった交通施設

の体系を早急に再検討すべきこ とはもち

ろんのことである 。一ーなにととも限 り

ない発展は限りない障害を当然のごとく

感 じさせることは非常に恐ろしいこと で

あり危険なものである・… 一。

( 析谷績集幹事犯〉

次号は都市シ リーズの 第 7 弾として「都市供給処理縮般特

集」を送る予定です。

本特集編集幹事: 西村昂 ・竹本丈太朗 ・塩崎連成 ・上野正樹

・西村良平 ・八木久郷 ・石川久男 ( 以上特別) ・祈谷芳明 ・

福原絡治
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交 通 工 学 か ら 見 た 都 市 交 通 施 設

米 谷 栄

1. 街路面積の拡大

日本の都市では， 自動車交通対策が焦眉の急務である ζ と

は，すでに知られている 。乙 の最大の原因は自動車交通の著 し

い普及と ，それに対する都市や道路側の受け入れ態勢のおくれ

にあり ，なかでも都市におけ る街路面積の貧困が 目立つ。 わが

国の代表的な都市におけ る街路面積を，外国の著名都市 lζ 比べ

ると彼我の聞に相当の聞き がある。しかし ，街路面積は都市が

歴史的に成長してきている以上， 乙れを急速に拡大する乙とは

きわめ て困難である。したがって今後の街路網対策としては ，

次のような乙とを心掛けるべきであろう。

(  i  Ｉ まず ， 街路面積率をある程度 Ｈ ＲＰＭＲＵ ｾ ぢ 〉確保す る 。

( i i ) 街路系統が交通流動とよく適合 しているかを 調べる 乙

と。

( ii i) 街路交通を円滑化するた め街路に等級づけを して，交通

能力を増加させる ζ と。 日本の都市では街路の機能別専用化が

非常に遅れている。乙のため ， 交通事故も多く ， 混雑も著 し

い。とれを 除却する ため，街路の専用 化と 等級づけを行な い，

交通幹線はできるだけ自動車専用道路 とし， 反対に住宅地内の

小区画街路や遊歩道にはま ったく自動車を入れないような配慮

が必要である。

2. 交通施設の専用・ 能率化

交通施設を専用 化す る乙とは ，交通安全を確保 し，交通容量

を増 し，高速性能をより高める効果がある 。専用道路としては ，

自動車専用道路，歩行者専用道路， 自転車 ・歩行者用道路など

があるが，当面必要とされる もの は交通幹線とし ての自動車専

用道路 と住宅地や下町商届街における歩行者専用道路である。

都市における自動車専用道路は ，わが国の場合 には市街地lζ 高

密度に住宅が林立 して いるので平面のものは管理がむずか しく

どう しても 高架か掘割を利用した立体方式を考えねばなら な

い。との立体化された都市内の自動車専用道路は都市高速道路

そのものである。

都市高速道路が都市内部の自動車専用道路であるならば，都

市を貫通または都市に流出入する交通にも専用的な迂団幹線が
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必要とされる 。乙れが中小都市で はバイパスであり ，大都市で

は外環状線といわれる交通幹線である 。

3. 都市高速道路建設

都市高速道路は ，都市聞の高速道路と異な り設計速度や走行

速度 lζ 著 しい高速を要求するものではなし、。 む しろ，都市 内に

おける交通幹線を連続的 lζ 立体化して ，交差点などの停止時間

損失をなく して所要時間を短縮し ，立体化と 専用 化に よる交通

流の安全 と容量増大を目的とした ものと考えてよい。した が っ

て，一方向 2 車線の都市高速道路は一方向 4 車線の街路以上の

能力を発揮する。との見地か ら， 自動車交通の著しく増加 して

いる大都市では自動車時代の新しい施設と して大い に期待され

ている。

しかし ，都市高速道路だけで都市の自動車交通を全部負担す

る乙とは， 自動車交通の性格からみても無理なととで，一般街

路 ・駐車場 と均衡ある整備が行・なわれて始めて 効果を発揮す

る。高速道路と一般道路とが連絡する箇所には ランプウェイ を

設けて相互の連絡を計るわけであるが，ランプウェイ に速なる

街路で交通麻療が生じておれば， ランプ ウェイにも その影響が

現われるし ，やがてはそれが高速道路の機能を麻揮させて しま

う乙とになる。また高速道路は一般街路よ りも交通容量が大き

いので，高速道路によって都心に運ばれた牽は，それに見合っ

た駐車場や空地がなければ，都心の混雑を一層激しいものとす

る。乙のように高速道路の整備 には ，必ず一般街路 ・駐車場の

整備をあ わせ考えておかな いと高速道路建設の意義が失なわれ

る乙とに注意せねばならない。

4.  随路拠点の積極的解消

都市交通は密度の非常 lζ 高いものであるが，都市内における

交通がすべて機能麻療に陥ったり ，緊迫した交通状態を露呈す

るのではなく ，交通が集中する箇所や交通流線が他の交通によ

って遮断されると乙ろに ，混雑が起き ，輸送の随路が生ずる。

乙のような箇所は ， 大体ど ζ の都市でも 共通した場所に生ず

る。すなわち ，都心部のタ ー ミナノレ駅周 辺，交差点，駐車場，

その他の交通集中地区な ど随路となる乙 とが多い。



都市交通を円滑化し輸送機能を十分に発揮させるためには，

乙れ らの輸送臨路に ついて積極的な解消策を実施するのが効果

的である。

4.1 都 心 部 交 通

日本の都市は現在著しい構造変革期にあり ，都心部はとの構

造変革を端的に表現している。との都心部における交通の幅奏

を解消するためには ，まず都市の構造変革にそって，交通施設

と都市の空間的構成を改革する必要がある 。都心部の空間構成

を改良するためには，交通施設の 改革をまず積極的に進めなけ

ればならない。との交通施設の改革は ，代替輸送機関の整備 と

交通規制の二本の柱を中心に展開されるべきものである。

まず代替輸送機関の整備とは ，都心部の構造変革とともに従

来からの輸送機関を根底から検討 し直 して，新しい都市活動に

不向きな輸送機関や施設を改廃 し，高次な都心機能に対応で、

きるように輸送機関を建設 ・改良する乙とである。

具体的には，大都市のように通勤 ラッ シュ が激 し し しかも

通勤距離が著 しく延 びているところでは ，都心ま で直通で入れ

る高速度 ・大容量の高速鉄道が必要とされるし ，また集中した

業務地区から生ずる自動車交通l乙対処するためには ，路面交通

をそれに対応でき るよ う整備する 乙とも必要である。さらに街

路系統の整理 ・統合による交通流の均質化と ，高容量の都市高

速道路の建設が必要となる。

都市高速道路における都心部の処理は重要な課題となる。す

なわち ， ランプを都心のどの街路に取り付けるかによ って都市

高速道路の能力が大きく支配される 。ランプの取り付けられた

街路は一方通行 とすべきである。

中小都市では ，まず何よりも自動車交通時代の都心交通施設

を整備する乙とが急務である。乙れには ， すでに述べたよ う

に，自動車用の交通幹線と商庖街 lζ 面する 一般の街路 との分離

や，駐車場の整備が必要となるし ，場合によっ ては，一方通行

システムの採用 で都心部付近の流線交差を減少させることも必

要である。特 lζ 歩行者の 多い商庖街では自動車交通をま ったく

入れないよ うにす るととも効果的である。わが国の場合， 自動

車交通を禁止してい る路線はしばしば見受けるが，ある地区を

限って自動車をまったく乗り入れないように制限するととはほ

とんどなされていない。わが国の都市のよ うに街路資産が之 し

し かっ建築物が高密度に建設されていると乙ろでは乙のよう

な方法がも っと検討 されてよい。

4.2 交 差 点

交差点では一方の交通流が流れるときに他の交通流は閉ざさ

れるので，交通容量は普通区間の半分以下に減少す る。乙 の容

量減少率は，十字型交差以外の 場合には特に大きく ，五差路に

なると一方向 当たりの交通容量は弘以下に減少す る。したがっ

て平面交差点の形態と して は許すかぎり直交十字型の形態 とな

るような街路システムが効果的である。

交差点信号機の青時間は一定 lζ 固定されているのが普通であ

るが，固定 して おくと交通量が多く て も少なくて も一定時聞が

進行 [ζ 割り当てられるだけで効率が悪いので，交差点の方向別

の交通量を自動装置で数えて， 自動的に信号時聞を変える自動

感応式の信号機が出現 している。 交差点はそれが単独に存在し

で も交通容量が，都心部付近には多くの交差点があり ，乙れら

が個々独立に信号を出していたのでは各交差点での信号待ちに

よる時間損失は非常に大きなものとなる 。乙の欠陥をなくすた

には，主要な交通幹線に沿って系統的に信号機を制御すればよ

い。乙 れは一般には進行式信号シス テム といわれている。進行

式の信号系統化は，ライン l乙沿っ た方向の交通には便利である

が，それと直交する交通流にとっては逆に大 きな負担となる 乙

とも起乙り うる。大都市では一方向の交通だけが圧倒的に大き

い乙と はまれで，東西 ・南北の交通量がほぼきっ抗していると

とが多いので， ライン 進行式の信号系統化だけで，交差点の系

統的制御を行なう乙とは不十分である 。現在は， との両方向の

交通流 lζ 対して系統的信号方式の研究が進められている 。乙れ

を交差点の面制御方式という 。

交差点での交通容量の減少 に対しては ，交差点出入部の拡幅

を行なってポケット容量を増大すれば， 乙れを若干補なうとと

ができるが，交通容量を飛躍的に増加 させるためには交差点の

立体化が必要 となる。現在わが国の大都市では ，交通量の多い

交差点の立体化が検討される 傾向にある。しかし ，交差点の立

体化に は，取り 付け道路や沿道利用など多くの問題があるの と，

都市高速道路建設との得失など検討すべき事項が多いので，簡
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単 l乙結論を出すべきではない。

5. 幹線街路のネットワーク

幹線街路のネッ トワークは自 動車交通に対する効率的な輸送

路配置の検討から始まる 。乙 れまでの都市では ，幹線街路網は

中心位置にある商業 ・業務地区を中心にして，碁盤状か放射線

状の幹線街路網を構成していた。乙のため ，中心方向 に向かう

交通が放射状幹線や都心を貫通する幹線に集中し て混雑の大き

な原因を作 っていた。乙の都心部へ向か う放射状幹線の混雑解

消lζ は，内環状線を造って交通を広く分散 させる方法が採用さ

れてきたが，最近はさらに中環状線によ って都市内部の交通語

奏を緩和させようとい う動きがある。

乙乙で豆要な乙とは交通幹線は放射環状線がよいとか，碁盤

状がよいという既成の概念を根底からも う一度検討する乙とで

ある。交通幹線は ，多くの自動車交通を処理する能力 をもっ道

路システムでなければならない。

そのためには ，まず交通需要を図上に落 して，とれに 適する

六角形ネッ トワーク のパターン
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ネットワ ークの骨組を構成する乙とが必要である。都市の交通

需要は必ず求心型のパタ ーンを とるが，幹線街路は必ずしも ζ

れに合わせた放射環状型のみがよいとはいい切れない 。放射状

型街路は都心が大きくなるにつれて都心集中性の傾向を強く し

都心混雑に拍車をかける可能性もあるからである。自動車交通

の発展性を考慮するならば， もう少し拡散型の幹線街路網も検

討の対象に入れてしか るべきである 。

なお ，ネットワ ーク のパタ ー ンについてブキャナン報告は興

味ある乙とを指摘 してい る。すなわち ，ネットワ ークの パター

ンは地域の配置 ，そ とから発生する交通の種類と E ，地域相互

聞の結び付きによ って その都市 lζ 合った独創的な街路システム

の構成が大切で，先入的な直観をもってパタ ーンを決める ζ と

は不得策であると述べている。特 lと都市高速道路のような立体

化された街路系統では，従来のような長方型の交差よりも ，三

方向交差をした方が街路構成からみて非常に効率がよく ，図の

ような六角形パタ ーン などがその応用として考えられると述べ

ている乙とは ，従来の平面街路的な先入観を大きく打ち破るも

のである 。

交通需要のパタ ー ンが決まれば， ζ 乙lζ 述べた事項を考慮 し

て基本となる幹線ネッ トワーク を織成し ，そのネ ットワークに

対して交通量を配分し ，幹線街路の負担すべき交通E とネッ ト

ワークの構成の良否，ネ ットワー クを構成する各区間の規格 と

容量の検討を行なうのが普通である 。 ζ のネ ットワー クlζ 対す

る交通配分 lζ 種々の方法が開発されているが，アメリカ ・カナ

夕、、およびわが国では電子計算機を用いたネ ットワー クシミ ュレ

ーショ ンとして解析を進める ζ とが多くなった。 乙のネットワ

ークシミ ュレーション は道路のネ ットワー クおよびそれを構成

する各区間の特性を電子計算機の メモリー の中に記憶させて，

そ乙 lζ 交通話' 要のパタ ーンを O D交通E とい う形で流して，道

路網の形状を変化させたり ，容量制約を行なわさせたり ，競合

モデ J レを含ませたりして ，幹線ネッ トワークに おける交通流態

の分析を行なう ものである 。 乙の方法は解析理論もほぼ確立 さ

れてきた い 計算機容量も大きくなり ，最近ではかなり大規模

な交通流をシミュレ ート できるようになってきた。

( c : めたにえいじ : 京都大学工学部交通土木工学教授)



都 市 交 通 シ ス テ ム と パ タ ーン

山，
.
咽
'

泰 輔石

1.  都市交通パターン設定の前提

100万人の生活単位から ，1，000万人の生活単位 lζ 拡大された

現代の都市に おいて ，通勤ラッシュ ，交通持率療，交通事故そ し

て騒音，排気ガス ，振動の交通公害などの交通問題は ，都市生

活者に とって毎日 の生活にもっとも身近 lと感じさせられる都市

問題といってもよい。

歯が痛めば，痛み止めを服用し ，発熱 lζ 対しては解熱剤を用

いるという対症療法も必要であるが， ζ れのみでは十分ではな

い。 かたちに表われた交通問題に対 して は，応急処置と同時に

交通現象を正 しく把握 した上 での根本的治療を施す必要があ

り，交通問題の発生から解決 lζ 至るプロセスが都市生活の中に

システムとして定着するととが，すなわち交通問題の解決を意

味していると言える。

現象 lζ 表われた問題の提起から ，問題を克服したかたちの提

出に至るプロセスは

1) 問題の把握

2) 対象の分析

(問題〉

(科学〉

3 ) 対象の将来の方向づけ ( 計画)

4 ) ウボィジョンの設定 ( 設計)

5 ) ヴィジョンの実現 ( 実施)

とまと める乙 とができるが，ζ のプロ セス lζ 従って，都市交通

施設のパタ ーン設定の条件を整理すれば，

1 ) 全体としての交通現象の分析

輸送単位，目的，交通手段，空間的分布，時間的分布

2 ) 部分としての交通現象の分析

全体としての都市現象に占める ，部分 として の交通現象

の位 置

3 ) 交通現象の将来予測

交通需要( 発生，分布， 配分交通〉と交通容量，交通需

要( 容量) と建物施設，土地利用の空間需要 ( 容量)

4) 交通施設の空間配置

同一交通施設あるいは他の交通施設 との組織化

交通施設と建物施設，土地利用施設との組織化

5 ) 交通施設の時間配置

交通施設の成長段階 lζ 応じた弾力性

6) 交通施設の建設，維持! こ伴う検討

建設技術，資金，管理などの問題の検討

であり ，実際にはプロセスの各段階どとに ，また全体のプ ロセ

スと して，フィー ドパック がなされた上で，交通ノf ターン が設

定されよう。

2. 交通システムの理論

1  ) より低次の生活単位における生活機能はより複合し，より

高次の生活単位における生活機能は より分化する 。

住宅を設計する際には ， まず家族の構成 と生活行動を分析

し，家庭とい う生活単位の構造と 機能をあきらかにする必要が

あろう。しかし生活機能を分化しすぎて，一見合理的で無駄の

ない動線分析に忠実な住宅設計をすれば，そ ζ で生活する人 々

は常 lと選択の自由を王手われ， ノイロ ーゼになってしまう。ま

た，街路交通において， 自動車に必要以上の自由度をもたせ，

広場で散策する人々の動きのように ，ブラウ ン運動を強いる道

路設計をすれば， 自動車はぶつかり合い ，たちまち動きのとれ

ない状態に至 る乙とは間違いない。

複数の人聞から成る生活単位は ，数字の上では 2 人 からは じ

まり ， 自然数的 lζ 増加するが，現実の生活単位は典型的な特性

を示すまとまりに分類 される。乙 れは ，単位を構成する 人聞が

時間 と空間の うちに生活する有限な存在であり ，人閣のっく り

出したものもまた ，同様に有限なものであるためであろう。生

活単位は ， 個々の人間の集まりによって構成される全体と し

て，一つの働きをもつが故に構成されるのであり ，生活単位 は

それが備える生活機能によって， 大きさの レベルを決定 され

る。より大きい生活単位に おいて は，生活単位を構成する成員

から共通の機能を抽出するた め，生活機能はより分化し ，より

小 さい生活単位 lζ おいては ，生活機能はより複合する。家庭 と

いう 最小の生活単位にアプ ローチするとき ，演緯的な分析には

自ずから限界がある 。乙れは ，生活単位を決定する生活機能が

より複合するためであり ，複合した生活機能に対しては ，より

弾力性を備えた生活施設を用意する乙と が合理的である 。逆に

よ り高次の生活単位におい ては，生活機能はより分化され，建

物施設あるいは交通施設は用 途が分化する 代 わりに ，それだけ

57 



自由度を失う乙 とになる。分化された交通施設は ，同一 目的の

輸送単位をより多く集中する機能が要求されるのに対 して，複

合 した交通施設は ，多目的の輸送単位に選択を与え，それを分

散させる機能が要求 される。

2  ) 生活単位は閉じら れた交通 システムと 聞かれた交通システ

ムを備える 。

生活単位をある全体 とみた とき，生活単位はいくつかの異質

な部分に よっ て構成 され，異質な部分の対立あるいは重なり の

組合わせによ って，全体としての行動を示す。と のとき，生活

単位の内部を秩序づけ ，輸送単位を 円滑に流す交通シ ステム が

閉じられた交通シス テムである。

生活単位の閉じられたシステムは ，人体に例をみれば，意識

系器官と作業系器官の配置! と相当する。用途に応じた空間の配

置( 土地利用 ) と各器官に情報とエネ J レギーを伝える神経系 と

循環器系のネ ット ワークに相当するコミュ ニケ イショ ンの流れ

( 通信 ，交通〉から成立して，生活単位の人格を形成 し，生活

単位の行動を決定する。生活単位の閉じられた交通システムは

生活機能に応じて，需要 lζ 最適な交通施設が採用される。

聞かれたシステムは ，生活単位がより高次の生活単位あるい

はより低次の生活単位に働きか け，また働きかけられるための

システムである。聞かれた交通システ ムは，対象となる生活単

位の前後の生活単位に対して連絡を可能とするばかりでなく ，

すべてのレベルの生活単位と の連絡を可能とする システム ，あ

るいは その可能性を秘めたシステ ムで ある。生活単位の原単位

である人聞は ，社会という全体あっての個人であると同時に ，

個人から社会に働きか け，社会を変質させていく存在であるの

で，人聞の生活行動はすべての レベノレの生活単位に参加する機

会が与えられねばならないからである。人は出会いを求めて都

市へやってくる ，都市は出会いの機会のより多い場所であり ，

職業，恋愛，教育，レクリエ ーションなどの機会の増大乙そ，

都市の魅力である。都市への人口の集中現象が とれを説明して

いる。

3 ) 生活単位の 時間的変化に伴 って， 交通 システムは変化す

る。

生活単位の閉じられた交通システムは ，生活単位の成長段階

にしたがって，増殖作用を可能とするシステムでなくてはなら

ない。しかし ，生活単位内の交通需要は ，I時間とともに無制限

に増大するわけではない。 生活単位が発生から成熟に至るまで

は，内部の生産エネノレギ ーは増大の一途を辿るが，生活単位も

また ， 自然的ならびに技術的条件に制約を受けているため ，生

活単位の交通需要が交通施設の限界可能容量を超えれば，内部

エネ J レギーは潜在し ，次のレベノレの生活単位の発生を促す。

生活機能に応じた交通システ ムが選ばれても ，交通システム

が限界に達 したとき，その交通システムは新しい交通システム

にとって代わら れ るか， あるい は新しい交通システムの部分と
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して， その役割を果すかの いずれかで: ある 。し たがっ て交通施

設計画に当 っては ，現時空聞 に適応 した交通施設を選ぶ と同時

に生活単位の成熟期に おけ る限界交通施設の ネッ トワークを設

定 し，生活単位 の成長に応じて，段階的lζ 迷続 して限界 ネッ ト

ワークへ至る交通施設の設定を行なわ な くてはならな い。

4 ) 交通 システムの質的変化に伴って，生活単位は変質する。

新しい交通 シス テムの発生は ，生活単位に質的変化を生ぜ し

め，生活機能のより高い分化が進むと とによって ，新 しい高次

の レベノレの生活単位が形成される 。と りわけ，生活単位が成熟

期を過ぎ，外部条件からの制約 によって，内部の生産 エネJ レギ

ーが潜在するときに ，乙の傾向は顕著である 。

東海道新幹線が建設された乙とにより ，東京と大阪の時間距

離が短縮され ， 6 時間では生じなかった人聞の 出会いが， 3 時

聞になった乙とによ って生じ ，さらにその出会いによ って，新

たな出会いが誘発されるよ うに，コ ミュニケーシ ョン技術の発

達と出会いの機会は相乗関係にあると言える 。東海道新幹線が

東海道の諸都市に質的変化をもたら し，新 しい生活単位を形成

しつつある ζ とを考えれば，交通施設計画にあたっては ，出会

いの機会の増大を実現す る，より高い レベルの生活単位の形成

を志向する上で，現生活単位! ときざしをみるととができる新し

い交通施設を積極的 {ζ 導入する態度が望まれるであろう。

3. 都 市 交通 シ ス テ ム の パ タ ー ン

大阪を母核として形成されている 1， 000 万人の生活単位の交

通施設計画を立てるとき ，働き ，住み，楽 しみそ して伝え ，通

うという生活機能上，その主役を果す交通施設は ，公共輸送機

関である高速鉄道と個人輸送機関と しての自動車である。高速

鉄道が大量の交通需要を短時間で集中化する特性をもてば， 自

動車は door to  door の能力を発揮して， 目的に応じて径路を

自由 l乙選択 し得る分散化の特性を有する。現在の平面街路の交

通麻庫を解消し ，さらに 急速に伸びる ととが予想される乗用車

交通 [ζ 対応 して， 乙ζ で，大阪を中心とする高速道路網に つい

て，その パタ ーンを考察する。

1  ) 都市高速道路網設定の前提となる自 動車交通発生需要の現

状 と傾向

i  ) 京阪神都市圏において ，20年後の将来交通需要は現在の

約 4 倍程度に増加すると推定されるが，大阪市内において

は，物理的容畳の限界から伸び率は逓減 している。

i  i ) 交通需要の分布は ，市内! と少なくとも起点または終点 を

持つ交通需要からなり ，市内を通過する交通需要は 1. 5  ｾぢ

! としかすぎない 。そのうち，東西南北の都心 4 区に関係の

ある需要は，全体需要の約5096を占める 。

iii) 分布交通量の伸びは ，都心あるいはその周辺部と 市外を

結ぶ交通の伸びが高く ，市 内一市内の交通需要は頭打ちを
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呈している。乙れをトリップ長でみれば， 5  km以下の交通

需要は頭打ちで， 7  km以上の交通需要が急増している。

iv) 市内交通需要の車種構成は，乗用車と貨物車の比が現在

1対 1 であるが， 貨物車の需要が横這いであるのに対し

て，乗用車の需要は増加傾向にある 。

v ) 自家用乗用車の運行目的は ，7596が業務交通であり ，通

勤，買物の交通が乙れに続いているが，郊外部においては，

通勤 ， 買物などの家庭生活から発生する交通が ＵＰ ｾ ぢを超え

ている。

v i) 京阪神都市圏における日輸送人員の交通機関別の分担は

高速鉄道5096，路面電車，パス 3096，乗用車2096となって

いる。

2  ) 都市高速道路の分担すべき交通需要

i  Ｉ将来 Ｔ 倍に増加する京阪神都市 圏の総交通需要の約 ＲＵ ｾ ち

を分担する。

i  i ) 都市高速道路を利用する交通需要は ，平均トリップ長10

回以上の足の長い交通で， 車種構成は主と して乗用車 (80

必以上〉である。

ii i) 都市高速道路は ，都心，あるいは都心周辺の業務地域に

集中する業務交通と ，今後の急激な増加が予想される周辺

居住地域の買物， レク リエ ーションなどの オーナー ・ドラ

イパーによる乗用車交通に主としてサ ー ビスす る。

3  ) 都市高速道路パターン の基本方針

京阪神都市圏 lζ は，京都，大阪，神戸 という 3 つの核が存在

し，それぞれの核が都市圏の全体機能を適正に分担 して，核ど

との独立性を有しながら ，同時 lと都市圏と して の全体を構成す

る方向に進むべきである 。 したがって，都市圏の交通パタ ー ン

は，大阪を母核と し，神戸と京都の核 lζ 翼を拡げたパタ ー ンを

根幹とし ，各都市核を中心 lζ ，さらに密接の細かい交通サ ー ビ

スを校葉として，全体システムを構成する。

さらに ，大阪の核を中心とする圏内で，都市高速道路パタ ー

ンを設定すれば
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i  ) 交通需要の分布 [ζ 応じて，都心部 l乙集中する求心的交通

需要 lζ 対 しては放射線を，住居地から発生する分散交通に

対しては環状線を設定する。

ii ) 交通需要畳に応じて，高速道路は面サー ビスから線サ ー

ビス ， さらに点サービスへ移行 し， 全体のネッ トワーク を

形成する。

iii ) 求心方向の放射線は環状線上にお いてフルセットのイン

ターチェンジを設け て，交通の分散を図 り，環状線内にお

いては ，M) 心を貫通する路線で，ラ ンプによってサ ービス

を図る 。

i v) 求心方向の業務交通( と対しては ，業務商業から なる都心

部とその周辺の中小企業からなる都心隣接地域にそれぞれ

ランプを設けてサ ー ビスする。

v ) 分散方向の家庭交通需要 lζ 対 しては ，環状線附近に立地

が予測される居住地域中心と 京都，神戸方向 への連絡を図

るため ，居住地域を縦断する補助高速道路に よる 環状線を
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設定する 。

vi ) 都心部の面サ ービ ス網は ，東西方向と南北方向の交通を

分離して，生活単位の成長段階に応じて，両方向の平行線

を増殖させて，全体ネッ トワークの形成 lζ 進む。

vI i) 面サ ー ビスと線サ ービ スからな る環状線内の放射線は

環状線によって組織化 され，環状線外の放射線は点サ ービ

スとなる 。

v iI i) 環状線内 lζ 新たな業務別都心が開発される場合には ，

放射線を分岐させ，y 字型の放射線を設け ，交通需要の掲

加に対応する 。

以上は都市高速道路からみた都市交通施設ノf ターン 設定の l

例であるが，今後さらに高次の生活単位の形成に対して，都市

再開発とニュ ータウンの形成など，建物施設 と交通施設の一体

となった施設計画が望まれており ，その実現の ためには都市計

画システ ムの確立が現代都市に 課せられた急務であろう 。

( せんどくたいすけ : 大阪市総合計画局計画郎都市計臨恕)
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都 市 構 成 と 都 市 交 通 施 設 計 画

j曇 J  11 手口手IJ
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 図 4 環 状 型
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図 5 核 型

都市はマクロな建築であり ，建築はミ クロな都市である ， とよくいわれる 。… … とすれば

都市構成とは ，マクロな建築の構成一 一室空間のある連絡関係である。都市構成要素は ，建

築，土木，造図的空間であり ，それらはマク ロな室空間である。 そして都市交通施設とは ，

都市構成要素の一つであると ともに ，それら相互を連結する空間である 一一いいかえれば，

それはマクロな廊下であり ，階段であり ， エレベータ ーである。

標題について述べるには，マクロな建築形態，つ まり都市の形態に ついて述べ るのが早道

であろう。

5 つの都市型態

乙乙では ，歴史的な都市型態ではなく ，近代的大都市に適用するととができる ，あるいは

できると一応考えられる 5 つの都市形態を紹介する 。オリジナルは ，M.  I . T の都市計画学

科ケビン ・リンチ教授のものによる。

氏は ，図 1 - 5 1ζ 示すような 5 つのプロ ト・ タイプを呈示している。 分散型 (T he  Di s-

persed  Sh巴et) ，銀河型 (The Galaxy of Settl ement )  ，星型 (The Ur ban Star)  ， 

環状型 (T he Ri ng)  ，核型 (T h巴 Core Cit y) 。

それら ，それぞれの諸特質，具体例 ，関係都市理論は ，理解 しやすいよう 表に して おいた

ので，ぜひご一覧願い たい 。

また ，氏は，すでに分散型への傾斜を強め つつある 米国の大都市を念願におきながら ，次

のように要約 している。

「大都市が分散型都市 l乙向おうとする傾向は ，選択の幅を制限し ， 自発的な相互作用を損

ない ，高い経費を要し ，いきいきと した大都市の イメー ジを妨げるもののようである。小さ

い，いくつかの地域社会からなる 銀河型は，分散型よりもよいが，選択，相互作用 ，費用の

点では標準以下である。 その うえ実現性はいたって少ない。集約した 1 つの核に大都市をふ

たたび集中させる乙とは ，経費，快適さ ，個人の参加や空間のアダプタビリティの点でほ と

んど致命的である。 星型 [ζ ，既存の大都市( ニュー ヨーク， シカゴなど) を整理 しなおす こ

とは，中心部の混雑を避ける乙とができ ， 自由な アクセシビリティを確保す る乙とができる

ならば，う まくゆくだろう。しかし規模が大きくなればなるほど， 乙の型は利用しにくく な

る。環状型 は，多くの特別の利点があ るが，費用 ，ア ダプタ ビ リティに困難がある。現在の

型態と断絶があるから ，また困難である 。」

分散型都市と個人所有車の増大過程

乙乙で リン チの全くふれていない側面についてぜひふれておきたい。それは ，個人所有車

が増大して い くとき ，すべての都市は乙の分散型都市への傾斜を強めていく ，とい う乙と ，

ならびに乙の過程は ，生活に とっても ，生活空聞に とっても ，また経済にとっても たいへん

望ま しくないもの だという乙とである。 ζ の乙とは拙著「マ イカー亡国論J ( 三一新書) に
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ケ ビ ン ・ リ ン チ の 都 市 形 態 の 比 較

A  B  C  D  E  

分 散 型 銀 河 型 星 型 環 状 型 核 型

、 一 、 個人用車 ( i ndi vi - 主! と個人用車，補足 主に公共父通( 鉄道) 主に公共父通( 鉄道〕 主IL公共交通( 鉄道

主なるコζ ユーケーンヨ ン手 dual  vehi c le) オン 的に公共交通( パス) のみ，個人( 所有) 車
のみ個人( 所有) 車は ベルト) 個人( 所有)

段 リー，通信手段多用 は禁止 禁止 車は禁止

直径160Kmの円( グロ (規模，密度とも明 l つの フィンガーの ( 規模，密度とも明 今日のふつうの建物

平 面 規 模 ・想 定 人 口密 度

ス人口密度10人/ ha) 記されてないが，分 長さは 80km( 100- 記されていないが， の場合 ・直径32kmの

2  散型IL近いと考えら 200人/ ha) 星型 IC近いと考えら 円 (250人/ha) ，立

(2，000万都市への適用)

れる) れる 体交通紬格子の都市

(8000人/ ha)

地域全体に均等に分 各結節点tζ 分散的 lζ 主要施設は ，中心地 環状の紬ならびにそ 集中的lζ 配置される

中 心 的 都 市 施 設 の 配 置

散 ・工場 ・オフィ ス 集中配置される 域へ，第二次的施設 れと補助放射軸との

等郊外風景に とけζ はフィンガ ーの中心 交点 lζ 配置

む 軸へ

相互依存関係は，空 依存関係機械的，顕 相互依存関係，比較 相互依存関係，比較 依存関係きわめて緊

4  中心的都市活動相互の依存関

間的距離遠く ，困難 著な センタ ーなく， 的緊密 的緊密 密，専門化 ・分業化

になる 。 それに依存す る専門 IC好都合

係、

的活動機会なし

通勤と の関係で位置 住宅の位置選択範囲 低密の住宅地開発も 選択の自由度大，低 都市内では種類の選

の選択範囲が狭い。 狭い 可能。 フィ ンガ ーの 密の住宅開発も可能 択に限度があるが，

住 宅 選 択

ただし全体は均質で 両端では条件の差が オープンな外部地域

の

条件の差異はない。 いちぢるしい のセカンドハウスで

乙れを補う乙とが可

能

選
選 択 の 同 ぃ 。 し 選 向 日 叶 選 択 の 自 由 度 闘 い 選択の自由度大 職場へのアクセシ ビ

職場の選択・通勤距離 かし平均的な通勤距 い。選択次第で通勤 がフィンガー末端で リティきわめて高く ，

その他中心的施設の選 離は短かい。 距離は長くもなり短 は通勤距離大となる
選択の自由度もまた

択 かくもなる 可能性大 大きい

社会的参加容易 ，r偶 ロー カノレな社会参加 選択の自由度大 選択の自由度大 相互 コミニケ ーショ

然の出合い」の機会 容易，逆に都市全体 ンきわめて高く ，プ

択

社 会 的 接 触 の 選 択

少い。個人の独立性 への参加意識な し ライパシイ保持のた

あり，都市全体の政

|め に い て 抑 制

治的一体性なし が必要，個人参加困

難

戸外レク レー ション 「星間」のオ ープン くさび状オ ープン ・ 環状の内外のオープ 都市周辺のオ ープン

戸外レク レーション 空 施設が身近にあるた スペースへのアク セ スペ ースへのアクセ ン ・スペ ースへのア - スペ ースへのアク

聞の選択 めに良村地域への ア シピ リテ ィ大 シビ リティ大 クセシビリティ大 セシビリティ大きい

クセシピ リティ不要

極度K 平面的，めだ ローカノレな視覚イメ 強い視覚的イメ ージ 環状のため少しまさ 明確な大都市的イメ

視 覚 ユノ ン ボ }v った視覚シンボノレな ージは鋭敏，大都市 を持てる可能性大き らわしいが視覚的イ ージ

し 的イメ ージなし い メージは強い

現在都市の施設破壊 ( 記載はないが，ほ ( 記載はないが日本 ( 明記されてないが，建設費は I副部，維持

建 設 費 ・維 持 費

住民の大量移動を | 即 時 と 恩 わ れ の 場 合 醐 哨 絶 一 般 的 に は 献 と 授は高利用率のため

必 要 。 日 輔 の る ) 少 く コス ト 安 の は の 断 絶 が あ … 安価

維持費高額 ず) ストは高い)

地域のすべての部分 諸活動の相互依存や フレキシビリティな くさび状オ ープン ・ フレキシピリティは

環境としての安定性・ フレ キ

が同じように好まれ，選択の自由への要求 し， 一層のエキステ スペースへの拡大比 もっとも欠ける

終局的には安定する。高まり ，不安定にな ンションには第二の 較的容易

シピリティ

フレキシビリ ティ大 る可能性大 環を開発，しかし困

難あり

ロサン ゼル スの赴乙 完全な実例はないが， コペンハー ゲンの目 サンフランシスコの ノマリ ・モスクワの自

うと している形態。 イギリスの ロン ドン 指 している個人用車 目指している形態， 指している形態

ただし ，ロ スには現 のニュ ータウン構想 普及以前の形態，大 オランダのアムステ

既 存 大 都 市 と の 関 係 在古い星型の名残り はその一つの ヴァリ 都市の形態( したが ノレダム ，ロッテノレダ

を残している。 エー ション って現在の東京 ・大 ム等の環状都市若手

阪は乙の形態 IC分類

される)

フランク ・ロイド ・ラ 衛星都市の提案者の H ans  Bl umenf eld  オランダでは，乙の ( 乙の笹: と同じ時期

イト カ三 " Broadacre 提案した形態，それ の " A Theor y  of  環状都市群の形態保 1960に発表されたた

Ci t y "  1940で夢みた の急進的な結論 とし Ci t y F or m"  1949K  持のための理論化が め当然記載はないが，

10 関 連 す る 都 市 理 論 ・ 提 案 都市形態 ては Cl ar 巴nce St e- 理論化されている なされており ，その 京都大学西山卯三教

i n "Ci t y Pat t er ns， 方向で政策が決定さ 授の " イエポリス "

Past and Fut ur e"  れている も，乙の形態 lζ 分類

1942 するこ とができる )

K E VIN  LI NC H， "The Pattern Met ropol is' ， (" Fut ur e  Met ropoli s句所収〉 か ら湯川が作製。
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詳説しているが， 乙乙では簡単に説明しておと う。

アメ リカの大都市の成長過程は ，その星型形態から分散型形

態への移行過程と定義し うるが，それは個人所有率の普及過程

と平行して進行してきたものである 。

乙の個人用車の普及のはじ まる1910年代は ，ニューヨー クや

シカ コーは ，地下鉄や乙の国の発明品である高架鉄道などによっ

て星型パターンを築きつつあった。個人所有率は ，まづ， 乙の

星型の比較的高密度な空聞に ，その都市交通施設のひとつであ

る街路を，通路やパーキング空間として利用する乙とによって

普及をはじめる。また ，鉄道駅から遠隔であっ たために ，開発

が不可能だ、った ，星型ノマタ ー ンのくさび状オ ープンスペ ースは，

核心部に近いと乙ろから開発が進む乙とになる 。個人用車とい

う足が確保さ れたからである。また， a 型ノマタ ー ン内部は， 乙

の空聞を多く必要とする個人用車には不向きだからである。ま

たたと え，車を持った家庭が星型地域外にでていっても ，旧態

のまま ，星型の都心部へ求心的に通勤してくるなら ，その交通

は行き詰まらざるを得ないが，次の乙とが起ってそのマ ヒは軟

らぐ。つまり ，かつては ，鉄道や水路につながっていた工場な

どが，同様にトラックなどで原料 ・製品運搬の便を得て，やは

りζ のくさび状オ ープンスペ ースに建設されるようになる。 と

のため ，かなりの通勤交通流が同心円状になり ， さして混雑を

起さず，またその距離 ・時間はそう長くなることなく …… 都市

は，分散型へ行進 していく。

また個人用車が， 乙のi J . 道なき郊外で不可欠なものになった

ことによって ， ととに住むものにとっても ， 乙乙に勤務先をも

つものにも，あるいは乙こに他の目的でやってくるものにも ，

それは生活必需品の色を濃く していく。一方，都市圏内 lζ ，個

人用車が増大すればするほど，そ して， それと不可分な分散型

の低密度な生活空間が増大すればするほど，都市社会全体に な

くてはならない公共交通機関は ，それに客を奪われるばかりか，

低密度なために客をうまく集めえないととによって，少なく と

も新設 ・延長する条件をなくしてしまう。

とのために足型の放射状の腕は ，途中でその成長はとまり ，

F 3 点、 伊 丹 ｌ ｒ ｵ ＱＱ ｾ ￡

宅 a

tミ

議BZ 這

e  同努

v . o ヌ 降
e  ' / ' A 

df l  t  1:1 11.1111 HJtlll1111 t  11 rt ミ

， 審s c' :_ “ :z  

弘: ぃ U'  I  1， 可否

図 B 分散 ・星二重構造型

そのくさび状空げさ 地を埋めた と同じ ，鉄道なき郊外としての

開発が進んでい く。 乙の時点の都市形態は，その フイン ガーが

伸びるべく して伸 びなかった星型形態 1(， 分散型が大きくおお

いかぶさった都市形態としてしめす乙とができょ う。一図 6一

乙のいわば分散型へ溶解中の二重構造の都市形態では，分 散

型地域では図 ? に示す，車上交通事故を中心 とするモ ータリゼ

ー ション 後期的諸矛盾が続出する。一方，現代日本などにみ ら

れる個人用車が，高密度な星型 ・核型地域へ侵入 したために起

る初期的諸矛盾は， 乙の過程の全期間を通じて，残存する星型

地域，1持 lζ ，その都心部ののがれられない運命となる 。 とい う

のは ，分散地域からそ乙へ通勤するものは，彼らは個人所有車

を持たざるを得ないのであるが，持てば使わないと損だとい う

傾向と ，鉄道への乗り継ぎを嫌がる傾向などによって，空間的

なスキがあれば個人用車でやって乙ようとするからである。都

心部への高速道路建設は ， ζ のスキを作り出し，また平行する

鉄道を疲弊させるととで， ζ の傾向に拍車をかける。 しか し混

みあったビノレなどの近くでは改造は遅々として進まないから交

通マヒなどの初期的矛盾はずっと続く乙とになるわけである 。

もちろん，摩天楼などのビルが間引きされて ，乙の古い核心部

が駐車場や道路の完備された分散型をとれば別である 。 (あ る

いは日本の前衛建築家お好みの オフィ スのボリュ ームの 2 倍の

ノf ーキング ・ヒーJ レ，それに見合 う趨立体的道路を確保した超分

散型も考えられるが，富める アメリ カでもそ うする余力はな い

よ うである。) いずれに しろ，そ うする乙とによっ て，全域が分

散型への溶解を完了すれば，皮肉っ てい うのではないが，後期的

矛盾だけに悩まされる乙とになる 。し か し， フェ ース ・ツウ ・

フェー スな接触の利益を求める情報立地型のオ フィスなどは ，

そういった乙とにおかまいなしに ，どんどん建設されていく 。

ζ の両者の矛盾を 2もlt避けよ うと するならば，現在の二重

構造を解消 して，分散 した資産を星型などの公共交通体系を骨

格とする都市形態へ再編成する以外には打つ手がない 。その 乙

とに，半世紀たってやっと気づいた米国は ，1964年の都市大量

交通法の制定など， ょ うやくとの方向への努力 を 開始 して い

る。 しか し，乙の半世紀の期間は ，あまりにも長きにすぎた。

その聞に形成された血と汗の結晶である分散型地域の資産は ，

ざっといって全米の 7 割にもあたるのであるから ，乙れを再編

成する とと は容易にできる乙とでは ない。手を とまね いている

うちにも ，よ りいっそ う低密な分散型への， よりい っそ うの個

人所有車増大への傾向は深まっていく 。・・ … そして，その果て

は後期的矛盾だけの完全分散型へ。

人対人の，ある いは人対物資 ・サー ビスの多様な接触を容易

にするこ とは，都市 の本質的な目的である し，それを容易にす

るた めに都市交通は機能 しなけ ればならな いのであるが， 乙の

分散型都市 とは，都市を都市た らしめるための都市交通自体 に

よっ て破壊された都市の ，最終的形態なので ある。
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あ る べ き 都 市 形態 ・ 都 市 構 成 ・ 都 市 交 通 施 設 計 画

乙のような ，アメリ カの過去から現在へかけて起った分散型

への溶解現象は ， ζ れから個人所有車が増大してい乙うとする

現在か ら将来の日本 lζ 起る危険性はあまりにも大きい。という

のは ， ζ の現象を生起させる諸要索の相互作用は ， ζ ζ l ζ 詳述

する 紙幅はないが，全く現在の日本でも同様だからである。も

し乙 れら諸要因の根を断ちきるととに成功しない限り ，それは

必ず起ると断言できる。

個人所有車のように ，その空間所要置が大きいものは ，人口

集中の激しいととろ ，地価の高いととろでは ，自動的にその増大

は制限されるという ，楽天的な説があるととは承知している 。

しかしまたそ ういう 地域でとそ ，都市スプロ ーノレが急激に進ん

で，分散型地域を形成しつつある乙とも明白な事実である 。分

散型地域の存在そのものが，個人所有率の増大を呼び起す ζ と

は，米国の例で十分予測できるととである。 …… そして，引き

返すととので きないある時点にきて ， リンチがいう ，それが都

市環境と して安定する超低密状態には ，わが日本列島の全平野

をあててなお空間畳は不足するととを知るととになろう。

とのように ，一般的にいっても ，日本の特殊条件からみても ，

反価値的な個人所有車の増大過程と分散型都市への溶解過程の

進行を未然にくいとめるためには ，計画的意識的な魅力ある公

共交通体系を骨格とする生活空間挫設の道をとる以外 1[， とる

べき道はない。そのような線状の定住地の組合せからなる都市

形態一一大部市では核型，足型，環状型など，中小都市や農村

ではおそらく ，より単純な線型あるいはその簡単な組合せが，

現在から将来へかけての，全文明世界における都市建設の目標

像、でなければならな い。

しかし ， 乙の目標像は無数にあろう。その無数のなかから ，

全住民が乙ぞって ，その地域の目標としうる唯一のものを確定

そのしなければならない 。 ζ のためには ，その都市構成要素 ，

結合要素とし ての都市交通諸施設からなる システ ム，つまり都

市構成を， システム工学的に確定していく作業が緊急に必要と

されている 。

乙の作業は ，いってみれば，建築の設計にひどく類似 した も

のであろう。そ ζ では「室」配置がまづいために「廊下J 一一

交通空間が，いたずらに長くひきまわされたり ，太くなりすぎ

たりする乙とは ，好ましくない案とされよう。また ，数台の エ

レベー ターを追加する代りに ， 1 台のエスカレ ーターを付設す

る乙とによって ，交通をより円滑1とするといった智恵もそとで

は発揮されよう。つまり都市においても構成要素の配列が無秩

序なために起きている不要な交通は ，その配列を有機的にする

乙と によって縮減するよう努力されるだろう。いいかえれば，

それが，現実にある交通要求だからといって，ただ単にそれに

あわせて交通施設を計画するといった ，視野の狭い需要追髄的

な現行の「計画」のどときものはそ乙ではなされないという と

とである。そういった「計画」は ，無秩序のきわみ，分散型都

市へ加速させるものであって，それは計画の名を潜称している

にすぎない。また「個人所有車が増大する。乙れは必然的な傾

向だJ といった ，機械的な仮定に立脚して行なわれている交通

施設計画も また そ乙ではなされないという乙とである 。より安

全で便利 ・快適 ・高速，そ してコン パクトな交通手段への需要

転換がそとでは考えられる。例えば 30，000 人/ 時の交通のため

の20本の道路建設よりは ，1 本の高速鉄道計画。端的 ! とい えば，

リン チの指摘するごとく ，大都市のとの定住地内では ，個人所

有車は完全に禁止されねばなるまい。それに代って定住地内外

の補助交通機関と しての新 しい個人利用車の開発は必至となろ

う。 中都市以下の定住地では ，公共交通体系 lζ 付加 して，かな

りの個人所有車を入れる余地はなくもないだろうが，

大都市で利用され る新しい個人草を付加するほうが，

という乙とになろう。

むしろ ，

望ま しい

乙のシ ステム 工学的な目標像の設定一一乙れが現在，全世界

の都市建設にもっとも欠けているものである。しかし ， ζ れの

実現のための法的 ・財政的裏づけも ，特 lζ 資本主義世界では欠

けている。とれら裏づけがなく ，開発が野放 しにされる とき，

「自動車J 時代の都市のおもむくととろは分散型都市である 。

公共交通体系を骨絡とする都市の建設のためには ， リンチ の形

態でもおわかりのように ，ある地域の開発禁止と ，特定地域にお

ける開発遂行を前提 としている。 法的に開発禁止をとり きめ ，

必要があれば，そとを財政的 lζ 補償し ，また開発遂行を法的に 容

易にし ，そとの権利者ーから開発利益を徴収しうるような制度，

つまりは真に実行力 のある都市計画制度の確立が必要である 。

なお付言するならば，すでに試論的にその概要を述べた米国

の都市形成過程につい て も，システム 工学的な過程一構造解析

が必要であろ う。 乙乙で，個人所有車とその普及初期アメリカ

の社会的経済的生活空間的な諸要因との相互作用を ，米国の若

き都市計画学者 C ・アレキサンダ ーの用語にならっ て，生成シ

ステム (Generat i ng  Syst em)  としよう。また個人所有車と

不 可分な分散都市 ( ならびに米国経済，その生活様式) を包括

的システム (Syst em as a  Whole)  としよう。とすれば， 乙

の作業は次の乙とを確定する 乙と になるようである 。つ まり ，

その分散都市は ，迫伝情報と してのその生成シス テムからつく

り出された ， 1 つの成熟体としての包括的システムであると …

。人間的価値観を加えた比愉を用いるならば，分散型都市 と

は，正常細胞組織としての現実の星型都市が，そのある体質的

な欠陥のゆえに ，個人所有率とい う発ガン物質によ って，公共

交通なき郊外としての異常細胞ならびによりー屈の個人所有車

を増殖させていった終局の姿一一異常細胞だけから なる有機体

にほかならないという乙とが，今以上 lζ 明確になる だろう。

システム 工学的な生活空間の目標像( 極楽園〉 と反 ・目標像

( 地獄絵) の設定ならびに真の計画制度の確立，そ して それ ら

上位の計画的枠組のなかでのみ，個々の都市交通施設計画は ，

真( [ ; 生活空間建設に寄与しうるのだという ζ と一一 ζ のことが

小論でもっとも強調したい乙とである。

( ゆかわとしかず : 長崎造絶大学建築学科助教授)
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大阪国際空港では現在，今年末の竣功を目指して新タ ーミナ J レヒツレの

建設が急ピッチで進められている。乙の工事は3α)() mの新滑走路，誘導

路，エプロンエリヤの獲備， I L S ' A S D E などの航空保安施設およ

び国際園内貨物ターミナノレの新設を含む同空港の拡張整備計画の一環 と

して行な われているものであり ，来春に予定される新タ ー ミナノレの供用

開始時には前面道路駐車場とともにタ ー ミナノレエリヤの面白は一新され

る乙とになろう 。

.6. ター ミナ J レビJ レ昔|画概要

新ターミナノレピJ レは，将来の旅客拓: 婆予測を2去に第 l 段階として国際

線65万人/ 年，国内線 ωo万人/ 年の取扱い能力を持つよう計画されて

おり ，当初は ワンハ ーフ ・レベル型式( 1階で接車， 2 階で塔一采) を採

用しているが，将来は前面道路を 2 屈にする乙とによりツ ー ・レベ J レ型

式 lζ 移行する予定である。エプロン型式としては欧米の大規模空港lζ 例

の多いフインガー型式が採用され，4 本のフィンガーに近接しておの駐

機スポッ卜が計画されている。

ターミナ ルピJ レのレイアウトは模型写真に示されているよ うに ，中央

IL航空管制機能を含む高層ブロック ( S R C造，地下 2階地上 8階建)

を置き ，両側K 国際線および国内線の旅客取扱いブロック( 各 S 造， 4  

階建) を配置した形となっており，各フインガー ・ゲー トラウンジ ( S

造， 2 階建) を含め延面積およ そ90，∞0111の規模である。

・旅客の取扱い

国際線の出発旅客は 1 階レベソレで'11王から降り， 3 階分の吹抜け空閣を

持つチケットロ ビー に入る。 コモ ン・ユース( 各社共同使用〕型式のカ

ウンターでチェックインを済ませた後エス カレ ーターを経て 3 階の出発

ロビーに向う。乙乙 lζ は銀行，売庖，特別待合室，il(報m話などの施設

が用意されておりコ ーヒ ーショップも近くに位置し ている。出発の アナ

ウン スが行なわれると旅客は閉じレベルの出国手続エリヤを通り出国待

合室に入り ，ζ ζ からフインガーの 2 階部分を経て航空機に塔乗する乙

とになる。見送客は同じレベノレのエプロン側からそのまま送迎デッキを

兼ねたフインガーの屋上へ出る乙とができる。

到着旅客は フィンガーの 2 階レベルか らそのまま入国待合室 IC入るよ

うになっており ，メ インビノレ内部で、は出発旅客と分離されている。検疫

とパスポ ート の検査を済ますと ，26台の税関検査チャンネノレを見渡せる

パノレ コニー を経て l 階のパゲージクレ ームlζ 逮する。手荷物の検査を終

え入国検査場をでると ，到着ロビ ーをはさんですぐ前に前面道路が位置

しておりタクシ ー ・パスのりばまで僅かの歩行距離である。

一方，国内線の出発旅客は園内線プ ロックの 1 階チケットロビーでチ

ェッ クインした後，エスカレ ーターで 2 階に上り建物巾一杯に広がる出

発ロビーに達する。乙乙に は売庖，コー ヒーショップ，レストラン が配

置されている。旅客はさらにフィンガーを経て駐機スポット近くのゲー

トラウンジで、港乗を待っととになるが，ゲー トにはそのままのレベルで

乗降できる ロー ディング ・ブリッジが設けられる予定である。ゲ ート ラ

ウンジ の採用はわが国では初めての試みであり ，将来は旅客の出発待時

聞を短縮するため欧米の一部でt実施されているゲー ト・チェックイン方

式の採用も可能としている。

到着旅客は同じフィンガーからメインビルの l 階へエスカレ ーターで

下 りパゲージクレ ームに至る。 ζ 乙で手荷物を受取った旅客はそのまま

到着ロビーに入り ，近くに位置するタクシ ー ・パスを利用するかあるい

は道路を横断 して前面広場の駐車場へ向う。到着ロビーは天井高さ 10. 2

m の大空間であり ，乙ζ 11: は旅行 ・交通 ・レンタカ ーの案内所 ・売庖 ・

公衆電話などの施設が用意されよう。

中央ブロックの 2 階部分にはショッピング ・センターを兼ねた公共

通路が設けられ， 国際線および国内線メ インロビーを相互に結んでい

る。また ， 3 階に は l∞室のエヤポ ート ホテ J レとレストラン ・パーなど

の飲食施設が計画されており ，各メインロ ビー からもあるいは l 階の道

路レベソレからもアプロ ーチされる。

・建築および設備

旅客取扱いプロックの構造は純鉄骨造とし ，将来の増改設の可能性を

考慮して巨大な屋根架構 ( 4 階レベソレ) を支持する主柱と変動の予想さ

れる 2 ， 3 階レベ J レの床構造を受持つ副次的な柱とは明確に分離されて

おり ，将来高架道路が建設された場合には，道路側の吹抜部分IL独立し

た構造床を設ける乙とに より ツー ・レベノレ型式 ( C対応するよう計画され

ている。平商は7. 2mX 7.2 mのグリッドが基準lζ 選ばれ，旅客公衆エリ

ヤにおける最大スパンは21. 6mとなっている。

外部エプロン側には耐候性高張力鋼を主材としたガスケット型式のカ

ーテンウオ ーJ レが使用され，厚l Ommの熱線吸収ガラスが依込まれてい

る。内部仕上材には耐久性，互敏性，メインテナンスを考慮してプラス

チッ クスの成形板 ・化粧パネル，アノレミ材が多く使用されている。また ，

旅客公衆ロビーの天井はアノレミ J レーパーと 吸音材との構成としている

が，外部窓の遮音性能やスピーカ ー配置と関連して音響上の問題につい

ては特( 1: 検討が重ねられた。

空気調和はロビー ・ゲー トラウンジを含む旅客公衆エリヤ ，官庁およ

びエヤラインのオフィス ，コ ンセッションなどすべての部分にわたって

行なわれている 。冷温水は中央フ、ロック地階の中央機械室から供給され，

全シ ステムが中央監視室において自動制御される ζ とになろう。なお，

空調および電気設備は複雑な機能を包含しているタ ー ミナ J レビ J レの性格

上， 各フザ ロック毎に用途 ・財産区分( 宮・民・共有) 別 11: 取扱い，各ゾー

ン毎 lζ 2 次機械室 ・電気室が設けられたっ旅客公衆ロビーの照明には，

空間の大きさ ，配光性能，演色性の点、からハロケ、ン水銀灯による天井照

明が選ばれている。

ノマブリック ・アナウンスメント ， I  T V，フライト ・スケジューノレボ

ー ド，各種サインボードを含むインフオメーション設備は，航空旅客の高

速移動IL対する有効な情報提供設備として空港タ ー ミナルの機能に欠く

ことのできないものであり ，特 lζ ビジュアノレなものに関しては国際性，

公共性を考慮しながら用語，シンボ J レ， 色彩，明視皮などデザイン面に

おける検討が進められている。

.6. 空港~都心閣の地上交通

航空機の大型化に伴い，急増する航空旅客の空港~都心簡の輸送問題

に対する関心は最近特に高まっているが，乙れまでほとんど自動車交通

のみ に依存して来た欧米の主要空港においても乙の問題を解決するため

種々 の計画が真剣に研究されている。

近年，大量高速輸送手段として鉄道が再びクローズアップされて来て

いる のもその現れであろう。たとえば，ロ ンドン ・ヒー スロ ー空港の場

合， 現在空港~都心閣を結ぶ交通路はM 4 と呼ばれる高速道路が主なも

のであり旅客の8 0 %が利用しているが，毎年1296を越える増加を続け る

高速道路の交通誌は現状でもかなりの混雑を見せており ，空港当局は将

来の旅客需要lζ 応じるため市内のビクトリア駅から空港11 : 直結する専用

地下鉄道を計画している。現在，専用鉄道による輸送システ ムを持つ空

港はブ リュッセ J レ， ロンドン ・ガトウィックなど少数の例が見られるに

過 ぎないが，昨年 5 月lζ オープンしたアムステルダム ・スキップオ ール

空港新タ ー ミナノレにおいても空港とアムステ J レダム およびハーグ市内と

を結ぶ鉄道がマスタ ープランに組込まれており ，新滑走路を横断する鉄

道用の地下トンネノレがすでに用意されている。乙のほかニュ ーヨーク ・

ケネディ 空港の場合は，混雑する ロングアイランドの高速道路を避ける

ため，現在ほとんど使用されていない鉄道支線を利用して軌道用車輸を

備えたパスを走らせるという実用的なアイデアを検討中であり ，また ロ

スア ンゼJ レス空港でt は大型ノてス 11 : 特殊なヘリコプターを装着 して市内タ

ー ミナノレと 空港を結ぶ 「スカイラ ウンジ」と呼ばれる新しい輸送システ

ムを開発 しつ つある。

大阪国際空港の場合，名神高速道路lζ 接続した阪神高速道路 ・空港線

が新設され空港~都心聞の所要時間は大幅に短縮されたが，益々増大す

る旅客需要を自動車交通のみで処理する乙とは将来困難になる もの と予

想さ れ，有効な大量高速輸送手段の実現が望まれる。

高速 ・大量化する都市間交通とのジ ヤンク ションとし て，空港タ ーミ

ナJ レの持つ機能を最大限 11 : 発揮させる乙とは地上交通問題の解決無くし

ては決して得られないであろう。

( た けもとじようたろう: 安井建築役計事務所大阪国際空港設計室長〉
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阪 神 高 速 道 路 の 現 状 と 計 画

阪神高速道路公団は，去る 5 月 1 日IC 6 周年を迎えた訳であるが， ζ

の間建設工事高も逐年増加し ，昭和43年度は建設資として 316 億円が計

上 されている。

また，昨年は高速大阪地回線の梅田~盟中北関( 延長11. 1  km) が開通

し，大阪の高速道路利用台数は飛躍的 lζ 増大した。加えて ζ の5 月 1 日

lCは高速大阪守口線の一部区間，および高速道路森小路線( 中之島~森

小路間，延長 6. 5km) が開通し ，都心と大阪東北部地区との距離短縮が

実現した。
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また . 3月22日には第 5 次道路整備 5 カ年計画が閣議決定され，当公

団 も昭和42年度以後. 46年度末までの 5 カ年閣に 2，300億円の事業践を

もって建設を進めるとととされており ，乙の日|画達成時点、での阪神高速

道路供用延長は 101. 4kmとなる見込みである。

さらに 4 月 1 日! とは基本計閲

( 建設大臣から公団lζ 対する工事

施行命令) が変更指示され，万国

博関連路線はと乙 lζ すべて建設を

指示されたわけである。

次K . 高速道路の利用状況と ，

道路整備 5 カ年計画を中心! とした

建設現況，計画を述べる。

1. 高速道路の利用状況

阪神高速道路は，昭和39年 6 月

28 日，高速大阪池田線( 当時は高

速道路 1 号線) 湊町~土佐堀間，

延長2. 3kmを最初に供用して以来，

各路線，区間 とも早期着工lζ 努め

て: J l 乙マ ヒ寸前の街路交通を幾分

でも緩和させるため，たとえ短区

間であっても ，完成区間は直ちに

供用すると いう方針で進めてき

た。各供用開始時点での利用台数

は図一 l のとうりである。すなわ

ち. 42年10月26日の高速大阪池田

線梅田~坐中北関全通以前はその

真価を発揮するに至っていなかっ
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たが，同区間全通以後，通行台数は飛躍的に増大し ，以後も増加の一途

をとってきた。

乙のたび，高速大阪守口線が開通 して未だ旬日を経ていないが，料金

変更( 従来は暫定料金，普通車l ∞円大型車2∞円であって 5 月 1 日より

普通車150円，大型車3∞円とな った) にもかかわらず，利用台数は平 日

で10万台を超えている状況である。

2.  道路整備 5 カ年計画

阪神高速道路の建設は，第 3 次道路盤備 5 カ年計画( 昭和36年度- 40

年度) の第 2 年度であ る昭和37年度より 開始された訳であるが，以後，

乙の第 3 次計画ならびに第 4 次計画( 昭和39年度- 43年度) とも ，交通

ｊ ＭＢＭ ｦｾ の予想外の伸び ｬζ 対応し切れず ， い ずれもその計画の達成を待たす、し

て改定され，今回の第 5 次道路整備 5 カ年計画に入った訳である。

乙の第 5 次計画では，総額 6 兆6.α)() 億円の投資がなされる乙と とさ

れ，うち有料道路事業には l 兆8. 0∞億円が見込まれている。阪神高速

道路建設については乙の l 兆8.α 氾億円の中1 C2. 3C剛志円が計上されてい

る。乙の 5 カ年計画 [ζ 基づく阪神高速道路の各路線の建設計画は次のと

うりである n

(1) 高速大阪池田線 ( 阿倍野区山王町~池岡市空港〔町〕延長25.5km)

本路線[1 1心環状線部分( 延長 11. 1  km) および梅悶~盟中北間( 延長11.

2km) 計 22. 3kmがすでに開通しているのあと ，阿倍野区山王sIJ - 浪速区

日本橋東( 環状線部への接紘地点) 0.8kmおよひ車中北~池匠i市空港問

2. 3kmは， 何れも卒業施行 rl1で万博関述恒業として昭和45年 3 月完成を

回途!ζ 建設を進めている。

(2)  高速大阪東大阪線 ( 西区阿波座~京大阪市長田，延長約8. 71Im)

本路線は，全線都市計画l街路築港深・江線( 東大阪市内は築港枚岡総)

上を通る乙とになっている。乙のうち船場地区については，大阪市施行

中之島 1丁目インタ ーチヱンジ付近



の築港深江線街路事業にあわせ同時K 築造するもので，高速道路用地取

得について昭和40年度より大阪市へ事業委託して実施しており ，現在，

御堂筋~三休橋筋間を除いておおむね用地取得が完了 している。魚棚筋

~f守屋町延長 980m の区聞は，高速道路 ( 6 車線) および高架街路 ( 3

車線 x 2) の路下に 10械のビソレが建設される乙とになっている。 ζ れに

より都心部の再開発に寄与し ，新しい船場の発展を図るとともに要移転

者が当ビ、J レに復帰できるよう配慮されたものである。万博開催時点K は

西横堀川~法円坂町間，約 1. 9凶を完成させることとなっており ，残区

間もとの 5 カ年計画内に完成させる計画である。

(3)  高速大阪守口線 ( 北区中之島~守口市大庭七番，延長約 10.5km)

当路線は，起点で高速大阪池田線環状線部lζ 接続し ，天満堀川上を北

に進み，旧淀川右岸寄りを経て城北辺j河IC入り ，旭区中宮町で北折し ，

あと !日榎川 ，淀川左岸用水幹線水路を経て終点に至るものである。

本路線中，中之島~中宮町間，約 5.2kmは，次の高速道路森小路線と

ともにすでに完成し ，5 月 l 日より供用開始している。中宮町以北，守

口市K 至る延長 5.3kmの区間は，5 カ年計画に採択されているが，地元

において高速道路公害を懸念して建設反対の芦があり ，現在末だ着工の

運びに到っていない。

一方交通上からの本路線建設の要請は日毎に高まりつつあり ，当公団

としては早急に解決の運びに到り着工できるよう期待している。

(4)  高速道路森小路線 ( 旭区中宮町~同区古市大通，延長約1. 3km)

従来，高速道路 3 号線と称されていたが，乙の 4 月から ，路線名称が

変更された。 5 月 1 日より全線供用されている。

(5)  高速大阪堺線 ( 南区高津町~堺市翁橋町，延長約13. 1km)

乙の路線は起点より都市計画街路泉尾今塁線上を西進し ，汐見橋附近

で左折し ，尼崎堺線上を経て卜三間川に入り ，大和川を越え，堺市内の

土居川を経て，終点で大阪中央環状線lζ 接続する路線である。

用地取得は昭和40年度から着手しており ，本年度は湊町~堺市閣の用

地取得の大宮E分を完了させる計画である。

工事は昭和42年度より着手 し， 現在，下部工事は大部分発注済みで，

上部工事にも一部着手している。

淡町~堺市翁橋町間( 延長約11. 6km) は， 万博関連事業として昭和45

年までに完成させる予定であり ，高津町~湊町聞については，乙 の第 5

図- 2 道路整備 5 カ年計画図 万博関連計画図
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次 5 カ年計画，ならびに次期 5 カ年計画にわたり建設する計画である。

(6)  高速道路西大阪線 ( 西成区南関~港区八雲町，延長約3. 6km)

乙の路線は西成区津守町付近で高速大阪堺線より分岐し ，国道43号上

を西北進し ，安治川大橋南詰めに取付く路線である。本路線中，木津川

尻無川 l渡河部については， 国道橋梁と一体的構造となるため，公団は近

畿地建lζ 工事を委託し ，合併施行で行なう乙ととしすでに下部工事に着

手している。当路線も昭和45年完成の予定である η

(1) 高速神戸西宮線 ( 須磨区月見山町~西宮市今津水波町，延長約25. 3

11m) 

本路線は従来の神戸 l 号線全線を含み，さらに第 2 阪神国道上を東進

して名神高速道路西宮 インタ ーチェンジに至ら しめるもので，昨年12月

兵庫県道として路線認定がなされた。との路線につ いて特記すべき事項

としては，灘区新在家付近以東の設計速度を，毎時80kmとしている乙と

である。従来，阪神高速道路の設計速度は都市内高速道路としての性格

上原則としてすべて ωk m/ H であった。当路線は，都市内高速道路では

あるが，反面，大阪，神戸の二大都市を結ぶという性格ももち，80km/ H  

とする乙とに踏切ったものである。

したがって計画幅員も他路線は 4 車線 2 方向の場合， 17. 6m である

が， ζ の場合は， 20.25m とされている。万博開催時点には少くとも本

線部分を完成せしめ供用する予定である。

(8)  大阪西宮線 ( 仮称)

乙の路線は，J レートは未決定であるが，部j述の高速神戸西宮線を東へ

延伸し ，尼崎市を経て大阪市内 IC入り ，大阪高速道路網にに接続せ しめ

るもので，第 5 次 5 カ年計画内で完成させる乙とになっている。

(9)  大阪松原線 ( 仮称)

高速大阪池田線の起点より南へ向い，阿倍野区，東住吉区を経て，松

原市で，近畿自動車道松原インターチェ ンジ IC接続する路線で，第 5 次

5 カ年計画と次期 5 カ年計画にわた り建設される予定である。

5 カ年計画では以上 9 路線，延長113.7kmの建設を行なう計画であ り，

(図- 2 ) ，乙 のうち万博までには79. 6kmを完成させ，万国博覧会開催

時の交通処理に当りたい考えである。

〈うえのまさき : 阪神高速道路公団計画第一銭耳目怠事〉
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夫隆田上
大 阪 市 街 路 立 体 交 差 計 画

昭和50年，65年の道路交通供給量

l  地 ド ｉｾ ト区 、分¥~¥~~~、~¥遺~一路ー刊等］ｾ ｉ＠ 5  内v 緑F 予

6  5 年

商法 | 一 |一般都 高 速 | … 「般都

道路 道噂高速路 I改般良 計街路 道路 箪道高速路 I改般良計街路

延 長( 回〉 40 20 31 53 65 20 33 60 

I  t串 車 線 数 4  8  6- 4  6- 4 4  8  6- 4  6- 4  

心 車 線 延 長 ( km) 1ω  160 152 272 260 160 166 300 

車線当り 容量( 台/ 日) 15，∞o  10，000 7，500 6，250 15，∞o  10，∞o  7，5∞ 6，250 

部 |容量(則 的 / 日 〉 2. 4  1. 6  1. 1  1. 7  3.9  1. 6  1. 3  1. 8  

容 量 小 計 6.8  8.6  

延 長 ( km) 20 74  71 85 55 82 103 109 

周 耳E 線 数 4  8  6- 4  6- 4  4  8  6- 4  6- 4  

辺

車 線 延 長 ( km) 80 592 410  512  220 656 603 704 

車線当 り容量( 台/ 日) 15，000 10，000 7，500 6，250  15，0∞ 10，000  7，500 6，250  

容量( 100万台キ ロ/ 日) 1. 2  5. 9 3. 0 3. 2 3.3  6. 6 4. 4 4.4  

容 量 小 計 13.3  18.7  

{  骨

量 針 20. 1  27.3  

表 - 1

大阪市における自動車交通置は近年ますます増大し ， 自動車登録台数

(含 2 輪) は昭和30年! [ 79千台であったものが，35年には l 必千台， 40 

年にはお5千台，42年 I[ は398千台と大巾な増加を示している。

一 方，昭和40年の自動車起終点調査によれば，都心 4 区に起点または

終点をもっトリッ プ数は 83万台と 全市約 178万台の 47% を占め単位面積

当りの交通発生畳は全市平均の約 4 倍の高率を示している。

また交差点の交通量増加状況をみると，都心部主要交差点目カ所の平

均交通畳 ( 12時間) は昭和38年- 42年の悶，59， 63， 65， 65， 65千台，

周辺部交差点24カ所の平均交通畳は56，60， 59， 60， 61千台といずれも

昭和39年頃から頭打ちの状態にあり ，本市内の交差点は飽和状態に ある

乙とを示し ている。 乙の 乙とは交通停滞発生交差点数の推移をみると明

白となる。すなわち昭和37年77カ所であったのが， 38年 131カ所 ，39年 145

カ所，40年217カ所と急激な増加を示している。乙のようにマ ヒ状態! [ あ

めじIま

る道路交通への対策としては，都市

高速道路，一般街路の拡充裟備など

が万国博開催 とも関連して急 ピッチ

でt行なわれている。従って街路の立

体改良も乙の街路事業の一環 として

整備される乙と は もちろんである。

そ乙で主として本市総合計画基本

構想をもとにして街路整備の基本方

針および交差点改良の計画をのベる

乙とにする。

将来交通量の需給算定

一般街路整備の基本方針

( ア) 平面街路については現に計画

決定している都市計画街路の完成を

はかり ，特! L 必要な新路線を追加す

る。主要街路については交差点改良

や高性能信号機を設置して準高速道

路とし街路容量の増加をはかる。

( イ) 自動車交通量の増加とともに

交通事故が激増 し， しかも歩行者の

事故死者数が全事故死者数の 5 割に

も及んでいる 。従って人事の分離を

原則とした歩行者と街路交通の安全

対策を次のように行なう。

A . 歩行者にとって安全で快適な専

用の交通路を市内に導入するためス

ーパーブ ロッ夕方式により再開発を

行なう 地区から推進する。

交通E の伸び率は昭和37年! [ 比べ

50年で約 3 倍，65年では約 4 倍とな

り，65年の需要誌は都心部 850 万台

キロ ，周辺部 1，720万台キロ，市内

2，570万台キロとな る。乙の将来交

通需要に対する供給量は表一 l のと

おり であ り，65年! [ は市内 2，730万

台キロの道路交通供給量を もっ道路

整備計画が立案されている。
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B . 街路の全面舗装を急、ぐとともに

街路灯の設置や屋外広告物の規制な

どによって，運転手の心理的，肉体

的疲労を防ぎ，また都市景観を楽し

める街にする 。

谷町九丁 包立体交差図

c. 街路の歩車道の境界を明確にす

るためガー ドレーJ レなどを設置す

る。また広幅員の街路横断施設は地

下道または人道橋により立体化す

る。

D. 街路と鉄道の立体化により踏切

事故の発生を防ぐ。

E. 住宅地内の細街路は自動車の通

行を禁止して歩行者専用舗装道とす

る。

4.  交差点の処理方式と その効果

街路交通容量は交差点の容量によ

って制限されるので，街路容量の増

加を図るためには交差点附近の交通

流を効果的に処理する乙とが最重点

と考えられる。そこで交差点の改良

三ＮＮＭ Ｚｾｾ

、

--

の方式すなわち街路交通改善の方式についてのべる乙ととする 。

(ア〕交通混雑の激しい交差点を改良する。( 信号周期の調節，街路の

拡幅，立体交差など)

(イ ) 連続的に交差点を改良する。 ( オーバーパス ，アン ダーパス)

( ウ) 交通の激 しい路線lζ 沿って高架または掘割の自動車専用道路を平

行に架設する。 (バイパス)

( エ) 自動車専用道路網を都市内に張りめぐ らす。

以上のような方式が考えられるが，改良する交差点の特徴がそれぞれ

異なるので，その交差点を通過する自動車の走行目的，走行経路，出発

地，目的地など交通流の特性および都市景観，防災効果，沿道サ ー ビス

など都市の土地利用の面からも検討を加え，その交差点に適した計画を

立案しなければならない。

次 iζ 交差点改良の効果としては次の諸点があると考え られる。

(ア) 一般に交差街路の交通量が適切な配分であるときは，立体化によ

る容量増加は約60% であり ，東京都の観測例によっても約20- 3096処理

能力が増加している。従って系統的に立体化すれば街路網全体の能力の

向上を期待できる。

( イ) 信号待ちなどによる時間的 ロス，停止発進による燃料ロスの消

滅， 有害ガス 発生量の低下， 精神的緊張の緩和などをはかることがで

きる 。

( ウ) 平面交差点lζ 比べ交通事故発生率を減少せしめること ができる。

5. 大阪市の交差点改良計画 ( 目標年次 昭和65年〉

図IC示すように ， 主要交差点 108カ所( うち立体交差84カ所) の改良

を行なって平函街路の交通容畳を増加させる 。特に尼崎平野線( 第 2 阪

神国道) ，歌島豊塁線，服部十三線，曽根御幣島線，加島天下茶屋線，

御堂筋線，桜島守口線，長柄堺線，古市清水線，泉尾今塁線，新庄大和

川線，倣津喜連線および淀川南岸線などの主要路線については主要交差

点を立体化し準高速道路( 延長約 l∞km) とする。例えば長柄島車線は ，

空心町，天満橋，谷町4 丁目 ，谷町 6 丁目 ，谷町 9 丁目など上住吉にい

たる主要交差点を立体化する。 ζ れらのほか，都市美観などの観点から

立体化が好ま しくないところは，平面改良，高性能信号険の設置などに

よる方式で交差点を改良し ，乙の路線を約 140km設定する。

6. 交差点改良事業の実施状況

大阪市におけ る交差点の改良事業は，まだその絡についたばかりで，

都市計画として計画決定したものは，長柄堺線の空心町，天満橋，谷町

谷町 Ｙ 丁 目交差点改良 トンネ ｊ ｾ 部 分 断面図

4 丁目，谷町 6 丁目 ，谷町 9 丁目 ，維寺町の 6 カ所，築港深江線の緑橋

深江橋の 2 カ所計 8 カ所で，その うち工事中のものは谷町 9 丁目 1 カ所

のみで，その工事の概要は次のとおりである。

長柄堺線( 幅員40m) と泉尾今塁線( 幅員50111) の交点で，長柄堺線

方向の 4 車線( 有効幅員 13.5111) をアンダーパス方式で立体交差さすも

のである。乙の立体改良事業の特徴は図 IC示すとおり地下 l 階部分がア

ンダ ーパス道路，地下 2 階部分が地下鉄 2 号線，地下 3 階部分が地下鉄

5 号線および近鉄の延伸線と地下において三重に立体交差している乙と

である。工事期間などは次のとおりである。

工事期間 昭和41年 10月~昭和43年 10月

延 長 311. 5111 内トンネノレ部 72.0111

幅 員 15. 6111 有効 13.5111

総 工 費 約 2 億 7 千万円

7. む す び

以上，大阪市の交差点、改良計聞の概婆を述べたが，その改良事業は着

手されたばかりであり ，一方自動車交通置は日々増大し交通災害も増加

の一途をたどっている。

乙のように増加する交通災害を最少限におさえるとともに，都市内の

交通i流を 円滑に処理するため，道路整備は今日の都市に与えら れた急務

であり ，交差点の改良事業もその一手法として行なわれるの はもちろん

である。しか し今後は単iζ 一道路の整備，一交差点の改良に とどまるの

ではなく ，理怨的な都市建設のため ，都市再開発の一環として事業の推

進をはかる必要があると考えられる。

〔うえだたかお 。大阪市総合計画局計画部再開発計画課都市施設係長)
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駐 車 場 の整 備

六甲 山系の臨海部にしがみついた細長い神戸の街で、

は建築物の敷地が極端に細分化され， 各 ビノレには ，

par  k  i  ng- s  pace を持つ余地が少ないために， 駐車需

要度が非常に高い傾向にある 。

現在市内の 自動車数は 11万台となっており ，毎日市

域の内側で動いてい る車車両は延 40 万台を越え ，ci t y 

zone の内外にまたがって動き廻っている車が約 10万

台ある。

乙れに対 して，市街地lζ おける駐車施設は約 3 万台
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の収容カを持つてはいるが，なお，延10万台以上の自動車が青

空駐車をして道路本来の機能をマ ヒさせており ，ひいては，交

通事故多発の一因ともなっている 。乙れが，昭和50年ICは， 3  

- 4 万台分の par ki ng space が不足するものと推定され，公

共駐車場の整備計画が次第 IC実施段階lζ 入っている。

しか し， すべての park ing de mand を publi c の駐車場で

受け入れる ( parki ng supply) のは困難であり ，神戸市では

具体的施策として，次の 3 方法を採用 している e

(1) 建築物に附置する駐車施設の拡充

(2)  民営モ ータープールの指導育成

(3) 公共駐車場の建設

(1) 建築物に附置する駐車施設の拡充

ピJ レl ζcar port がなくては ，bui ldi ng としての機能が半減

するととは， 今や常識化され，古い ビノレの建て替えは，処々に

見られる。と ζ ろが，新築または増改築されたヒツレの park ing

space がなお少ないのはど うい うわけであろう。神戸市では 3.000rrf 以

上の建築物の新増築に対 し， 条例で parki ng area の附置を義務づけ

ており ，※ 昭和43年 4 月現在17か所342台収容とかなり成果を上けてきて

いる。

しかし ，各市の条例は，最低の基準を示しているにすぎない。その建

物の用途により ，少なくとも20年先までの発生駐車需要は ，施主が，そ

して設計者が当然考えた上で広い space をとることが， 近視眼的な節

約よりも ，J'J; IC経済的な建築といえないだろうか。

0" 近畿建築士会長、「ひろばJ 1967.7. 拙筆「ピルとパーキングエリャ」京阪神比校怠照)

(2)  民営 Mot er -pool の指導育成

mot or- pool を開設 しよう とする 人に対して，設計から経営，管理 IC

亘って consultant の役目を果すとともに ，park ing 業者の団体であ る

「神戸駐車協会J (K OB E  P ARK I NG A SSOCI ATI ON) のOF F I CE

を置いている。民営の mot or- pool は，昭和35年頃からでき初め ，現在

1. 212か所，収容台数 20.397 台に成長しており ，今後はしだいに住居地

域にも浸透してゆく傾向にある。

(3)  公共駐車場の建設

公共駐車場は， 既設 1，建設中 1，着工手続完了 1 ，計画中 3 ，計 6

か所が具体化 してい る。

公共駐車湯の設置によ り影響を受ける範囲を，半径 3∞m の円内 と考

え，目下都心部 (駐車場整備地区内 ) IC全力をあげているが，40年代後

半には，東西の副都心にも着手する乙とになろう。経済界の地盤の弱い

本市では，巨額の費用を要する大規織な駐車場建設は，その財源を市債

の発行により ，市独自の施行すると乙ろとなって，民間会社の特許事業

という形は，当分の間は無理と考えている。

公 共 駐 車 場

(1)  三宮駐車場

基本計悶 神 戸 市 土 木 局 敷 地 面 積 5.579111'  

段 計 日建設計工邸側 延 床 面 積 10. 383m'  

監 理 神戸市土木局，住宅局 駐車湯 9. 809nl 

施 工 側藤田組，浅海電気附 B ，F  5.214 m' 

エ 期 昭 . 41. 4.  - 42.  10  B . F  4.  595m'  

連絡路 574m'  

ζ の駐車場は，幅員50メー トルの フラワーロー ドの路下IC設けられて

おり，南北延長112m，東西46. 6 mで，西側 ICB 2F への導入 ramp wa y  

をと り，躯体中央IC B 1 F から道路上への 出革路を持つ。また ，北部IC

は， 日本最大の地下街 「さん ちかタ ウン J ( sant i ka  t own) および

神戸uffi ーのpubli c hal l を持つ国際会館への連絡通路を設けて，交差点

歩行者の安全横断を図る とと もに ，駐車場から地表への連絡階段も 3 か

所設置 している。

躯体構造は，南北に桁を有し ，横断面耐力計算は，東西方向 IC切った

ラーメン構造で，床版は一方向版と して計算されている。

shoppi ng  cent er とbusi ness cent er IC近接した立地条件により ，

神 戸 市 駐 車 場 獲 備 計 画
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昨年10月開場以来好評を博し ， 1 日1. C問 台以上の車K 利用されている 。

償還計画の企てにくい公共駐車場では，成功した一例といえよう。

(2) 花隈駐車場

基本計画 神 戸 市 土 木 局

設 計 目建股計工務附

監 理 神戸市土木局，住宅局

施 工 的問題役工業附，三建

股備側. 八千代電録制

工 期 昭 42. 10. - 44.  3.  

敷 地 面 積

建 築 面 積

廷 床 面 積

l F  

BI F  

B. F  

B. F  

4. 189.2m'  

3.377.2m'  

8. 9i 7.0m'  

58.  3m'  

2. 737.8m'  

3. 029.  2m'  

3. 151， 7m'  

坂の多い神戸の地形をうまく利用した ski p fl oor の建築物で ， 1台

当面積32rrf と非常に効率がよ い。敷地は戦国時代の古城の一部である と

いう説もあ り，来年 3月竣工時に は，城E止風の噴水公闘のパーキ ング と

して，若者たち の絶好の散策地となろう。

(3)  湊川公国駐車場

基本計画 神 戸 市 土 木 局 監 理 神戸市土木局，住宅局

設 計 日建設計工務附 完 工 附 藤 田 紐

帯状に延びた都心の西端，新開地，福原地区の再開発を目的 とするも

ので公園整備を兼ねている。近々着工と同時に ，旧い神戸の symbol で

ある神戸 タワーを解体する とと になる。

3 将 来 の 夢

(1)  Hi gh  Wa y との直結

市街地へ乗入れる hi gh way は平面道路の混雑解消には特効薬であ

る。しかし ， interchange と par ki ng zone の距離が速すぎる と，

逆に一部の平面道路の交通がふくそうする乙 とになりかねな い。だか ら

hi gh  wa y と t ruck t ur mi nal および一般車の parki ng areaを直結

しよう。 そして平面道路はパス IC解放しようっ平均時速40kmで走れる よ

う}亡。

(2)  Par k &  Ri de Systern 

個人消費的見地 か らでなく ， 都市計画的見地からいって， 通勤用 マ

イカーほどゼイタク なもの はない。朝夕は道路を完全占領 し， 昼間は

par ki ng zone を私有化 して しまう。だから ， 通勤車は市街地の周辺

部で of f l i mi t しよう。端部のタ ー ミナ J レIC大駐車場を作り ， そとか

ら都心へは大量輸送機関に乗り替えていただ乙う。その頃になる と街中

の駐車料金は今のざ っと10倍程度になるだろう。

(3)  都市繁栄の Barornet er

publi c  par ki ng  cent er の適正配置が都市の趨勢を左右する l時代が

やってき た。巨大な par ki ng space を持つ郊外の super- mar ket が

人々 を駐車場の小ない down to wn から遠ざけた結果， 都心はスラム

化し て行っ た。乙れは海の向 う側の話で済む ととだろう か。若き建築家

iζ 訴え る。未開の分野の多い駐車問題にもっ と自を向けられたい。そ し

て，都市交通に関係する 人， 関心を持つ人すべてが，乙の問題 i par ki ng

probl e mJ を真剣 IC考え ，都市が人々にとって夢のある と乙ろに しよう

ではな いか 。 ( な か の よ お じ : 神戸市土木局道路節管理限駐車結係)
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地下鉄難波駅周辺の建設改良工事について

現在の地下鉄 1号線難波駅の乗降場は巾 7 m従氾，長さ 180mの島式プ

ラッ トホームで，中階への乗降階段は， 南端( 巾 5 m7∞) 北端( 巾 4

m240) 中央北寄 2 カ所( 巾 2 m860と 1 m570X  2) 計 4 カ所ある。

戦前は南端と中央部 lζ エスカレ ーターが設置されていたのであるが，

戦時中の金属回収運動で接収され，戦後は鉄筋 コンクリ ー ト階段に改造

表- 1

名 プラットホーム

I$ili 員

新 大 阪 12.000m I  

梅 回 9. 000 

l  

淀 屋 橋 8. 100 

号 一 一

線 本
町 7.600 

心 斉 橋 8. 100 

1l!1t  波 7. 600 

3  

西 梅 田 10. 000  

号 j肥 後 橋 8.000 

線

難波元町 12.000 

して使用している。

ζ のプラットホ ームは，南端部約

40mの区間で半径 2∞m のカ ーブと

なっている。乙れは御堂筋が高島屋

の前から国道26号線の元町方面へカ

ーブしている関係上，止むを得なか

ったととである。 6 両編成の場合は

直線部で停止できるが， 8両編成に

なると ，停車位置が 1両分位カ ーブ

の部分にかかるので，あま り好まし

くない。にもかかわらず，南海電鉄

との述絡を考えると ，なるべ く停車

位置を南へ寄せる方が良い。 しかる

に今般停留場の北の方11: 5 号線およ

び近鉄線が入ってくる乙とになった

宮内 義 人

ので，停車位置を北へもどす必要がでてきた。そ乙で今回の改造工事で

は北端部階段を撤去し ，プラットホ ーム を北へまっすぐ，約10m延長し

停車位置も南端カ ーブ区間を避けられるようになっている。

現在の駅は戎橋交差点までで終っているので，北端階段から北は漏斗

部になり地下 2 階の深さで，交差点の各埋設物の下をくぐっているが，

5 号線近鉄線が乙の下を行くので，地下 3 階式の立体交差となる。

乙の駅の中階は巾約14mの総中階である。乗降場と同一断面幅員を有

し，長さは開通後何回も改造工事が行なわれ，現在延長約370mである。

中階の南東側は地下街に接し ，地上横断なしで千日前方面へで‘ られる。

南端部は南海高島屋の地階 lζ 接し ，南海線の コンコー スへの階段 lζ 連絡

している。南から西へ曲る中階は，将来 3 号線との地下連絡用のもので

あるが，現在は阪神高速道路下の交差点付近まで，延長しである。乙れ

は交差点およひ‘ 市ノぜス発岩場への地下横断辿絡に役立つものとして，一

昨年建設したものである。

中階の中央官官は，戦後，1 . 駐留軍のそごう接収の関係で暫時そどう百貨

j苫の一部売場 lζ 転用主れていたが，その後，その転出跡 lζ 高速迩輸の管

理部門の事務所および冷却機械室になっていた。今回の改造計画では，

5 号線および近鉄線と l 号線および南海線との述絡を考慮して構造断面

111一杯の約14m巾に拡巾し ，広々とした通路になっている。その一部工

事として，昨年新歌舞伎座前の出入口階段から北方約67mの部分を改良
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表- 2 駅前乗車人員 5 .42.1 1. J.4 ( 火) 終日数

しTこ。

さて，中階の北側は，前述のプラッ トホーム延長に伴い，戎橋の交差

点から約9 0 m北方IC延長し，在来の御堂筋横断地下道に突き当るととろ

まで増築する。そして，戎橋交差点には，5 号線近鉄線連絡用の巨大な

コンコースを造る。乙れは泉尾今塁線道路が，現在幅員22mのととろ ，

拡巾計画で ＧＵＰｭ になり ， 南側を近鉄が ， 北Ｑｬｬｾを地下鉄が入り，両者は並

列一体構造で‘ 全幅45mにもおよぶので，約 4，3∞d の大広間を造る乙と

にな った。

ζ の広間の中心には 1号 5 号用の改札口を設け，エスカレータ ー 3 基

( 並列階段付き) で直接プラットホームへ達するようになっている。将

来乙の周辺に地下街でも開設される場合の乙とを想像すると ，東西方向

の計画は，今後の問題であるが，現在のととろ ， 3 号線難波元町駅から

の乗り換え客が，地中連絡できるようになっている。表- 2 のよ うに，

現在 3 号線各駅は西梅田を除いてさほど混雑のようすはないが， 難波

元町付近は，将来国鉄湊町訳周辺の大改造 IC伴って，パスターミナル計

画もあり ， 乗降客の増大は必死で， 駅前広場IC 集散する人口 はみなみ

繁華街方面へ往来するにも ，安全率の高い地下道を利用するものと見ら

れ， 45m の断面巾を有する 5 号線近鉄線中階通路もそれほど広くはな

b、。

難波元町駅は，その窓味で余裕のある設計となっている。 乗降場は巾

12 mの島式ホームで，乙れは新大阪駅とならんで，地下鉄ホ ーム中最大

のものである( 表一 l 参照) 。湊町駅前改造が終り ， 3 号線南端が大浜，

浜寺方面 IC延長され大阪南港および堺方面の臨海工業地帯と直結できた

ときには，大いに役立つ。また，飽和状態にある l 号線のバイパス路線

である乙とから ，最近では乗客も年々増加して，徐々にその効果が現わ

れている。

乙の駅の中階も 1号難波と同じく総中階で，北端部は今回の 5 号線交

差点を予測 して，壁を破り取って柱式に改造しやすい構造としてあった。

内装工事も仮設物的とし ，壁は木骨ス レート張り，床はタイ J レでなくモ

ルタ J レ塗りになっている。乙の連絡広間にも中央部に改札口を設け エス

カレータ ーと 階段並用で 5 号線へいけるようになっている 。

地下鉄では，梅田，東梅田，西梅回および難波 4 駅について冷風換気

装置を施している。地下の駅lζ 冷房装置を設備するのはいろいろな面で
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難点がある。

まず原理上の問題であるが，一般の建物と違って，必ず乗降場の両端

lζ は，電車の通るトンネ J レが常に開孔している ζ と， しかも宣車の発着

どとにピストンアクション』とより空気を移動さす ζ と，中階広聞には必

ず路面出入口階段があって，乙れも地上に対して常 IL開孔しているとと ，

トンネノレ内の排風機が常 l ζ 6∞Orrf/分 で排気しているとと ，つま りコ ス

トの高い冷風が逃げていく要紫が多いとい うζ と。

次lζ 場所的な問題。冷凍機とか空調器，冷却水の貯蔵糟，ポンプ類お

よび送風機な どの設置場所，ζ れにはかなりの面積が必要であり ，各駅

lζ 全部設置す るわけにはいかない。

また，冷房方式も駅の立地条件によって種々考えられる。西梅田のよ

うに終点行き止りの駅では，プラットホーム先端部におけるエアカーテ

ン方式，梅田のような通過駅では，プラットホーム床からの自立形冷風

塔方式，また，乙の難波駅のようにホ ーム天井レジスタ ーからの吹き降

ろし冷風方式，密閉 された部屋ではないから ，一般ビ〉レ冷房のようなわ ‘  

けにはいかない。

難波駅は現在でも表- 21ζ 示す: i i ! i り梅閏に次ぐ地下鉄第 2 位のラッシ

ュ駅である。今回の建設改良工事によって l 号， 3 号， 5 号，国鉄関西

線，近鉄，南海を合わせて 6 路線のジヤンクションとして，梅田に匹敵

する乗降の増大が予測される。そ乙で，冷風換気装置はぜひとも設置増

強せねばなら ない。

目下鋭意検討中である。東西道路が拡幅されたので，面積的には機器

室は設計できている。

エスカレータ ーも天王寺の 6 基に次いで，5 基設置するととになって

いる。特[ζ l 号北コンコースから ，5 号ホームへのダイレクトの ものは

3 階分貫通するので，通常の 2 倍のロングサイズとなる。

建設工事の進歩状況は ，5 月中旬現在では土木工事として約2 Mぢであ

る。大阪市が近鉄から一部工事委託を受けて イコス逆巻工法で掘さく工

事中である。完成予定は一応万国博開催時期と同じく 45年 3 月において

いる。

む す び

地下鉄の現在営業総は 4 路線延長36. 72krnで， 1 日の輸送人員は約110

万人であるが，昭和45年には 6 路線延長 66. 94kmとなり， 1 日の輸送人

員は約210万人となる見込みであ る。( 表一 3参照)

表- 3

線号 現在営業区間

l  新大阪~我孫子

2  東梅田~谷町四

3  西梅田~玉 出

大阪港~本 町

4  

谷町四~森ノ宮

5  

6  

計

(  5 月中旬現在)

延長 km 昭和45年営業区間 延長 krn

16. 57 

3. 52 

8. 49 

6. 82 

1. 32 

。

。

36. 72 

江 坂~我孫子 19. 44 

東梅田~天王寺

西梅田~住之江

大阪港~深江橋

7. 28 

11. 40  

12. 34 

野 田~新深江 I  9. 54 

天 六~動物園前 I 6. 94  

66. 94  

一方輸送効率の慈い路面m車は計画的lζ 路線の縮少をはかり ，43年度

末には全廃する予定で，乗客輸送は高速鉄道と比較的機動性のあるパス

11: 切替える計画である。

なお大阪市高速鉄道の全体計画は 6 路線延長108. 55kml C およぶもので

あるが， 緊急計画以外の部分は 万国博以後に建設する乙とになってい

る。

( みやうちよしと 大阪市交通局高速鉄道建段本部建役部長)



阪 急 梅 田 駅 拡 張 計 画

1. 序

当社( 京阪神急行電鉄) の梅田駅拡張工事は，最近の大都市周辺のス

プローノレ化と，乙れに伴う 都心部への昼間人口 流入の増大 IL対処して計

画された もので，高速鉄道による旅客の効率的な大量輸送は，革命的な

輸送機関ができない限り，その横綱としての地位は揺ぎもしない。

従来の梅田駅は 6 両列車編成がM A Xであり ，昭和41年度末乗降客 l

日61万人で，将lζ 飽和状態になった。乙れ以上の乗降客:のため には，よ

り以上の長編成列車が必要であるが，年々約 3 96の旅客増に対する長編

成列車の扱いは不可能なため ，国鉄高架北側( 図一 1)κ 10両編成列車発

着可能な 9 線のホーム をも ち，扱い乗降客M A X 130万人の梅田駅拡張

工事が計画された。もちろん当社 とし ても ，ただ旅客増に対して，ター ミ

ナルとしての当駅を拡張するのみでなく ，大阪市交通局の協力を得て，都

心部地下鉄との相互乗 り入れ等，都心流入旅客の分散も計っているが，

本誌では梅田駅拡張計画について説明する。

2. 計 画 の 概 要

(1 ) 旅 客 流 動

梅田駅は，京都線，宝塚線，神戸線，の三線のターミナノレであり三方

面から三複線でもって入っており ，最近 5 カ年閣の 1 日乗降人員は表一

1の通りである。

との調子でゆけば昭和ω年どろに

は l∞万人lとな って しまう。またラ

ッシュ 時 l 時間M A X の乗降人員は

表- 2 の通りである。

駅情内 ( 1F)  

図- 1 阪急梅田駅附近見取図

当社の梅田駅拡張計画も ，す

べては朝の乙の 1 時間の施設計

画であるといえる。一方乙れ ら

時間帯の降車客の行先をみる

と， 表- 3 の通りである 。乙れ

を基本にして降車客の南，中央，

北，各改札の利用率を推計した

結果，表- 4 をえた。

以上 !Cより，各通路，改札口

出札口 ，等の各施設計画がなさ

れ，駅の規模，改札口の配置が

図- 2 の如く決定された。

(2) 計 酒

敷地面積 33，αXl ni 

構造規模 S R C延136，OOOni

( 高層部ができれば延187，αXl ni )

並 木 登 喜 男

表- 4 ラッシュ時(8 ∞ - 9 ∞ ) 各改築札口利用 率

|酬 | 南 | 中 央 | 北

( 船 I 61 I  36 I  

ヤLロ ( 2 F )

プラ ットホー.ム( 3 F)

パスのりぱ( 1 F)  

図- 2 配 置 見 取 図
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ピ J レ部

ホーム部

建築用途

B 4 F 4  ベノト杭引 .2∞ 348本

B2 F 3  向 上 1. 046本

(図- 3参照。各階平面図省略〉

建築用途 も複雑となり ，いわゆる複合建築である。すなわち， 1fR. シ

ョッピ ングセンタ ー (仮称，大底舗街) . シネラマ劇場，駐車場，事務

所である。以下順次説明すると ，

駅 :

3 階一一プラッ トホー ム階とし ，延長 198m の京都線，宝塚線，神戸

線各 3 総計 9 線と ホー ム10面を有す。降車客はホ ーム南端より階段エス

カレ ーターで 1 階南改札へ( 国鉄高架南) ，またホ ーム中央部より階段

エスカレータ ーで 2 階中央改札へ。さらにホ ーム北側より階段で 2 階北

改札へ誘導される。乙の階 lζ は，他lζ 電鉄の現業各詰所を設けている。

2 階一一中央および北改札を設け，駅長室を始めとする出札室，事務

室，休憩室，手荷物預り室，案内所等駅施設はほとんど乙の階に集中して

おり ，中央部吹抜 43X 38m. h = 6.3 mの周囲 IC配置され，残余は貸室

j苫舗として活用されている 。乙の階からは園駅乗換客用 K 国道 176 号線

( 幅員27m) をオーバーするブリッジ( 有効幅員 5.5 m) に連絡するよ

う計画している。

1 階一一乙の階は大半がピロティであり ，中央，北各改築札口のコン

コースになっている。南改札は国鉄高架南に設けられ，表- 4 の如く大

半の客を捌く乙とになり ，当駅降車の徒歩通勤客や，地下鉄，国鉄，パス

との乗換客が多い。中央コンコ ースはノゼス ，乗用車による寄付であると

同時に ，周辺への徒歩客および地下鉄への乗換客のコン コー スとなる。

北コンコースは当駅よりの徒歩通勤および日急ノミス ，高速パス等名神ハ

イウェイの定期パスその他，阪急パス ，特殊パス( 会員団体〉の発着場

であるが，通勤時の他交通機関との関係、が薄いので徒歩客が主であり ，

当面駅北部の開発が遅れているのも ，%も低いが今後の発展につれて乙

の%が相当上る乙とが予想される。

地下 1 階一一 1 階中央 コンコー スを通じて地下の東西通路より ，西へ

は地下鉄 1 号線，東へは梅田地下街を通じて地下鉄 2 号線へそれぞれ連

絡する。

ショッピングセンター :

地下 l 階 2 階に大広告li 街を計画しており，地下 l 階は洋品雑貨類を，

地下 2 階は飲食庖街を予定している。延26.500rrf である。

シネラマ劇場:

地下 1階lζ 設け，地上 2 階までの吹抜部lζ 収容人員 1. ( 別人のシネラ

マ劇場ーを設ける。

駐車場 ・

今後のモ ータリ ーゼイション! と備えて，十分 とはいえないが，ホーム上

図- 3 1 階 平 面 図

部に駐車場を計画し ，その規模は床面積19. 7∞I J f ，収容台数650台である。

取付ランプウェイは西側 2 本，東側 1 :本，幅員 5. 5m， 軌道の偶数番

線の直上部は，長さ 110 m，幅2. 4mのスリッ トを 4 カ所設けて，換気の

補助とし ，かつ採光の便 IC資している。床構造は，プラットホームにお

ける吸音と断熱 lζ 十分な配慮をしている。

貸事務所 :

ビJ レ部の 5 階以上に計画してお り，将来特定街区が許可されたら ，地

上21 階建の高層 ビルを建設する予定で，目下準備を進めつつある。

以上を用途別にまとめると表- 5 の如くなる。

表 - 5 用 途 別 面 積

用 途 駅 1苫 鈍 | 劇 樋 | 倉 蹴 織械室 |コンコース 計

( 横内) I 貸 室 | 咽 I A 5  pfo' o w: ; w. . a. :  I通路そ の他 刷

面 d 磁 払 420 I  32.277 I  2. 633ω I  8 川 I54.050 I  

また将来完成予想図は図- 4 の如くである。

(3) 構 造

基 礎 欽 筋 コンクリート 造，ベノト杭引 .2∞支持

ヒソレ部地上 4 階まで 鉄骨鉄筋コンクリ ート

5 階 以 上 柱 鉄 骨，軽起鉄筋 コンクリート (F c = 180 

kg/cnl) 

梁 鉄 骨

床軽量鉄筋コンクリ ート ( F c =210kg/cnl)

ホーム部 鉄 骨 鉄 筋 コンク リー ト

支持地盤は地表下26m- 28mの天満砂礁周で，厚さ 8 m，N値60以上

を示し ，乙の下部は過圧密の洪積粘土居である。ベノト杭は現場での実

大戦荷試験を行ない，降伏支持カ 1. 1∞tを確認し長期許容支持カを280t

にとり天満砂礁周で支持せしめている。

ピ J レ部杭長 10. 85m 

ホーム部杭長 18.70m 

ピJ レ部鉄骨は S M5 0，41の厚板で工場溶接。現場接合は ]1穂高カボル

トであるが，地下部分仕ロプラケットのみは深礎工法のため C 0 2 半自

動現場溶接を行なっている。

震度設計は，主要 3 波形lζ っき最大加速ぬOgal で居間変位 2 cm以内

!と納まるよう設計 しである。

3. 工 期

本工事は第一期工事として昭和41&:1三 2 月 l 日lζ 着工し ，同42年 8 月27

日lζ 竣工しており現在第二期工事施工中であ るが，営業中の駅の移転拡

張工事であるため施工上の困難が伴い工期は必要以上 (C長 く要し ，一方

，.  " . .t  '  
H

1

d

 

• 
;  • • .・

一・‘
.  .  

. ・‘

.  . ・ 宅

- ‘ i  .司

.  .  .  

.. . ・. ｾ ・ ｉ .  fid 

.  • ｾ Ｆｩ 革 Ｎ

. ~ . に . 一

ーーへ主レ込， f 一Ｍ，ｾ ｾ Ｎ Ｎー
た←_.，. . .二 Q r 回 、 " ， . - 圏

、 .

E巨遂

-田ー--

- 可

- えロ:一才 L 二三旦ァプ- -

ァ.. . ・. ｾ 屯 ｅ 書

f - r  

78 

置

.  

戸 伊4 伊 ♂ 戸 ♂ で _ "



喝f d b-必 》
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図- 4 将 来 完 成 予 懇 図

客扱いも工事完了までの期間駅範囲が非常に拡大された形となり，旅客

はもちろん， I択の現業当事者にも大変など苦労をかけている。

以下工事別施工11原序を説明すると ，

新 駅 旧 駅 |

第一期工事 1 昭和41年 2 月 1 日着工

国鉄高架北側 iζ 営 1

業 線 K. 隣接して |

3，4，5号線を新設，I  

神戸線を移設。

第二期工事

一期工事1 ( . 引続き ! 神戸線徹去跡は，京

西側 IC 6， 7， 8， I都線，宝塚線のホ -

9 号線を新設。 7 ，I ム鉱帽を行う。

8 ， 9号線に神戸

線を再移転。

配線変更後 4 ，5 ， 宝塚線立退後 l 線は

6 号線lζ 宝塚線が l 京都線の万博用 IC供

入る。 I し，他の 2 線は撤去

南改札のコンコ ース

昭和42年 8 月27日完了

昭和42年 8 月28日着工

とする。 I 昭和45年 2 月28日完了予定

万博期間中旅客輸送のため ，宝塚線

高架の一部を京都線として使用，こ

のため工事一時ストップ。

第三期工事 | 昭和45年 9 月16日着工予定

在来事j I 戸線，宝塚

線の高架橋撤去，

その跡に 2 ， 3 号

線の新設改造をし

京都線が入る。

在来京都線高架橋 |京都線立返跡は南改

を撤去し 1 号線新 |札のコンコ ースとし |

設，京都線用とす | て拡張。 I

る。 I I 昭和48年 5 月31 日完了予定

各線ともそれぞれ 3 線巡転IC入る。

高層部完了予定。 |
| 昭和48年 11 月30日予定

全工事竣工予定

4. そ の 他

その他，工法，設備で新たに試みられた 2 ， 3 を紹介するとつぎのと

おりである。

構真工法 :

深礎工法の逆打! と際し ，本柱で支持させるため φ2C間のベノトケ ーシ

ングを掘下げ，ベノト杭頭に，本柱を直接建込み，山留支保工を兼用せ

しめた。なお杭の施工については，スライムの除去のため ，濁水交換な

ど大変苦労したが，完了後のセッ ト畳も 3 m/ m で非常に良い結果を得

ている。

ムー ヴィングウ オーク .

l 台の長さ 40 mから60111のもの約10台を予定して おり ，スピ ー ド毎分

40111，輸送力 1 時間B∞0人で，一期工事では2 台を設置しているが，動

くベソレ卜上をお客様が歩いて行く姿は，新しい輸送機器として一般に恩11

染んで来ているようで好評司である。

エスカレー ター :

駅用24台，庖鱗用28台， 計52台を予定しており ， 3階ホ ーム から地下

2 階庖舗までの間各処に計図している。

主機械室 :

時高受電設備，冷熱波、プラント ，煙突を高架下の居室のとれない箇所lζ

集中して設置 し，二次機械室を各ブ ロックに分散配置した。との主機械

室のカバーする範囲は敷地面積33，∞Onr . 建築延面積187，OOOnf である。

改集札業務の自動化 :

現場業務の合理化の一端として昨年改集札業務の自動化を，千里ニ ュ

ータウン釈で実施し たが，その経験 [ζ 基づき ，より完全なものを実施す

べく検討中である。

5. む す び

以上説明 した当社計画は用地買収を含めて ， 260 億円( 高層部除外)

の巨額を要する。将に朝のラッシュ 1 時間のための資本投下といえる。

したがって計画内容も勢い多目的ビノレとなり ，都市計画の一端を担わん

とする技術家の理想と ，一方では投下資本をで きるだけカバーすべき方

策を絞らねばならぬ現実との閣を，調整してでき上ったものである。

( なみきとき右 京阪神急行電鉄株式会社建俊郎建築課長)
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光ｐ ， ｾ＠津j工国鉄大阪駅周辺交通対策への提案

ｾ Ｎ 現 状 について

国鉄大阪駅周辺で流動状態が停滞しているのは，先づ国鉄大阪駅東口

と阪急新西口の横断歩道付近で，国鉄大阪駅東口は，乗降客の557ぢが利

用しており阪急神戸線の移転で阪急新西口の乗降客はますます増加 して

来てい る。乙のため東口の乗降客との交差が激しくなり ，流動状況が著

るしく停滞させられている。また ，国鉄大阪駅東口から地下鉄梅田駅中

央口への連絡階段 ・地下通路で阪急地下西口からの乗換客との競合が甚

しく ，地下鉄の改札制限と相侠って甚だ しい混雑状態がみられる。地下

鉄梅田駅南 口，阪急正面白，阪神梅田駅東口が面する梅田地下街広場付

近は，それらの乗降口からの旅客と乗換客，地下鉄東梅田駅の連絡客，

地下街の通行人等が入り混じって右往左往しており ，流動状態が混沌と

き

都市への人口集中化がすすむにつれて，タ ー ミナル付近に おける朝夕

の通勤ラッシュ時の混雑さは激化の一途を辿っている。なかでも ，国鉄

大阪駅周辺における歩行者 ・自動車の交通量については，年々激動する

傾向を示しており ，乗入れている各私鉄 ・地下鉄 ・パス等の交通機関と

国鉄大阪駅との接点にあたる駅前広場周辺において，特 lζ 甚 しい ものが

ある。

そこで，それら の実情を適確に把握するために ，国鉄をはじ め各種機

関で行なっている諸調査の資料をもとにし て，実態を分析し， それを解

決するための方策についての私見を述べる乙 とにしたい。

tJ s  えｾ Ｎま

阪神百貨底

人

国鉄大阪駅

寸

ーー_ _ J

阿

川(
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国鉄大阪駅周辺歩行者交通量図 ( A M 8，00- 9，00) 梅田地区における通勤者起終点踊査報告書 (昭和43年 3 月，大阪市総合計画局) による
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している。

国鉄大阪駅中央ロは，采降客の3496が利用 してい

るが，その過半数が地下通路K よって阪神梅田駅中

央口 ・西口 ，地下鉄西梅田駅へ と辿絡している。堂

島地下街等の地下通路が整備され通勤者の流動が増

加して来たので，国鉄大阪駅中央 コンコースからの

連絡階段，地下通路の交通量は飛躍的に増大し ，特

lζ 降雨自の通勤ラッシュ時には混雑の極 lζ 達してい

る。地下鉄梅田駅南口から阪神梅田駅中央口を経

て，阪神梅田駅西口へ通ずる地下通路も ，各交通機

関への連絡客，堂島地下街 ・阪神デパー ト・i悔田地

下街でのショピング客等が流動しており ，通勤ラ ッ

シュ時には，国鉄大阪駅中央口らの地下通路と共K

各交通機関への地下でのuf i ; - の述絡通路となり ，相

当混雑しており通行する人の流れは激しいものがあ

るつ

駅前道路上にはrli 営パスのパスストップがあり ，

陸橋，横断歩道，地下通路によってi A 絡されている

が，歩道上にあるパスストップでは通行人との競合

が起っている。道路上のパースには東側lの陸橋か

ら，また駅前広場の中央横断歩道から述絡しているが，パース の幅員が

狭く乗降客が競合して円滑な流動が阻害されている。

国鉄大阪駅周辺への午前 81時から午前 9 時までの流入数は208千人で，

阪急梅田駅から90.6千人 (4496) ，国鉄大阪駅から 63.6千人 (3196) ， 

阪神梅田駅から21. 1千人 ( 1096) ，地下鉄梅田駅から 16.7千人 ( 896) ，

パスから8.6千人 ( 45めとなっている。以下地下鉄西梅田駅，市電，

徒歩，地下鉄東梅悶駅からの順序となっており，市内最大のターミナ J レ

である。

一方，国鉄大阪駅周辺の自動車の交通世についてみると ，午前 71時か

ら午後 71侍までの 12時間で大阪駅前線道路で約 5. 1万台，阪急西側の国

道176号線道路で約 5.2万台，大阪駅哀の海老江梅田線道路で約 2.5万台

の交通盈がある。大阪駅前線道路から駅前広場へ出入するタク シー ・自

家用車等と東西11 : 流れる自動車の競合が激しく ，その円滑な流動K 著る

しい支障を来たしている。また ，大阪駅前線 ・御堂筋線 ・南北線各道路

の大型自動率通行禁止等の交通規制により ，大阪駅裏道路が大阪市北部

から都心へ出入するためのパイパス的な道路になり ，国鉄梅回貨物駅へ

の出入に支障を及ぼしている。

ｾ Ｎ 混雑緩 和 対策へ の 提案

国鉄大阪駅周辺の随所でみられる歩行者や自動車の流動状況の停滞，

混雑を解決するにはどのような対策を樹てたらよいのであろうか。

先づ考へられるととは，歩行者と自動車の完全分離であろう。それに

は立体化すればよい乙とは自明の理であるが，周辺交通機関の多くが地

下にある以上， 地下通路によって縦横 11 : 速絡する方法がよいと思われ

る。現在のような陸橋によって各交通機関を述絡することは，アプロー

チも各所に必要となり ，心理的にも階段の昇降 K 対する抵抗感は狼強い

ものがあり ，さりとて自動車路を地下なり 高架に設けるのは通過通行的

要系の多い道路ではいざ知らず，各交通機関に連絡させるには，取付け

や自動車の流れを円滑に処理出来るスペースの確保が至難であろう。そ

乙で， 周辺の各交通機関を地下通路によ って縦横に結び，エスカレータ

ーやム ービ ングウオ ーク等の機械化された機能を持つ地下述絡通路を設

けるべきである。そしてとれらの地下通路と梅田地下街 ・堂島地下街等

との有機的な結合を考えると き，その怠畿は倍化されるものと考えられ

る。では，その地下通路を何処に設けたらよいのだろうか。

先づ，国鉄大阪駅東口と阪急、梅田駅地下西口 ・地下鉄梅田駅中央口と

の地下通路の拡幅整備，それと連結して，国鉄大阪駅東口から阪神梅田

駅東口を結ぶ地下通路の新設，それに伴い地下街広場の流動を 円滑にす

るため地下鉄梅凹駅南口を北へ移転する。また ，阪急梅田駅の移転に伴

国鉄大 阪駅周辺混雑状，兄

い国鉄大阪駅との連絡を容易にするため地下通路を地下鉄梅田駅北口と

の連絡を加味して新設する必要があろう。国鉄大阪駅中央ロから阪神梅

田駅中央口に通ずる地下通路の拡幅整備，国鉄大阪駅西口から地下鉄西

梅田駅に通ずる地下通路の新設をする。そして乙れらの東，中央，酋の

地下通路を横に結び流動の集中化を防ぐために ，国鉄大阪駅東口 ，中央

口西口を結んだ地下通路の新設，更に地下鉄梅田駅南口 ，阪神梅田駅中

央口 ，西口 ，地下鉄西梅田駅を結ぶ地下通路の拡幅整備をする。

以上のような地下通路網の新設，改良と相侠って，都市交通審議会の

答申に則った大阪訳前線路上K 40パースのパス ストッフ。を新設し ，各パ

ースへの昇降は地下通路からできるよう考慮する必要があろう。

また ，乙れらの諸計画の範闘を拡げて，最近着々成果を挙げている大

阪駅前市街地改造事業計画との連繋ができるよう配慮したらその効果

は，倍増されるであろう。

現在の駅前広場は整備して，高速道路から直接乗入れできるようなア

プロ ーチを設けたり ，タクシーや一部送迎用の自家用車の駐車場に使用

したらどうであろうか。地上から歩行者の姿が全く消えた駅前広場は ，

自動車の流動も円滑になり ，列車から自動車へ，自動車から列車へのす

っきりした姿の駅前広場になるであろう。

一方，周辺を取巻く道路は如何にあるべきだろうかっ道路事情の好転

は，道路を立体化する以外にその解決策はないであろう。しかし ，各交

通機関に高架道路で連絡する ζ とは至難であると思われるので，とれら

K 用のない通過交通的な自動車だけを対象lζ 高架化を考えるととにした

い。先づ，大阪駅前線を通架する自動車の高架化分離，取付のアプ ロー

チを国道 176号線 ・御堂筋線 ・南北線に設け， 通過高架線を延長して高

速道路への連絡を可能にする。また，大阪駅裏道路を通過する自動車の

高架化分離，大鉄局付近から加島天下茶屋線に通ずる高架化道路を新設

する。 ζ れらの新設道路K よって，国鉄大阪駅々前広場や梅田貨物駅へ

の出入自動車の流動は交差がなくなり ，大きく円滑化される乙 とになる

であろう。

ｾ Ｎ むすび

国鉄大阪駅周辺の交通事情を一望に出来る窓辺から ， 日頃限に入る混

雑状態の激しさを，また ，舌うち しなが ら人をよけて歩く不愉快さを何

とかなくそうと ，ｾ夢想めいた乙とを書き並べたが ， より大局的な決断か

ら，または必然、的な結果からかは，わからないが，夢の一日も早く実現

されん ζ とを切望するものである。

最後に種々引用させて裁いた資料について，誌上を借りて関係者の皆

様 lζ 厚くお礼申 し上げま す。 ( どうずてるみつ〉
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千里中央地区センタ ー交通計画 大 村 慶

は じ め に

千里中央地区センターでの交通計画の取り扱いは，前lζ 述べられたい

くつかの例と若干臭っている。ひとつは，交通施設そのものの計画でな

い乙とである。計画の主導権をもつのは街の構成であり ，交通はいくつ

かの面からいくつかの役割を果している。もうひとつは新都市という環

境の中に計画される点である。それは交通網のパタ ーンを導入する際の

空間利用の自由皮をみても，大きな特色といえる。

ζ の特色をいかして交通計画という主題の整理を試みるならば， i 地

区の言| 固における交通計画の取り扱い」といったものになろう。紙数も

あるので，乙乙では計画の過程を大きく次の 3 段階に分け，各段階の交

通計画との関連を整理してお乙う。

1. 新都市計画者の窓図，周辺居住者( 居住希望者) の欲求，与えられ

た地区の位置を検討して計画の目標を設定する段階。

2. 目標と実現のための内容， 地区の地形， 隣接地との関係を検討し

て，空間の配列，その連結システムを設定する段階。

3. 空間配列とその述結システムをもとに，具体的な訟を含んだ形へ と

アプロ ーチする段隣。

各段階の交通計闘の内容は概略次のようなものである。

1. 地区にm設される都市機能の種類 ・訟を決定する裏づけと して，広

域的な動き ( 通勤 ・通学 ・買物など) の検討。

2. 空間利用のパタ ーンとその骨格をなす動きのパタ ーンの検討。

3  設定した空間配列の中での各種の動きを検討 し，パターン の修正，

詳細の再確認を行なう ζ と。

ζ うした段階は実際の計画では一歩 一歩踏まれていったものではな

い。 それど乙ろか，常に多くの未解決の襲来をかかえながら作業は先へ

と進められた。必然的! と起る修正作業は， しばしば計画の骨格を歪ませ

てしまいがちである。

第 1 の 段 階

地区 IC流出流入する人口を想定し ，施設の種類・規模を設定するのが乙

の段階の主な作業である。流出流入人口は，目的531] ・手段別に図ー l l C示

したとおりである。ただし ζ の中 {ζ 業務上での動きは含まれていない。

地区の位置の概略を示そう。地区を大阪都市圏と結びつけているのは

以下の鉄道と 2 本の道路である。

北大阪鉄道 . 地下鉄 1号線の延長。御堂筋線IC沿って北上。将来，桜井

まで延長される。第 Hi l 条式。

御2主筋線. 大阪仰心剖3からまっすぐ北上する。 10大放射線のひとつ。

中央環状線 : 大阪の 3 環状線のひとつ。中国従1 ' 1 道路が乙の用地にの る

計画である。

御堂筋線と中央環状線の交叉は乙うしたE 要性を考慮 して，新都市計

画の 11寺以米， クロ ーパー型の立体交叉がとられて来たが， 府では最近

図- 2のような直結式lこ改めた。乙の地点での通過交通置は図のよう に

惣定されている。

大阪府の地方計画では，10大放射， 3 環状線の交点lζ 新しい業務集積

核を育成して，旧市街地の過集積を救おうとしている。その中で計画地

区は，守口 ・門真 ・烏館と並んで北大阪地域の最も有力な副都心候補地

とみられている。

乙うした期待の中で，地区 [ζ 流入流出する人口の設定は次のような方

法で行なわれる。

1. 通勤客 lζ 対し ，地区の影響図を 4 つのゾーンとして分類 し，その夜
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間人口と大阪市への流出係数を推定する。

2.  地区の吸収する通勤人口は，ゾーン毎に昭和40年以後10年間 lζ 増加

する大阪市へ流出する人口の一定割合として想定する。

3. 計画地区 との連絡は，ゾーン内各ブ ロッ ク毎の交通手段別配分係数

を設定して求める。

4. 寅物客は，新都市内は，買物を目的とするパーソントリップを想定

し，住区毎の各センタ ーへの配分率を設定する 。さら に計画地区か らの

位置関係から ，交通手段別の配分率を設ける。

5. 新都市外では，輩回 ・吹田 ・箕面の 3 プロック から ，通勤客の一定

割合の流入を想定する。

乙れらの動きに対する 計画地区の施設容自は概略次のようなものと算

定された。

1. 業務施設延床面積 15 H A。従業者 25. ( 別人。

2. 商業施設延床面積 5 H A。従業者 4. 5∞人。

3  駐車場，業務施設用 1 3 HA。商業施設用 1 4 HA。

4  パスタ ーミナノレのパース数，乗降ともあわせて 18パース。

センターへの通動通学客センター経由町通動通学客買軸娯聾客 合計

徒手(人/E

∞zJ設:。

主(&/叫4 424:

:4;J444: ;; 

/県串阜県

(A/ 卒中平車

図 - 1 センヲーへの流入人口

<?，ミ現荻la

12.1.6.. 

図- 2 御堂筋線 ・中央環状線立体交叉 ( S 60年交通量台/ 日)



第 2 の 段 階

空間利用と交通のパタ ーンの設定が主な作業であり ，ほとんどデザイ

ンの問題ととられがちである。

パターン IC影響を与える周辺の条件は次のものである。

1. 地形。中央のプロックでは，その中心を谷が走り ，道路は周囲の丘

を通る。( 図 3 ) 。

2. 御堂筋線と中央環状線の立体交文。地区に接しているので，内部へ

のアプローチがむずかしく ，ほとんど限定されてしまう。

3. 周辺からの歩行者路の位置とレベル( 図- 3)  0  7 つアプローチが

高さ 16Mの巾にわたって分布している。

パタ ーン設定に対する計酒者の方針( 目標を前提とした) (( . 次のよう

なものがある。

1. 自動車路と歩行者の分離。パスタ ー ミナル，ローデイングスペース

の配置による両者の接触のシステムが新しい主題を提供する。

2. 段階的建設を容易にする線状パターンの採用。

3. 1 日， 1  年または建設段階を通じて人通りのにぎやかさの確保。

乙れらによって基本的なパターンがかためられる。谷筋lζ 現状の地表

に置かれる地下鉄と共同滞。周囲の街路からちょっと下ったノマスタ ーミ

ナノレ。地下鉄とパスにサンドイツチされたコンコ ース。夜間の最小限の

にぎわいを確保するペン トハ ウス。( 図- 4) 乙乙から動きを支配する

商庖l l i I ! J が南北に延びる。軸は動きに関する施設をその周囲 lζ 配置する。

多屈な空簡を支える垂直勤線( 図- 5 ) 。

図- 3 敷地の条件

図- 4 空間利用のパヲ ーン

図- 5 商庖紬断面図

第 3 の 段 階

第 1段階で想定された地区への流入者を内部へ分散させる作業をとう

して，道路のパターンと巾員，歩行者路のシステ ムの修正と再確認が行

われる。地区内への分散させる 方法は次のようなものである。

1. 建設が全て完了する時点 ( 1985年) で検討する。

2.  発生交通は 目的別に通勤と買物の 2 種，交通手段別 lζ 自家用車，パ

ス( 鉄道) ，徒歩の 3 種にわけでとらえる。

3. 交通の吸収点を機能配置のブロックを中心に地区内 1(. 14設定する 。

4.  各施設は面積従業員数等 lζ 応じた吸引力をもち，各方面 lζ 等しい力

を及ぼすものとする。 ζ 乙で発生点にいる 外部からの買物客は，吸収点

の経営上必要とされる動き ，すなわち地区内で2. 1 トリップ/人をすると

仮定されている。

5.  ピーク時は通勤が 8 時- 9 時30分の90分間 IC全集中，質物は60分に

集中率全日の20必と仮定する。

乙うして得られた交通流量図の一例が図- 6，図- 7に示すものであ

る。乙の作業をもとに，道路ノマタ ーンに若干の変更が加え られた。その

主なものは，中央環状線から西側ブロックへのアプロ ーチを強力にする

乙と ，御堂筋線下の横断を 1本lζ しぼった ζ となどである。また ζ の作

業は道路巾員や交通信号機配置の決定に用いられている。

歩行者の動きをもとに，商庖軸内 l ζ5 段階の人の溜りの空間( 広場)

を設定している。乙の広場は，ストリ ートフ アニチュアの配置の基準と

して大きな役割を果している。 ( おおむらけんいち : 都市計画 ・設計研究所)

図- 7 ラッシュ 1 時間交通流量図 ( 人/時)
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パッセンジャーコンベヤ( ムーベータ)について

最近わが国においても ，パッセンジャ ーコン ペヤは「動く歩道」の名

で，人員輸送の一手段としての効用性が認識され，各方面で採用されつつ

あります。特に 1966年のモントリオール万国博で，一部パビリオン lζ 設

置されたサンド ピック ・ムーベータの役割が高く評価され，1970年の大

阪万国博でも ，パピリオンはもとより ，会場施設としても延べ3000メート

ル以上のパッセンジャー ・コンベヤの設置が予定されております。

今後は空港，駅の公共施設を始め ，病 院，スーパーマ ーケットそのほ

かの人員輸送手段として大巾な進出が期待されています。

ムーベー タとは， スェ ーデンのサンドピック製鋼所が自社で製造する

ラパーコートスチー ノレベル トを使用し て開発 したパッセンジャ ーコン ベ

ヤの名称です。

1， サンドピ ック・ムーベータの特長

一般的! r . パッセンジャーコンペヤは ， そ の 構 造 上 約 0

0

_ 15

0

の範 閣

で，その設置勾配を自由に選択でき ，その設置により ，人員の移動速さ

と方向を規制する ζ とが可能であり ，公共施設のように大量の人員がま

ちまちの速さで，まちまちの方向へ移動する場所では驚くべき効果が期

待できます。鉄道の停車場などでは ，建 設l侍の予想、をはるかに越えた混

雑が生じるものですが，適切に計画されたノマッ センジャ ーコ ンベヤの設

置で，人員の移動をかなり計算通りに規制し，能率を向上させて混雑を

解消する乙とができます。さらにエスカレータなどに比較し ， 安 全 性

の面でも優れており ，手抑車や乳母車を乗せて迩ぶ乙とも可能です。サ

ンドピック社では， 傾 斜 したム ーベー タ 上 を安全に手押車を運ぶため

の，特殊なブレ ーキ付車輪も製作し ，特許を持っています。

次 K サンドピック ・ムーベータとしての特長を記 します。

(1)ベル トの芯材として，スウェーデンのサンドピック製鋼所製スチ ーノレ

65000-

寸高村クァｾてそ守備孟 τ
ｾ ， 闘争 ｾ
r 一一ー一一一一 一ー一一一 一一 一ーーー

しーーーーーーー ーー

;g j z  

第 1 図

ベJ レトを使用しているので，ベルトの強度が非

常に大きく ，仲びが少い。そのため ，(2) ほかのタ

イプのパッセンジャ ーコンベヤでは不可能な長

さのものでも製作すると とができ ，そのうえ ，

(3) 駆動装置，テンション装置が簡単であり ，安 全

かつ故障が少なく ，保守が容易で，長寿命です。

第 1 図! e ，サン ドピック ・ムーベ ー タの据付

例を示します。

J!， サンドピック・ムーベータの種類

支持構造から次の 2 種に分類されます。

(1)  ローラベッドタイプ

(2) スライドベッドタイフ。

ローラベッド タ イ プ は 比 較 的 長 い ム ー ベ ー

タに採用され，ベ J レトをアイドラーによ って支

えるタイプで，摩擦が少なく ，動力が少なくて

すむ利点があります。 スライドベッドタイプは

特殊な潤滑剤を使用して，ベ J レトをレー J レ上 !r.
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すべみせるタイプで，乗り

心地が良く ，テンション装

置が簡略化できます。した

がって コスト が安くなる利

点、があり ，短いム ーベータ

lζ 採用されます。傾斜型，

水平型，両側 [ζ パラストレ

ー ドがあるもの ，片側だけ

にパラストレ ー ドのあるも

第 1，衰

のなどがありますが，構 造 白

|傾 斜 角 度 水 平 | ゲ 1 15
0  

1  

上は上記の 2 種類のいずれ 1.  c>< .，.， n  ｾ＠ " ' - ，- 1. 0  . 1_'0_ 1  

品 製作可能長さ m 1  800 1  140 '  50 1  
かですっ j  n v  . J V  I  

nr ，サン ドピックム ーベータの標準サイズ

(1) 長さ

長さに関しては ，標準はなく ，次の第 l 表 lζ 示す製作可能長さ以内のあ

らゆる長さのものが製作可能です。第 1 表は ，会長にわたって傾斜させる

場合であり ，部分的に傾斜させる場合の製作可能長さはさらに延びます。

階聞の昇降用ム ーベータの場合， 標準勾配は上り 15
0

，下り 12
0

です

が， 乙れ以外の勾配でも製作できます。

(2) rjJ 

ベルトの巾で， 8∞ ，ω∞ ， 12∞ m m の 3 程です η 有効巾は ，ベノレト

巾より 80m m少なくなります。

(3) ベルト厚み

ベルト厚みは第 Ｒ ｾ 受のとおりです。

第 2 表ベルト厚み

|  ローラベ Y ドタイプ |  スライドベ Y ドタイプ

スチールベルト 厚み mm 1  1. 4  

10 

0.8  

上面 1  10 

ラパーコート厚み m m  一一一一 l一一一一一 一一一一一一

下面

lV，サンドピ ック・ムーベータ 据付実績

紙面の関係上，:l 居付笑績の一部のみを第 3 表 lζ 示します。

( ながた '1たかお . サンドピ γ ク・ファー ・イースト ・リミテッド ・ヱー ・ピ一日本支社コン

ベヤ部技術限設計)

第 3 表 サンドピック ・ムーベータ据付実績表 (妓粋)

|  由 |長さ般大傾斜|ベルト 1 '" ".. 1べ Jこト | 能 力

紙 付 局 所 ! 用 途 台 数 耳 成 1 rn 1 リフト |巾m ml m 式 11 5m1111J e日 / hr

梅本チエン妹式会社 階 間 1  11961 1  10 1100{l "  800 ローラベ・ノド 1 30 1  3.6∞ 

ドメ イ ン駐大阪車' - - 場日本 地下駐車J[% 、 2  15渇1 206 V 2  36 0  ， 700 1  "  .  40 1  3，000 

シド 戸 ，オー ストフリヤ →市中心へ a  

ド リ ー ム ラ ン ド 地上 1  11961 128.9 1  Ｙ Ｐ ｾＰ Ｇ＠ 1  700 1  "  30 1  3，000 

奈良，日本 →モノレール乗場 5  

中 川 電 機 株 式 会 社 工場見学用 1  1962 1  67 竺 600 1  "  1  30- 40 1  3，000 

藤沢市，日本

シ ャ ト ル 停 車 場 プラ γ トホム内 2 11964 1  132 1  ＰＮｾＲ ・ Ｑ，∞ ｯ 1  "  1  50 1  10，000 

パリ ，フランス 乗換用 2  

モント リオール大学， 街路→大学情内 2  1  1蜘 725 if  l ，200 H  38 1  8，000 

カナタ ~65，， 55000 0  ド ー ム ス デノマ ート 階 間 12  Ｑｉ ＿ｾｾｯ ｬ＠ ＲＰｾｾ＠ 1  ，12: "  I! .∞0 ロ ラ 36 

ス品ーデン - 19681  - 26 14- 4. 5 11. 200 スライドベッド

京 阪 神 急 行 栂 岡 駅 プラ Y トホム内 2  11967 1  ｾｾ＠ 1  0・ 1. 200 ローラベッド 40 1  8. 000 

大阪，日本 3E換用 49 

ピヤンプニ ュー停車樹 ｾ＠ "  ー 3  11968 1  182 1  0'  11，200 ローラ ベγ ド 50 1  10.000 

パ1J . フランス ー

ダ ラ ス 空 港 1  11968 1  75 1  l '  11， 200 ローラベッド

アメリカ

ラ ノ 空 港 階 間 2  11968 1  22 1  ｰ ｾ＠ 11. 000 スライドペ γ ド 30 1  6. 500 

イタリ ー

オーストラリアン 競 馬 場 内 21 - 1  12' 1  800 スライドベッド 40 1  ｾＮＹｾｾ＠
ジョ γ キークラプ 昇降用 14 1  1968 146. 5 Id' : : ' 9.5h，uoo ローラベッド - 6. 500  

シドー ー， オーストラリヤ

グランドバザールデバ h  階 悶 1  11968 I  25 ｾｾ ［＠ 11， 000 ローラ ベッド 36 1  6，500 

ベルギ 5. 



次

乙れを鋳緑、の法というのである。鎌倉の大仏 も同様な方法で作られてお

り，中lζ 入って見るとその状態を明らかに見るととができる。 実に見事

で，さすがは専門家と誰もが感心させられよう。乙の方法を次々繰返

し. 8 回で鋳終った とされている。

その後， 頭の螺髪 (9“ 個) を19カ月もかかって鋳終り取付けたとい

う。乙の聞には，螺髪ばかりではなく ，鋳そ乙なった箇所や，鋳れ不足

割れ目などの不良部分の補修手直しを並行的1 ( 進めた ものであろう。そ

して表面を手奇麗に鍍金のできるように化粧下地の仕上け. をして，大体天

平勝宝 3 年 6 月 ( 751) 位11: 鋳物工事は完成したようである。

東大寺要録lζ ，その 2 年前の 10月に「奉鋳大仏宰f 3年 8 カ月也」とあ

るのは，全容が一応できた位の と乙ろであろう。すなわち実際の完成は

5 年余かかったわけである。 しかも工も半ば I C 金の不足 11 : 悩んでいた

と乙ろ， 陸奥国から黄金の産出があり ， 天皇初め関係者等しく驚喜 し

て，天平感宝と年号まで改める喜び方であった。 i すめらぎの御代さか

えむとあづまなるみちのく 山IL 乙がね花咲く」とある大伴家持の歌は ζ

のときのものである。

乙れらの砂金で鍍金を し，金色1 ( 輝く盛舎那仏が完成を見たのが，勝

宝 9 年の初めであ ろうと推定される。最後に，施工法を考える参考1 ( .

前記の工程を整理 してみると左のようになる。

原型. 15カ月( 天平17年 8 月一至同 18年10月〉

鋳造. 3 カ年 1 カ月( 天平18年一至 10月天平勝宝元年 10月〉

鋳鈴. 5 カ年余( 勝宝 2 年正月一至 7 年正月)

鍍金. 5 カ年( 勝宝 4 年 3 月一至? 年 3 . 4 月)

都合 13年の永きにわたっている。施工計画や方法にも，いろいろ変更 ・

改良などの大きな影響があったととが充分に考えられよう。以上が，香

取氏の続金工史談の 内の 「大仏の乙と」という 141頁lζ 及ぶ史話の要点

を，われわれに関係がありそうな部分を主に拾い出したものである。

右の内 ，本論の線踏については，言及されたところが l カ所もない。

しかし，乙の工事は穣磁の利用がなくては，とうてい人力のみでは完成

は不可能に近い と誰もが考えられると思う。次に ，いささか心細いが，

手許にある僅かな資料のみを頻りに，大仏と大仏殿の建立にはたした電車

鐙の役割を考えて見たいと思う。その理由は，おそらく乙の工事と並行

的に建立が進められた全国ω余カ国の国分寺の堂塔の建築11 : 果した糠趨

の役割とは， 大平洋戦後のわが国の建設業の急速な機械化への発展と似

たような業界えの大きな影響を与え，技術の普及の一大転機となった と

思うからである。

大仏および大仏殿の建立の施工。乙の工事の実施に関する文献は皆無

lζ 等し いらしく ，強いて利用できるものとしては，鎌倉期の復旧工事の

記録を参考にする位で，たとえば鋳仏の乙とにしても，わが国の鋳金界

の第 l 人者であった香取秀真氏さえ，乙の工事に関しては遠慮しがち な

史談をされている。筆者のごときものの手を出すべき問題ではない。 し
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( その 2 )

次ILいよいよ鋳造の) 1 民であるが，専門迷いのととであり ，間巡 ってい

ては大先生に申しわけないので，原文のまま転載していただ く乙とにす

る。

「土砂をもって作られた原型の大仏は . そのまま其所に置かれて直ち

に銅の鋳物 lζ 写される。 11 70年後の今に見る大仏は上部乙そ少しの相違

はあれ土壇の石台11 : つづく蓮座の辺は創立当時と少しも位置をかえぬの

である

さて鋳物にするには，下から上へ上へと鋳上げて行く。最初 IL蓮座の

高さないし七分通り迄を限りとして巾 5 . 6 尺ないし 10尺程度の部分lζ

鋳型用の土を原型lζ 塗浸する。乙の際原型と塗りつける土との聞には雲

母の粉末を振りかけるか，または紙を当てがって粘着せぬように用意す

る。塗る土は左官の壁を塗るのに荒塗，中塗，上塗とするように一度に

厚くっけない。厚裂の面えは粉末な土，その上え少し粗い土，さらに粗い

土と漸々に塗り加えて数寸の厚さとする。もちろん鉄条のようなものを

塗り込めて筋鉄とし型を堅固にする。乙れで 1片の鋳型( 外になる型) が

出来た。 (註. c. の l 片の鋳型は E 量 l 屯はあった ろうと 言う。 〉

次lζ 同ーの方法で初めの型の左えも右えもおよぼす。その場合には初

アイタ チ

の型と次の型の子口 IL は隙間のないように型作りをする。そ乙は最も手

際を要するところだ。かく漸々に大仏の蓮座を 1周 して鋳型ができた。

しかし米だ鋳物をする迄にはi時間を要する。

かくて原型を覆うた る外型を l 箇つ‘つ剖破し ，炭火を施して原型 IL附

着していた面を亥火する。乙れが縦型( 外型とも言う) である。外側を

剖破した郎分の原型を鋳銅すべき銅の厚さだけ削り去る。削り去りたる

原型が直ちに中型となるのだ。而して雌型をもとの位置に復するとき雌

型と中型との聞に空処ができる。乙の空処がすなわち鎗銅の鉢を託する

所である。凡そ千万斤の鎗銅を以て鋳造しようとする場合は機械の備わ

らぬ昔では到底僅かな人間の手足を駆使したと乙ろで満足に物のできる

わけがない。

そ乙で昔は乙んなことをする。まつ. 鋳型の 4 方lζ 銘解炉を築く ，其炉

の鎗銅を採るロ IL接して泥を以て槽道を造る。槽の一方は高く炉lζ 接し，

ユ グ チ

一方は低く鋳型の入銅孔につける。糟11 : は炭火をほ乙して章容銅が流下す

るとき冷却せない用心をする。銅塊を炉 IL投じ各炉盛lζ 一斉に鼓輸して

銅を銭かす。章容銅が炉iζ 溜るのを見すまして先に泥土を以て使塞して置

いた炉口の栓を決関する。そ乙で章容銅は水の横流するように一斉に鋳型

IL流れ入るのである。 J

ｪＡｦＡ座の周り ＲＴ 尺間隔に ＱＰ ｾ 去の炉を据え ， それぞれ ＱＰ 石 入のものとする

と， 鎗銅は 3.(別貫余である。乙の作業は火事場同然であったろうと香

取氏は述べている。

乙れで大仏の最下部の蓮座ができ ，次に同ーの方法で上に及ぼす。 2

度目から ま容鏑を注入する ときには，前11 : 鋳成された下方のものと粘合さ

せるべく ，環と環を食い合わせるような仕掛を中型の方へ排えておく。

話
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京 都 大 仏 模 型 ( 東 京 国 立 博 物 館 磁 )
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鍛

形

骨
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壇までは先ず築かれたと思うが，其後の進行状態が不明である。

大仏の塑像ができた天平18年 10月の条の続日本記IC， 110月甲寅天皇

太上天皇皇后行幸金鐙寺( 註，後の東大寺) 燃燈供養成会那仏，仏前後

燈一万五千七百余杯云々… …」 とあるのは，塑{ 象の全容が出来た時にも

供養されたもので， ζ の時の像は全身lζ 雲母粉などを塗り， [白色を呈

し，現在の三月堂の党天帝釈のようであったろうと云 う。しかし本番の

鋳造工事が続いて行われるため，香取氏は「足場仮床などもそのままに

してありつらむ……」と想像されている。

との事があっ て約 l 年後。天平19年 9月 (C第 l 段の鋳造が終った。

( 同書17頁) その記録は東大寺要録や大仏記にあり ， その内に施工技術者

たる筆者逮には軽視できない大仏殿の建築が，同年lζ 着工された乙とを

伝えている。一寸早過ぎる感じだが，香取氏の「盛んに炭火などを用 ひ

る鋳造工事中 ｬζ 如何と疑 は れるがあるいは足場も必要だ。 ｾｦ 型を造りつ

つある処では青天井の空の見える処では雨の時にも困る。建築にかかる

のも無理がない」と認めておられる。

もちろん着手した とい う乙とは準備作業も意味するし，工程が明らか

でないので何とも判断 IC苦しむが，筆者lζ は，前の足場がそのまま残さ

れて供養されたととと ，建築に着手されたとととに何か重要な示唆があ

るものと考える者である。 しかし乙の乙とについては， 後述する話の

内IC土山の諾が何回か出て来るので，その後IC取り纏めて卑見を述べて

見たいと思う。創建l侍の大仏建立の 話は乙の辺で一応打切り次に移ろ

っ。

さて時代も奈良朝から平安朝 lζ 入ると ， 続日本記や三代実録東大寺

要録などに礎纏の話が多くなる。先づ年代順lζ 披露すると ， 承和 5 年

(836)  8 月 3 日の要録巻 7 (ζ 「造寺所奉修固毘沙門天王像事。」 とあ

って「此像が西南! と向って五尺回す傾いて終ったので官の許を得て技術

者として上神氏勝，助工，鴨道往，三嶋首磨等に命じて修固させる 乙と

にした。彼等の指揮で二十余人の瓦工が動員され承和五年六月八日から

五十箇日で首を起すととに成功した」とある。( 註，瓦工とあるのが判

らないが) 其次が仲々面白いので原文のままを掲げて見ると ，

大寺要録筒井英俊編二七四頁)

但掘顕{ 象基見先入所為。鋳鋼管立地jま其深一丈二尺。以捨柱立管中為

心。 其上柱井桁作像也。而件管弁井桁。 f旨西南傾敬為宜修此{ 象。郎以数

大雑布等纏像懸雛髄之。従来北立車直樹挽直{ 象喜本築国其底也。若至末世有

傾損者。従此井桁泰直耳。の注斯記文。

承和五年八月三日 知事善蓋

別当大法師円明 とある。

前記の基礎の話の内 lζ 鋳鋼管とあるのは現在でも異ー様に感ぜられる。

乙れに就いて思い当るのは，とのような例は中国には古くからあっ たの

である。それは野間清六氏が昭和尚年 2 月発行の「美術研究」誌第12号

に「鋳造技法に対する考察」と題する文中 fC，支那北宋の開宝 4 年 (971)

(註，東大寺大仏の鋳造は 749年 ( C鋳了る ，乃ち 2百20年伎の差) の頃

から鋳造された正定府飽興寺鋳銅像記を引用 して居られるのを，香取秀

哀氏が非常に興味をひかれて，統金工史談IC孫びきして居られるのであ

る。それを私が又ひ乙孫、びきさして頂いて紹介するとととする。

( つづく)

〈以 下 京

かし糠鐙の話を進めるのに当って，乙の工事を無視して行く程無神経に

なるわけにも行かない。姐上の魚のつもりであえて書くつもりである。

ど叱正を願えれば筆者のみの幸ではないと思う。

さて本工事の施工中 lζ 磯総を使用したとすると ，どのような作業に利

用されたろう 。まづ考えられるのは左のようなものであろう 。

H， tま礎および土塩工事。仁) ，鉢骨の建方およびその解体。国，鋳造

工事。同，石担工事。同，鍍金作業の段取工事。肘，速搬路および足場

としての土木工事その他諸資材の蒐集搬入に利用されたと思う。

付については後に触れるし ，実際がいかなるものか不明である ので，

同の弊骨工事から説明する。大仏を砂裂で作ったとする と， 喜本骨の要の

あるのは前述の通りで，相当堅固な大木構物であり ，その心柱は60尺余

に及ぶもので，聖武天皇が「於甲賀寺造{象棋帝親引其縄」と あるのは，

乙の心柱の立柱式 ICj 巻ろくろの綱の端を持たれた天皇と恕像さ れる。

その構造は明らかではないが，国立博物館の所蔵である藤原宏、円作京

都大仏雛形 〈図怠照) は，豊臣秀頼により復営された大仏像の模型である

とされているが，大体の構恕はとれに似たようなものでないかと香取氏

の説明である。平面を下か ら見た図で，明らかな心柱とその周りの 4 本

の柱は頭部に達し ， 根入れはわからないが， それを無視 しでも， 長さ

63， 4 尺位はあったと，思う。ほかは説明の嬰もあるまい。建方には滑車

や捲きろくろが使われたと想像する。次! と， 鍛造工事は香取氏の説明

で，器材のハンドリングlζ 糠絡も利用されたろうし ，石壇および，鍍金

工事も必要に応じ利用 されたに違いないが，特記する程の乙とも無いと

思う。問題は同の土木工事である。

身本骨が組立て終ると ，いよいよ鋳造工事のI1民であるが，その文字通り

の足場がいかなるものであ ったかは明らかではないが，大仏の総高は台

座ともω余尺あり，首の根附きま ででも43，4 尺はあろう。しかも鋳迭

の器材，副資材，仮設々備の重量の大き い上 IC ，数百度の高温を長時間

にわたって継続する鎗銅作業のほとんどが，野外作業のような状態を考

えると危険極まり ，木構造の足湯は一寸考えられない。まして鉄線は無

く，釘さえ不足勝ちな I時代で，工期が長びく恐れがあるとあっては一周

そのととを困難にしたろう。

香取氏も ，i河i!1・の95頁 lζ 「大仏鋳造 IC就いての足場はいかにしたろう

か，木材を組上げることは普通の乙とであるが，数丈の高さに踏論る据

えたり熔鉱炉を位いたりするには木材の足場では危険至極である。鋳造

法は下方から鋳上げつつ上方lζ 及ぼすので・あるから) 1 民々 に土を以て周聞

に極を造り上げたものであろう 。すなわち中央は大仏， その周囲は鋳型

の外型さらにその周囲は土壇をもって足掛りとしたものであろう。肩か

ら首の辺りを鋳た時には小丘陵を築きあげていた事であろうか。 J とさ

れている。

注意される乙とは，乙の通りであるとすると ，鉢骨は塑像の下地構造

物の外IC，乙の土圧をも負荷する目的を持っていたはずである 。首まで

の高さ40数尺，土壇の上巾は， 鎗鉱炉や樹ii ，材料燃料の置場や焚場を考

えると 3 閲位は必要だろうし，降水の災害による崩れなどを考えると大

変な土: G l 土圧である。斜道までを想像してみると ，確かに小山の銀があ

ったろう。乙の足場についての文献はなく全く不明ではあるが，乙の工

事にも艇継が使われた公算は大きいと思う。尚乙の土山については，土
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日本建築協会

月間の動き

口昭和43年 5月分 口

理 事 会 |

16日 Ｔ 時 ｾ Ｕ 時半於会館集会室

出 席 者 東畑，塚本正副会長ほか12理事

議事(1)昭和42年度収支決算承認の件

(2)昭和42年度事業報告承認の件

(3) 定時評議員会開催の件

(4)通常総会開催の件

(5) 部会世話人委嘱の件

(6)表彰候補者推せん委員会委員委嘱の件

(7)建築工事実務講習会開催の件

(8) 第 5 回「よろず相談住宅展」 開催の件

(9)事務局職員採用の件

聞事務局職員上期1' 1与ー支給の件

UD日本建築総合試験所理事推せんの件

凶建築大臣表彰候補者推せんの件

間入退会者承認の件

U4 l 報告事項

会計理事会

13日 Ｒ 時 ｾ Ｓ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出席者尾1 l ¥主幹，越田 ，田中理事

議 事 昭 和42年度収支決算審査

部会世話人会

16日 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時於会館集会室

出席者塚本世話人会代表ほか 9 世話人

議事(1)部会世話人会規程について

(2)各部門の建築と相互の繁栄策について

| 建 築 デ ータシー卜 編 集 委 員 会 |

デザイン分科会

1 日 Ｕ 時 ｾ Ｕ 時半於会館集会室

出席者 池 田 幹 事 ほ か 3 委員

議事 ファイノレの内容について

編集幹事会

1 日 Ｕ 時半 ｾ Ｙ 時 於会館集会室

出席者 中原委員長，松村副委員長ほか 6

幹事

議事 ファイノレの内容，各編集グループの出版

工程

編集B グループ打合会

6 8  Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出席者篠原幹事ほか 3 委員

議 事 次 回 の シー トの出版工程について

編集A グループ打合会

13日 正 午 ｾ Ｒ 時於会館集会室

出 席 者 西 川 幹 事，種村委員ほか 5 委員

議事(1) i 仮設工事J i土工事J の出版工程につ

いて

(2)工事機械編集作業に ついて

委 員 会

16日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時於会館集会室

出席者 中原，松村正副委員長ほか17委員

議事(1)各編集グループ出版工程について

ロ) 掲載会社の編成について

(3) 総目次の項目について

(4) データシ ー ト用ファイル作成について

(5) 第 3 回発行データシ ート の反省

(6)そのほか

編集A グループ打合会

22日 正午 ｾＲ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者西川幹事ほか 5 委員

議事(1) 建設工事機械について

ロ) その他出版工程

編集 C グループ打合会

29日 Ｓ 時 ｾ Ｕ 時於会 館集会室

出席者樫原幹事ほか 3 委員

議事 次回のデータシ ー トの出版企画

事 業 委 員 会

講演映画小委員会

6 日 Ｕ 時半 ｾＷ 時半於会館集 会室

出席者 土田副委員長ほか 3 委員

議事(1)本年度の事業企画について

(2) 小委員の迩営について

(3) そのほか

各種説明会小委員会

7 日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時半 於会館集会室

出席者近藤副委員長，三宅幹事ほか2委員

議事(1)本年度の事業企図につい て

(2) そのほか

見学会小委員会

8 日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時半 於会館集会室

出席者 山野副委員長，窪田幹事ほか2委員

議事(1)本年度の事業企画について

(2) そのほか

懇親会小委員会

9 日 ＵＱ 時半 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者岡本副委員長，打浪幹事ほか2委員

議事(1)互の会員懇親会企画について

(2) 事業委員会委員の懇親会について

(3) そのほか

展示会小委員会

10日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者 山本副委員長，小泉幹事ほか2委員

議事(1)本年度の事業方針について

(2) 本年度の事業企画について

(3) そのほか

若い会員の集い小委員会

13日 Ｕ 時半 ｾ Ｙ 時 於会館集会室

出席者 上回副委員長，佐藤泰幹事ほか 3

委員

議事(1)小委員会総括副委員長K ついて

ロ) 本年度の統一テーマにつ いて

(3) 事業企画について

(4)小委員会の運営について

(5) そのほか

委 員 会

15日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時於会館集会室

出 席 者 政 岡，岡本，山野正副委員長

窪田，三宅，小泉幹事ほか 3 委員

議事(1)各ノj、委員会の事業企画について

ＨＲＩ Ｗ 月 ｾ Ｙ 月の事業企画 ｬζ っし、て

(3) そかほか

各種説明会小委員会

29日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出席者近藤副委員長，三宅幹事ほか2委員

議事(1)本年度説明会企画会について

(2)万博の施行計画についての説明会につい

て

(3)次回，小委員会開催 日について

(4) そのほか

住 宅 委 員 会

住宅スライド小委員会

7 日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出席者岩本委員ほか 4 名

シナリオの検討

住宅展小委員会

13日 Ｕ 時 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者 坂 井 主 査 ほ か 3 名

議事 出展者の勧誘について

委 員 会

14日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時半於会館集会室

出席者黒谷副委員長ほか10名

議事(1)第5 回よ ろず相談住宅震について

(2)住宅スライ ド作成について

(3) 住宅資料蒐集について

(4) そのほか

住宅展小委員会

24日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者泉谷副委員長，坂井主査ほか 4 名

議事(1)住宅展の諸準備について

(2) 出席申込状況報告，検討

編 集 委 員 会

群と しての住居特集編集幹事会

7 8  Ｖ 時 ｾ ＱＰ 時於 会館集会室

出席者 富安，大橋特別幹事ほか 5 幹事

議事群としての住居特集第 l 次案を検討

委 員 会

10日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出席者足立委員長ほか ? 委員

議事(1)6月号= 医療施設特集経過報告

(2) 7 月号= 都市交通施設特集経過報告

(3) 8 月号= 都市供給処理施設特集経過報告

(4) 9 月号= 群としての住居特集企画

(5) 都市住宅会議企画

(6) 常任幹事会報告

(7) 来年の編集方針のアンケ ー ト

(8)特別広告企画
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(9) r私の建築遍歴J 新シリーズの設置につ

いて

00) そのほか

常任幹事会

10日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者多胡，八尾，島津，星野各幹事

議事(1)来年の方針アンケ ート文案について

(2)そのほか

群としての住居特集第 2 回編集幹事会

都市住宅会議テーマ・ 講師第 2回企画会

23日 5 時- 7時( 幹事会)

7 時- 9 時( 都市住宅会議企画会〉

於会館集会室

出 席 者 遊 上，大橋，今西特別幹事，多胡

幹事ほか 3 名

議事(1)9月号群としての住居特集企画

(2)都市住宅会議のテ ー- = < ，講師企画

第 2回作品作風小委員会

28日 5 時半- 9 時 半 於 会館集会室

出席者 西村主査ほか 6 名

議事(1)7月号の作品決定

(2)8 月号の作品について

(3) 9 月号の作品蒐集方針について

(4)10月号都市のアクセサリー特集方針につ

いて

出 版 委 員 会

建築の知識原稿検討会

8 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者 窪田幹事ほか 6 委員

議 事 第 2 次原稿検討方法と工程について

意匠計画部会

17日 6時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者小林副委員長ほか 3 委員

議事(1) 本年度の出版企画について

(2) 木造建築編集委員会について

基礎工法原稿検討会

21 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者山肩委員長ほか l 委員

議事次回よりの原稿検討について

| 教 育 委 員 三]

エ高生教育小委員会

14日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者篠原幹事ほか 3 委員

議事(1) 第14回工高生デザインコンクール募集規

定作成について

(2)現場実習指導要領について

(3)そのほか

| 法 規 委 員 会

委 員 会

22日 31侍- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか12名

議事(1)国会での法規の動き

(2)基準法改正問題

(3)i 建築物の安全基準lζ 関する研究」準備会
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建 材 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者堀内委員長ほか12名

議事(1)正副委員長の選任

(2) A L C版の検討

(3) 今後採り 上げる問題

鉄 骨 構 造 設 計 講 習 会

11 日

23日

24日

各自共

共催

於東海建築文化センタ ー集会室

於愛媛県庁第 2 別館大会議室

於香川県総合会館

91時- 171侍

名古屋愛知県建築士会，本会東海支部

松山 愛媛県建築士会， 日本建築学会支所

高 松 香川県建築士会

講師

鉄骨構造の考え方 鷲尾健三氏( 大阪大学)

構造計画 木回幸夫氏( 大林組)

構造設計 長田正雄氏( 大阪事務所)

断面算定 宮川達郎氏( 泉事務所)

鋼管機造と溶接設計

聴、識者

名古屋 144名

松山 74名

高松 104名

若林嘉律雄氏( 日建設計)

「 三 員 名 簿 打 合 会

6 日 51時半- 81侍 於 は ま 忠

出席者事務局および広告担当者

広告勧誘先の割当

「建 築 物 の 安 全 基 準 に 関

す る 研 究」 説 明 会 打 合 会

13 日 2 時- 4 時 於 会 館 1階会議室

20日 2 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者鷲尾副委員長ほか建築 6 団体事務

局員

建築業協会主催による「建築物の安全基準IC

関する研究」説明会後援について種々打合せ

各 会 事 業 委 員 長 打 合 会

23日 21侍- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者政岡( 建築協会) 矢野( 建築士)

各事業委員長ほか事務局員

建築士会，建築学会，建築協会， 3 団体共催

事業について打合せ

「万 国 博 に 協 力 す る建 設

資 材 展 示 会 」 実 行 委 員会

30日 正午- 2 時 於 大 阪 建 設 業 協 会

議事(1) ポスタ ー図案について

(2) 広告塔について

(3)そのほか

構 造 技 術 者

及 見 習 募 集

構 造 デ ザ イ ン セ ン タ ー

( 構 造 図面 ・構造計算)

大阪市天王寺区上本町 4 丁 目 1 の 2

T E L  ( 768)  4 4  7  5  



建 材 の 頁

信用ある技術ど伝統の

7X771Lトエ 専 業 大J吉

誓言矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 側l 戸 di Ｇｉ ｾ＠ ITI r>Ut l 付文 j泊4 ー 1 ( 英和|ビル )

直il1i';li:，;lj ｾｉｬ 戸 Ｈ ＳＳ Ｉ 0881- 3 

支后 大阪市北医忠 ｩｩｾ ｴＮ ｬｬ ｬｲ ＵＰ Ｈ 立ビル Ｕ 階 ＵＰＲ 号室 Ｉ

I丘j凶1 L前 大|荻( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸 di Uイト灰八 11
1
市辿 1 - 5  Ｈ Ｇ ，ｬｩＺ ， ｪ ，ｾ＠ @2923)  

網 入 光 り 波 型 カ 、 、 ラ ス ( ス レ ー ト 小 波 )

ス レ ー ト大波/

サ 965
7

，仇 1，818明π

夕、イニチ・アーモライト
波 板 ・平 板

( 長尺物有)

( 硝 子 繊 維 強 化 ポ リ エ ス テ ル 成 型 品 各 種 )

製造敗完 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 lJ; 大 阪 市北 区 玉 江IIn・2 ノ 4 (-:::ー変合印ピノレ ) 屯 話 ( 441) 1389・3389・3281

本 社 事11 奈 川 県 中11 脱 原 市 小 山 宇 久 保 2 2  4  ｾ ｬＡＺ 話 Ｈ ＷＲ Ｉ Ｓ Ｑ Ｐ } - 4  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981 ) 06 16 - 0 6 18  
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設 計 事 務 所 有 志

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役 赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 2  3  (瑞穂ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮

伊 東 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 伊 東 正 也

大 阪 市 浪 速 区 幸 町通り 2 - 6 清 光 ビ ル 屯 話 ( 562) 4  3  4  3  - 4  

石 川 建 築 事 務 所

石 川 寛

石 川 宏

阪 市 天 王 、子区 茶 r- I 山 町 1 1  1  ，;-)!: 話 (779) 9 4 9 1 - 2  

東 京 都 豊 向 区 駒 込 1 - 2  8  '，[1 ，(，fi( 946)  5  4  3  1  - 2  

株式会社 大 阪 建 築 事 務 所

取締役社長
古

同橋 慶 夫

本社並びに支所 大 阪 市 西 区 京 町 嬬 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441)93511(¥:1

東 京 支 所東京自11港区赤坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル ) 電話 * 京 ( 湖) 8169 

名古 屋 支 所 名古屋市中区栄2丁目6番地12号(白川ピル) Ｑ ｛ ｾ ［ｉ［名古 屋 ＨＲＲ Ｑ Ｉ 8566( {り

九 州 支 所北九州市小倉区紺屋町1丁目20-1(丸源ピル) 電 話 小 合 (52) 52 11 

去を小 林 得 志 建 築 事 務 所

代表取締役
林 ??

ベン

大 阪 di 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電話 ( 362) 5  6  5  8  - 9  
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@  

設計 ・監理

i  

株式会社昭和設計 事 務 所

取締役社長 岡 本 行
韮

Eコ

大 阪市 西 区西長堀北 通 1 - 8 四ツ橋ピル T E L . 代表 532- 0  4  1  5  

株式会社田中建築事務所
小 西 究 主 二 方 乏 寸 才 少 刀 /て刈

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話( 邸) 9301代表

名古屋事務所名古屋市中区丸の内 l の8番39号 (三信 ピル内) 電話( 初l) 12133 

大 津 事 務 所 大 津市梅林1丁目4番15号 (滋賀県教育会館内) 電話 (2) 5373- 4 番

株式会社竹内建築事務所

内 藤 一 真

林 茂

大 阪 市 浪 速 区元 町 1 - 7 4 2 (藤 本 ピル ) 電話 (641) 5  0  8  9 ・ 1 1 5 6  

株式会社東畑建築事務所

代表取締役
東 畑 謙

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202--{)391  

東 京 事 務 所 東京都千代田区永 田町2( 氷図町ピル) 電話 東京 (03)581-1251

名古屋事務 所 名古屋市中村区堀 内町2(坂 内 ビル) 電話名古屋 (052)571- 8471  

株式

会社

九 州 支 所 ・広 畑 支 所

富 家 建 築 事 務 所

代表取締役 富 家 宏 泰

本 社 京 都 市 中 京 区 抑 小 路 通 来 洞 院 西 入 tl I : 話代表 (231) 6357 

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区北 久 宝 寺 町2丁目( イセ トビノレ3階) 電 話 代表 (261) 1751 

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 7丁 目 1 ( 松鹿ビノレ7 1 > 皆) 電 話 代 表 (541) 1553  

千 葉 事務 所 千 築 市 市 場 町 2 千 業 自 治 会 館 内 屯 話 代 表 (27) 6181 

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

取締役社長
塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 (大 代ぷ )
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株式会社内藤建築事務所

代表取締役 内 藤 資
申

J じρ

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話 (781) 6  1  9  6 代

事 務 所 ・出 張 所 東 京 ・松 本 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋 ・京 都

大 津 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 知 ・ 福 岡

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

里子 藤

申

J D、

五
ロ

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3 - 8 電 話 (622) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 (271) 7  9  0  1  

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

う民
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4 電 話 (202) 3836(代)

8091附

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 1  電 話 (261) 5101(代)

名古屋事務所 名古屋市中区錦 3 - 24( 日本生命ピル) 電 話 (961) 186H代)

⑨ 
阪神造園建設業協同組合

理 事 長

;>t.;: 

耳切t イ変

組 合 員 一 同

事 務 所 大 阪 市 北 区 高 垣 町86 福田ビル内 電話大阪 ( 313)0975 ・4010

⑥ 

レ
U

緑

L

L

 

A

f

 

j

会

匡

式

造

株

遊 園 運 動 場 器 具

芳 園

取締役社長

オて

オホ イ変

本 社 箕 面 市 新 稲 7 0 5 番 電 話 0727 ( 21)  3  0  5  8 番

支 庖 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町48番 地 電 話 大 阪 ( 313) 2451 ・( 361 )4785番

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番 1 2 号 電 話 0727 (61 )  8  8  7  4 ・1 2 9 8  
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建 設 業 者 有 志

⑬ 

株 式

会 社 ?蚤 3召 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

木 唐 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 ( 762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋 ・札幌・仙台 ・福岡 ・広島

営業所 ・秋田・ 岩手・水戸 ・千葉 ・立川・横浜・新潟 ・北陸・静岡 ・岐阜

長野 ・三重 ・奈良 ・京都 ・郡山 ・和歌山・神戸 ・高松 ・徳島 ・熊本

Q)  

式

社

株

会 新 … 工 務 所

取締役社長 新 順

本 底 ・大阪市北区曽根崎中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪(313) 133] 番

支 庖・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七電話代表東京 (291) 3741番

営 業 所 ・神戸市葺合区八幡通五丁目 六松井ピル内 電話神戸 (22) 3316番

- 名古屋市中区錦三丁目十七番十一号電話名古屋 (971) 2253番

・尼 崎 市 三 反 田 字 生 回 四 十 電 話 大 阪 ( 429) 4009番

• 安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支 阪 村
回

ｾ久
陪主 次

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 4 4 3 - 5 5 6 1

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重州四丁目七番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 | ・ 広 島

営業所・千葉・横浜・水戸 ・盛岡・新潟・神戸・沼津・ 札幌・宇都宮・北九州・熊本

@  

株 式

大 林 組Azz 、
社

取締役社長
大 ホ本 芳 良B

本 庖 ・大阪市東区京橋= 丁目七五番地 電 話 大 代 表 (941) 8  6  1 番

支 庖 ・東京 ・札幌 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・岡山・ 広島 ・福岡・ 高松

⑤ 
株 式 会 社 奥 村

社 長 奥 村 太 四 郎

組

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 l の 5 1  電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島・高 松 ・ 北 九 州
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鹿 島 建 設 株 式 会

鹿 島 守 之 助

社

ム

耳 長

社 長 渥 美 健 夫 大 阪 支 庖 長 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 一

大阪支届 大阪市東区瓦町五の七一( 瓦町ピル) 電話大阪 (202) 代7461・8166

③ 
去 五 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支店長 佐 イ自 武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電 話 。41) 7  3  7  1  - 4 番

本 庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3  電話代表姫路 (23) 2021- 3  

@  

株 式

会 社 熊 谷 組 大 阪 支 応

常務取締役支庖長
泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町二二 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 庖 東京建築 ・東京土木 ・北関東 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・札幌 ・仙台

取締役社長

鴻

鴻ｾｻｧ

池

藤

組･ｾ＠ 株式会社

本 庖 大阪市東区北久宝寺町 4 - 2 7 電話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・ 広 島 ・松 江

骨
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締f支社長 佐 藤 欣 治 ・大阪支底長 山 本 良 勝

本 社 ・東京都中央区日本橋本町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331  ( 代表)

富 山 市 桜 木 町 l 番 1 1 号 電 話 富山 (31) 6531  (代表)

大阪支庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大阪 (203) 7221  ( 代表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡・仙 台 ・広 島

⑧ 
清 水 建 設 株 式 会 社

会 長 清 水 正 雄

社 長 吉 川 清 一

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常 務 取締 役 支 庖 長 白 井 周

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 二 ノ二 電話 (443) 5  4  3  1 大代表

、
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島藤建設工業雲芝大阪支庖

⑧ 

1  

6  0  0  1代表

1  5  (403)  1  

(372)  

，_.J..... 

疋

東京

大阪

里子

話

話

電

電

月

東京都港区赤坂 8 丁目 5 番34号

大阪市北区茶屋町 3 1番地の 2

取締役支庖長

ネ土

庖

本

支

俗文建言え株式令私• 
美

大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2階) 電話 (202) 代表7421番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

日青脇呂
常務取締役大阪支眉長

大阪支庖

本 庖

組
a=t 

I司銭

式

社

株

会。
之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番地 電 話 大 阪 (531) 6431番 (大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・秩 田 ・盛 岡 ・ 前 橋 ・新 潟 ・千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・津

京 都 ・神 戸 ・ 岡 山 ・高 松 ・松 山 ・ 北 九 州 ・熊 本 ・ 長 崎 ・大 分

輝

古

同銭取締役社長

本 庖

支 庖

営業所

社

ｾ＠
ｾ＠式株

吾 凡

邑又建成大
⑤ 

良日芳干市

専務取締役

支 底 長 田

T E L 大阪 (252) 1131大代表大阪市東区南本町 4 丁目 2 0 番地大阪支庖

社

ｾ怜
: z4 式株業工銭大

⑥ 
恵正藤伊代表取締役社長

話 ⑩ 0 1 7 1 - 5 番電地番8  3  四T屋茶区北市阪大

屋古名j幸子米山実日福寺王天屈支

大 日 本 土 木 騎 大 阪 支 庖

⑧ 
豊

電 話 06 ( 341) 代 表 5 9  3  1  

電 話 03 (255) 代 表 o 3  7  1  

電 話 0582 (62) 代 表 6 1 4 1

田

大 阪 市 北 区 堂 島 北 関T 9 番 地

東 京 都 千 代 回 区 神 田 松 永 町19番 地

岐 阜 市 長 住 田 丁 2 丁 目 3 番 地

東 京 ・ 名 古 屋

神 戸 - 京 都 ・奈 良 ・ 和 歌 山 ・上 六 ・ 岡 山

九 州 ・静 岡 ・長里子 ・中 津 川 ・新 潟 ・横 浜 ・千 葉

山取締役支庖長

東 京 本 社

本 庖

支 l苫

営 業 所
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パ?、

てV
顎 竹 中 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

⑧ 
銭 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 勝 目 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地 ( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321  (代表)

本社 ・東京都千代田区三崎 町二丁目五番三号 電 話 東 京 (263) 3411 (代表)

。

切

戸 田 建 設 芸誌 大 阪 支 庄

取 締 役 支 服 加 納 秀 雄

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 電話 (364) 1  6  5  1  ( 代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

大阪支庖営業所 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 井 ・ 金 沢 ・ 富 山

I T、
てコ

飛島建設株式会社大阪支底

常 務 取 締 役 支 服 小 林 正 雄

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 - 3  - 2  8  

@  西松建設株式会社関西支庖

取 締 役 支 阪 上 田 明

本 社 東京都港区芝西久保桜川 町 13 番地電話東京大代表 (502) 0211番

支 庖 大阪市東区・釣鐘町 2 丁目 4 1番地電話大阪大代表 (942) 1131番

@  去を 間 組 大 阪 支 庖

• 
取 締 役 支 眼 遠 藤 巌

大 阪 市 東 区 繍 堀 町 二 丁 目七 O番地 電話 (203) 代 表 2 8 2 1  

本 庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地 電話 東京 (402) 代表8171

支 庖 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡
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@  

株 式

会 社
藤 木 工 務 庖

本 庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・電 話 大 阪 06( 942) 1461  ( 代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・電 話 東 京 03( 357) 1611 ( 代)

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 0 ・電話 倉敷0862( 22) 3330( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二 電 話 高 松0878( 51) 7272 ( 代)

出張所 ・京 都 ・ 名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・熊 本

告惨

株 式 会 社 藤 田 組 大 阪 支 庖

取 締 役

支 I，i; 長

大 阪 市 北 区 堂 品 中 二 r 凶 三 J ¥ts: 1也 a心J i (362) 代ぷ 7 6  7  1  

ＭＱＮｾ＠ 社 ・点 京 自15 渋 行 IR 千 151 ¥ ケ 行 凶 ノ 六

)( I，i; ・1L IV.¥¥! Ｎ 陥 ｩＡｾ . 名 古 lゼ ・ 大 阪 ・! ぶ烏 ・九 州、|

古 賀 〉え 之 介

③ 
前田建設工業株式会社大阪支庖

， ［ ［｜Ｇ ｪＺｾ ｬｲ ＩＨ 締役幻 ｬ ｩ ｩ 長 島 田 光
守

田

，. 

:k ｊｾｩ 大阪市東区ｩＺｩ Plf 2 丁 目 7 岳 地 1江川大阪 (942) 130 1  ( 代表)

本 社 東京自1I 千代川区; 七士見町2 r目l Qgり也の26 /.-} ＧＱ ＧｌｴＮ ￬ ｬｾＧ 東京 ＨＲＶＵＩ 5551番( 代表)

+  
真柄建設株式会社大阪支庖

常務取締役

文 J，ii J，そ
漆 ホす 重

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 寺 町 6 番 地 の 7 電 話 大 阪 ( 772) 3813番( 代表)

本 社 金 沢 市 彦 三町 1 丁目 13番43号 電 話 金 沢 ( 31 )  1266番( 代表)

。 株 式 会 社 松 本ず 来E

取 締 役 社 長
不公 ホナ 雄

-::1::: 

仁コ

本 社 ・大阪 rli 北 区空心 111]" - J 目七 O 番地屯，: ，fi ｦｾ＠ ｬｾ 大阪 ＨＳＵＲＩ 1131  

瓦 )l
i
i '  *  Ji{ ' 札 *見 ・名 古 lゼ ・!よ 山 . 1M li(i] 

• ⑥ 

-・・・・田圃.

-
- 井 建 設 顎 大 阪 支 庖

'，o;;;  ｪＺｾＵＱｲ ｊＨ締役

主 I，i; k: tt 内 慶 久

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 常 安 町21番 地 三 井 ピ ル 別 館 電 話 大 阪 (443) 代表1321

ｾＮｾ＠ 社 東 京 自15中央区LI ｻｾ航室町 二 ノ ーＨ二 ＩｪＺピル Ｉ "'U，Ji !.RM( 2iO) 大(¥;: ぷ例51

.k l，iiJ i(jイJJ 也 札 帆 - 仙 台 ・償 ｩｊｾ ・ ＱＧ， ｉ ｾＧ＠ ｾ Ｇ ｉ よ 1: 占・九¥ 1河
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。 株式会社 森 組

取締役社長

オてこ

ｾ木 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支庖) 東 京 ・名 古 屋 ・奈 良 ( 営業所 ) 和 歌 山 ・尼 崎 ・神 戸 ・岡 山

⑬

 

株式会社 森
本

手本

組

オミ

ホ木 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番 地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営 業所 松 江

出張 所 神 戸 ・奈 良 ・紀 南 ・米 子 ・下 北 山 ・鮎 沢 ・l幡 多

河 内 ・相 生 ・諌 早

。。 株式会社
あ め り か 屋

恥締f支社長 前 野 慶 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 IHJ 1  7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

⑨ 

式

社

株

会

主

白

日
山 工 務 応

代表取締役
湯原 来

守 u 市 八 雲 西 IUJ 2 丁目 1 5 0 番 地 電 話 大 阪 (993) 3  9  5  1  - 4  

$  
株 式 会 耐

新 井 iIi 

本 社 凶 富 市 池 IB 111} 9 番 1 Ｘ ザ ｦｅｬ 活 ｉ Ａｅ ｪＧ ｉ ｾｾ 26 - 3111 ( 大代表)

大 阪 支 JR 大 阪 市 北 区 芝 旧Ul T 7  2  'ι 前 大|坂 372- 5011(代 表)

支!万 ・営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・金 沢

山 張 所 水 島

@  大木建設株式会社大阪支庖

政務取締役大阪支同長 大 木 末 次

大 阪 支 四 大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 3 丁目 3 番 地 屯 品 ( 538) 3075(代 表)

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1丁目 2 番 l 号 屯1活(403) 4131(代 表)
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4惨

式

社

株

会 井

取締役社長 井

上 組

上 福 蔵

本社大阪市都島区東野田町二丁目一五番地大阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市生 田区 加納町 三丁目 一番地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

g零、

" *1 

株

会

式

社

A、
7  

取締役社長

β 、

7  

西 組

西
喜
一
吋雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話 (772) 1  2  5  1  

庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話 ( 354) 0581- 5

営業所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー 電 話 (33) 6 0 6 0  

営業所 埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津 分990番地 電話所沢 (22) 6263

⑥ 
株式会社

坂 #  組

代表取締役
小 坂 井 正 夫

本 居 大阪市北区太融寺町五六番地 電 話 代 表 ( 341) 9  3  3  1  

営 業 所 西 宮 市

出 張 所 河 内 市 ・京 都 市 ・和 歌 山 市 ・堺 市

。 株 式 会 社 大

取締役社長 山

求 組

本 社 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 番 地 電 話 (213) 大代 o 5  5  5  

松 原 工 場 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5 の 1 電話松原③大代 8 6  0  0  

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 2 の 9 電話 (293) 代 5 3 0 1  

名古屋支庖名古屋市中区錦 1 丁 目 2 番11号( 岩田ビル) 電話 (211 ) 代 5 4 2 1  

営 業 所 横 浜 ・立 川・滋賀 ・神 戸・奈良 ・和 歌山・岸和田・堺 ・岡山・広島・九州、|

、
J 傘 、

、ｾ

株 式

会 社 回

西

西

取締役社長

工 務 宿

田 義 良B

本 社 岸 和 田 市 加 守 町 6 2 6 の l 電話岸和田貝塚③ 2881代表

大 阪 営 業 所 大 阪 市 浪 速 区 充 町4丁目 227の1 電話 (632) 4  0  0  1 代 表

出 張 所 和 歌 山 ・東 京 堺 ・名 古 屋 ・神 戸 ・姫 路

• 
《。

合蹴記長谷川工努庖ビル経営

本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  T  E  L  (203) 5661 ( 代表)

東 京 支 庄 東 京 都 渋 谷 区 栄 通 1 の 5 T  E  L  (463) 5451  ( 代表)

名古屋出張所名古屋市中区錦2丁目 17の30( 河越ピル )T E  L  (201)  7956 - 8  

神 戸 出 張 所 神 戸 市 葺 合 区 坂 口 通 7 の 1 T  E  L  (23) 7  2  3  8  
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社建 設 株 式 云

耳E締役社長 庄 野 勝

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 5 7 養 地 電 話 大 阪 (271) 4771  

東 京 都 中 央 区 銀 座 酋 4 丁 目 1 番 地 電 話 東 京 (567) 1751  

名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁 目 3 番 4 号 電 話 名 古屋 (211) 5141 

括申告V tf 竺事日目 l l g 理署語 沿223 務

千 楽 県 君 浦 郡 君 湖 町 人 見 1 0 5 4  電 話 木 更 津 6  2  1  8  

北 九 州 市 八 申書 区 白 川 町 2 番 地 の 2 電 話 八 幡 (68) 9336 

繍 浜 ・ 茨 木 ・ 神 戸 ・ 岡 山

動

本 社

東 京 支 社

名 古屋 支庖

北 海 道支 庖

仙 台 支 庖

千 葉 支 庖

九 州 支 底

営 業 所

不

④ 

社

芝〉

-p，ミ式株設建月望
⑮ 

望

l  代 表6  5  

良B

8  

太

電 話 大 阪 (344)

電話 (392)

月

大 阪 市 北 区 堂 島 上 ー ノ一 八

豊 中 市 島 江

取締役社長

本 社

工作所 番

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

2  l  3  8  4  目 -一 丁

手々

い
し

7Il話 (202) 代表 4 7 9 1  

ilJ: 話 (241) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 路 橋 二 丁目 九 番 地

東京都千代 田区大手町二丁目 二 番地

本

ιよ」

取締役社 長

本 社

東京支庖

ール

肩又建畿近
社

ぷ〉、

京株 式

① 

敬

電話大阪(代)(532)  0081- 5  

電話 (07755) (2)  1361  (代 )

3  

崎

。

1

 

1

 

1

1

J

 

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の l

代表取締役

本土本

滋 賀 県 栗 太郡 栗 東 町字 上鈎 1 7  1  滋賀支社

組岡。金
株式会社

@  

隆手リ岡1金
代表 恥締 役

( 779) 代表7731 - 5 ・5930電話大阪市天王寺区椎寺 町 66 番地

Z 制金属互業株式会紅建設部

ミお
ー

電電話大阪郎11大 代 表 臼31

電 話 東 京 間2961- 2  

'1li 訳 名古 島 側代 表 4521

電 話 相 問。4間 表 0661

電 話 広島位。1 2  8  3  

電 荷 土持 制1) 代 表 3722

f 白百青 (0723) (7 )  5181  

大 阪 市 西 区 立 売 鋸 南 通 3 丁 目 7 1  

東 京 都 港区 西 新 総3丁 目 10番 6号( 西符ピ J レ)

名 古 屋 市 中 区錦 3丁 目 23番 31号( 栄町 ピJ レ)

稲 岡 市波 辺 通 2 丁 目 10街 区51( 平均 ピ J レ)

広 島 市ー 鉄 砲 町 6 番 7 -g-

m 市 大 1111 iffi III J  5 了 1 3  2  

堺 市 土 俗 町 5 8  

本 社

東 京 支 府

名 古 屋 支 J吉

相 間営 業所

広 島 営 業所

t.w 工 場

初 芝 工 場
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東 漆 興 業 株 式 舎 社 大 阪 支 庄

⑪ 

英

大 阪 市 北 区 梅 田 町 2 7  ( サンケイピル) T  E  L  (313) 代 表0451番

神戸営業所 T E  L  (23)  5  1  0  0 番 京 都営業 所 T E  L  (351) 6  7  4  7 番

松専務取締役大阪支庖長

社

之〉

- ; A 式株設建東日
鞠

夫俊

宝

長 久 保

榎

長社

電 話大 代表 東 京(03)265-4281

電 話代表 大 阪 (06)351- 0623

取 締 役

大阪支庖長

本 社

大阪支庖

東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 2  - 12 

大 阪 市 北 区 末 広 町12(新 末 広 ビ ル)

社

芝〉

エヨミ式株設建本日

③ 
政

(261)  7  5  9  1  - 6  

台 ・札

重

T E L  

田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・ 福

生長社

社

庖

本

支
国

社

四幌

. ，d.  

:Z;I; 

仙

式

岡

株来E

.•••••••• 
-----E

・

E

・
-
，谷長

@  
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1 4 9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条

話 (791) 2  7  4  4 番

2  

ー

l

 

'

E

E

a

'

'

 

/. 、

' 口一長取締役社長

大

電

大

電

社本

の3  
。

l  町
工 作 場

阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役会長 泉 谷 平 次 郎

取締役社長 藤 原 正 一

。

本 社

西 宮 営 業 所

神 戸 営 業 所

岡 山 営 業 所

出 張 所

社

芝〉

- ; A 式株設建不

z  
ーーーーー一ー圃a‘

吾 郎

大阪市北区阿波座上過4丁目8 電 話 大 阪 (06)541-5534代 表 ・9301代 表

東 京 都 新 宿 区 淀 僑 441- 4 電 話 束 京 (03) 377- 5  1  7  1代 表

名 古 屋 市 中 区 薮 田 町 4 1  電話 名古屋 (052) 321 - 8  4  8  1代 表

京 都 (075)21ト 5636代 ・姫 路 (0792)36- 5111代 表 ・大 垣 (0584)78- 2876

口山取締役社長

社

庖

本

支

"  

出張戸斤
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。
ゥ

矢 島 建 設 株 式

芝〉

エヨミ 社

取締役社長 矢 島 浩 一

本 社 東 京 都中 央 区 銀 座 七 丁 目 五 番 地 屯 話 東 京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271) 代5837

2締? 社長 仁 平 信 也

支l占 ・営業所 仙 台 ・名 古 屋 ・福 岡 ・蒲 郡 ・和 歌 山

⑩ 

株式会社
米 田 工 務 応

取締役会長
米 田 治 郎 兵 衛

代表取締役
米 田 良 男

ｾＺ［Ｚ＠ 社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ II! T 7  T  E  L  (771) 代ぷ 7 7 7 1  

暑中お見舞申し上げます昭和昨盛夏

建 材 ・ 設 備 業 者 有 志

胸骨

コ ン ク リ ー ト は 勿 論

鉄 ・木 ・ ガ ラ ス lこ;需 れて いても 接 着す る

ゴム状の ｾｉｾ 力性ある

ポ リ ウ レ タ ン ・合成ゴムの皇制英防水剤

令ラ パ シ ー ルキ

ア ス ニ ュ ー 式 防 水 工 事

ア ス ニ ュ ー シ ン 吹 付 工

' 7 ) レケイアスフアルト床工

' 7 ) レケイアスフアルトプロック工事

責 任 施 工

アスニ: 1- - 工業株式奮id
本社 ・工場 大阪市東淀川区西中島町 1 - 1  2  5  電 話 (301) 9081- 4  

営 業 所 東 京 ・福 岡 ・徳 島 ・名古屋 ・岡 山 ・富 山 ・鳥 取 ・米 子

マミ〉 浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社

取締役支町長

/ .、

' 口 幸

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 4 の 2 屯話 (434) 1  2  1  1  

支 出 大 阪 市 大 淀 区 中 津 浜 通 り 3 の 1 1 の 1 111話 (372) 5  3  5  1  

⑥ 

ポーライト ・ユ ニ オ ン ボ ー ド ・ ア コ ニ オ ン ・カルトンホ口ーボ ー ド

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

取締役社長
尾 崎 博

木 社 尼 崎 市 下 坂 HII 久 々 矢 口 前 市 話 (491) 6  7  8  1  

支 j占 東 京 占11 日 本 橋 本 IsT 3 の 8 ￭Ｇ ＱＱｾ ［ｊ［＠ (662) 2588- 9 

福 岡 市 松 浜 町 1 - 1  ?出目 (23) 1  4  9  1  
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⑥ 

⑦ 

。

ｾ＠
@  

冷暖房機器 ・エアロマスター ・エアロスポット

空調附属品 ・吹 出 口 ・ 吸 込 口 ・ そ の 他

王 T ロ マ 友 守 ー 株 式 会 祉

本 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 2 7 番 地 T E L (202)  0241( 代)

営 業 所 東 京 T E L ( 3 4 2) 4521 名古屋 T E L ( 582)  3866 九州 T E L ( 74)  8520 

株式会社エバレヂン工業所

特 許 第421051号

特 許 第501385号

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目25 ( 武田ピル)

電 話 (203) 7  0  7  1  - 5  

エパレヂン合成樹脂防水剤

製造販売及防水工事施工

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 楠 村 松 町32田中ピル

屯，li5 (851)  8  8  0  8  (866) 4  8  8  9  

大阪アルミニウム株式会社

本 社 幌 市 下 回 開J 2  6 番 地 電 話 麻 (62) 5551  ( 大代表)

東 京 支 底 東京都中央区銀座西 7 丁目 2 番地( 日経ピル) mg舌 東 京 (575) 2476 ( 代表)

札 幌 営 業 所 札帆市大道 4 丁目 l 番地道銀ピル( 日本軽金属( 株) 北海道営業所内) 電話 (22)8722

福 岡 営 業 所 福 岡 市 薬 院 1 丁 目 1 7 番 3 2 号 電 話 (77) 5  3  5  4  

安 材 事 業 部 大 阪 市 東 区 高 削 5 丁目 5 0 番 地 包 括 大 阪 (2叫 24附 表 )

阪 営 業 所

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目 l 番24号( 名古屋第l ピル4F) 電 話 名 古 屋 (211) 3  7  2  8  

広 島 営 業 所 広 ぬ 市 新 天 地 2 番 4 号( 広島有海ピル 5F ) 電 話 広 島 (47) 7  5  7  9  

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする 壁画構成・立体構成)

開 高 タ イ 外 務 令

大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビ l レ) 電話 (443)  9  1  3  1  ( 代表)

各 種 冷 暖 房 ・ 空 調 機 器 専 門 製 作

木 村 工 機 株 式

...c、

ネ土τ E  

代 表 取 締 役 木 ホす f  
1、E旦K  

本 社 大 阪 市 東 区 上 町 1 3 帯 地 屯 ぷ (761) 6921番 ( 代表)

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 八 m洲 4 丁 目 5 番地( 新光ピル) 旬結 (273) 8821番 ( 代表)

名古屋出帰所 名 古 屋 市 中 区 錦 l 丁目 4 1fI: 27 片 ( 尚里子ピル) 電，!，!i (211)  50481f1: ((¥': t<)  

ｾＧ， ｩ＠ I判 出 帰 所 制 | 品 ] 市 大 名 1 r 自 12 lfI: 52 り( 内雌ピ J レ) 屯自治 (77) 0628 1f1: ( 代ぷ )

[  . l J ，¥大阪府八尾市北久宝寺 2 丁目 2 番 7 母" 日，! [ ; (23) 06211f1: ( 代長 )

M K 式 軽 量 鉄 骨 天 弁 下 地 ( 責 任 施 工 )

アルミニウム・スノマンドレール・ J レーパー ・パネ ル

ス テ ン レ ス ・ 鉄 な ど の 製 作 金 物 一 式

近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 3 - 5  5 電話 441- 8  6  7 6  - 9  

出張所 福 岡 市 西 大 学 前 町 1 1  3  5 電話 6 4 - 4  7  6  4  - 5  
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。
の J I S 表示許可工場 。K J A認定工場

三協アルミニウム工業株式会社

取 締 役 社 長 竹 平 政 太 郎

本 社 ・ 工 場 高 岡 市 早 川 7 0 番 地 電 話 代 表 (22) 5030  

第 二 工 場 高 岡 市 佐 加 野 2 の 2 電 話 代 表 (22) 6750 

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 1 の 125 東 洋 ビ ル 電 話 代 表 (443) 9601 

東 京 ・ 札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・名 古 屋 ・神 戸 ・高 松 ・広 島 ・ 福 岡

株式会社シェル石油大阪発売所

アスフアルト製品販売部

専 務取 締 役 鴻 野 精 彦

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  電 話 大 阪 (363) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2一76 電 話 大 阪 (303) 7  1  3  1 代 表

事 務 所 東 京 ・ 福 岡

⑫ 

冷 暖 房 ・各 種 流 体 配 管 - 設 計 施 工

株式会社 清 水 工 業 所

取 締 役 社長 y青 変 明

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 1 4 番 地 電話 大阪 (372) 2851附 - 7

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 北 砂 町 6 丁目 1 番 2 3 号 電 話 東 京 (646) 6511- 4番

群馬出猿所群馬県邑楽郡大泉町大字吉田 2 0 6  6番 地 電 話 大 泉 ( 6 )  3394- 5番

山陰 出 張 所 島 椴 県 出 雲 市 今 市 本 町 11L話 出雲 (21) 1  2 8 5 番

鳥 取 出 張 所 鳥 取 市 立川町 5丁目 ( 鳥取三洋電機側内) 電 話 鳥 取 (23)  1  1  8  9番

ー旨

建築用接着剤 ・各種コ ーキ ング剤製造 ・販 売責任施工

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大 阪 支 庖 長 武 井 イ半 治

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東 之 丁 4 1 電話 (271) 3  4  5  6  - 9  

4 巻、

、寺戸7

大 阪 ガ ス 風 呂 シ ョ ッ プ .  ， 

' l - ' - D 回 目

田 中 雄代 表 者 照

( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4 7

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

領Bト
内外アスベスト株式会社大阪支庖

取 締 役支 庖 長 松 尾 久 雄

、，

大 阪 市 都 島 区 都 島 北 通 1 丁目 14番地 電 話 大阪 (922) 1371  ( 代表)

本 社 ・東京都千代田区岩本町 2 - 4 の11 電 話 東 京 (862) 3251  ( 代表)

支 庖 ・札 幌 ・ 名 古 屋 ・広 島 出 張 所 ・福 岡 ・仙 台
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ラ ス ・ダ イ ヤ ラ ス ・ラ ス シ ー ト ・リ プ ラ ス

ス 製 作 所
ヲ'

中 川

鉄 筋 ラ ス ・親

川 安 蔵

l  但し十合百貨庖北ノ辻東ヘ入ル南{!W

5 2 2 8 - 9 ・ 8 2 4 8  

出
ー

大 阪 市 南 区 脱 谷 { 中 之 町 3

電 話 (271)

者表代

プラスチ ック床材

。e

Hi - COLOR .  ｾ＠
日泉化学工業株式会

本 社 新 居 浜 市 新 田 町 3 丁 目 ? の 1 7  

営業本部 大阪市西区土佐堀通 l の27(タ ケウチピ ル)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋

千 葉 工 場 千 楽 県 君 津 郡 古 来 田 町 真 理 1 0 7 0  

屯話( 2 )  4171  ( 代表)

電話 (443) 2261 ( 代表)

1  

社

3  

アスフアルト防水工事 ( 日本アス協組員)

ゴ ム ブ ル ー フ ( シ ー ト) 防 水

N .  S 塗 膜 防 水 工 法 ( 冷 工 法 )

立 ｾｃ -，- Ｋｾ＠ Ｋ，些ｾ .-0、

コF引. . L ' 1' / . 1↑不エ、，コ玄

代表取締役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 (541) 3785- 6 ・2721

倉 庫 ・ 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  

電話( 下郡) 1  

日

。

• 

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ

ホイスト ・リフト ・クレーン ・エスカレー タ

⑥ 

問

問

問

K

ω問

問

K

剛

一

問

削

大

東

大

修

業

草

間

理設 計 ・ 製 作 ・ 据 付

日 本 エ レ ベ ー タ エ

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天神橋筋六丁目 天六阪急ビル

東京営業所 東京都北区田端町 3 1  1  東京建築興業ピ Jレ

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地

社

。
z  式服建ホ目2  

雄

東京都千代 田区大手町 2 - 8  ( 日本ピ ル) 電話 東京270- 6511 (大代表)

大阪市北区梅田町 4 7 番地 (新阪神 ピル) 電話大阪341- 4331(代 表)

辰1

 

1

 

1

1

J

 

石取締 役社長

本社 ・東京支庖

大 阪 支 庖

株式曾社-レ万 年 スｾ＠
‘、

大阪 (661) 8  1  8  1  (代表)電話大 阪 市 西 成 区 千 本通 7 - 1  1  
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ｾｾ＠
明 研 化 学 工 業 株 式

A

G

一

A
社

取締役社長 村 田 鞠

内 外 装 材 内 装 材

特 許 エ ""' 7 ) レ リ シ ン エ マ オ ー ル

R  C リ シ ン エ マ ミ ッ ク ス

エ マ レ y ク ス リ シ ン

エ マ ル ス キ ン

エ 7 レ ッ ク ス

本 社 明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地 電 話 明 石 代 表 ( 913) 3456

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 丁 目 53 淡 路 ピ ル 電 話 ( 203 ) 0603 ・0906

東 京 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 両 国4丁 目 37- 13坂 井 ビ ノ レ 電 話 ( 634 ) 1756 - 8  

《参

一 般 塗 装 工 事 請 負

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

取締役社長 竹 林 昭 二

本 社 吹 田 市 山手 町 2 丁目 8 番 3 5 号 電 話(388) 0  7  0  8 番

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 7 8 番 地 電 話 (372) 6431 - 3 番

頃五三

日 刊 建 設 産 業 新 聞 ・日 刊 建 産 速 報

株式

会社 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

代表取締役 山 漫 龍 男

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8 - 8 電話03(931)  1691  ( 代)

大阪支社 大阪市東区淡路町 1丁目 14( 八千代ピル) 電話 (231) 817l  ( 代)

神 戸 支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  電話078(29)0541- 2  

京 都 支 局 京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  電話075 (463) 0  6  8  3  

ー惨

株式

会社 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長 中 山 豊 雄

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1丁目 3 ( 東洋ピル) 電話202- 6861 ( 代表 )

株式

日刊建設通信関西支局
J・

会社

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 局 長 成 田 辰 美

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8  電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (202) 8  5  8  1代表

A  
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.. 

暑中お見舞申し上げます昭和岬盛夏

ｾ＠
、・F

愈

+  

w  

宇 都 セ メ Y ト

宇 部 興 産 株 式 会 社

大阪支庖大阪市北区曽恨崎新地 3 - 51 ( 桜橋東洋ピル) 電話 (361) i 361 ( 大代)

本 社 宇 都 市 西 本 町 1 - 1 2 - 3 2

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 一 7 - 2  

そ の 他 支 庖 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 高松・新潟・岡山・静岡 ・小倉 ・千葉 ・姫路・横浜 ・山陰 ・札幌・大分

大 級 セ メ ‘  トJ  

大阪セメント株式会社

本 社 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 5 7 番 地 電 話 (361) 1231 ( 大代)

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・東 京

工 場 伊 吹 ・ 高 知 ・ 大 阪 ・横 浜 ・芝 浦 ・ 市 川 ・ 堺

イ豆 zえ セ メ ン

住友セメント株式会社

大阪営業所大阪市東区北浜 5 丁目 2 2 番地

新住友ピル第 2 号館 2 階 電 話 北 浜 (203) 2321 ( 大代表)

本 社東京都台東区東上野5 丁目 2番2号 電 話 東 京 ( 倒3) 1111 ( 大代表)

営 業 所 / 名 古 屋 出張 所 / 仙 台 ・富 山 ・小 倉 ・広 島 ・高 松

アザノセメシト

日本セメント株式会社

大阪支庖大阪市北区梅田 1 番 地 大 阪 神 ピ ル 7 階 電話大阪 (361) 3351- 8

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目 4 番 地

支 庖北海道( 札幌) ・ 東 京 ・ 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 九州( 北九州)

営 業 所 仙 台 ・ 新 潟 ・ 富 山 ・広 島 ・ 高 松 福 岡
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創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 綱 手 口 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 底

東 京 庖 東京都千代田区丸の 内 2 の 2 丸ピ ル6 7  6 号
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空 調 設 備 の 頁
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電 気 設 備 の 頁
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名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 . MJ k . 広 山 北1d+1

電気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中 京 区 丙 / 京 束 中 介 田r 4  3  

T E L 代 表 (811 ) 9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 . i I ; 必 開T / f 1l 2 2

γrr ，! ! ; 大阪 (362) 8  7  0  1  

>R: J;r lifl i谷 区 赤 坂 1 r  Id 5 詐 7

，・白 川 (481)  8  6  2  1  (¥': T  

れ 占 hl 札 申IJot '  11，'; IMJ 

旭 川 ・備 j兵 ・ 浜 怯 ・姫 路 I:-:j 松

取 締 役 社 長

営 業 所

設計 ・施工

司'

電 気 工 事電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 II IJ. >R:反 Yf' ; [ * 之 町 三 r n  - li 

'.'U: ，!，fj 大 阪 (931) Ｈｾￜ＠ 7  3  4  1  - ;) 

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪， ＱＱ 城東 Ｑｾ｝ｦｩ ｉｬｦＮＨ之町 三 ｬ￯ｬ - - Ｇ ｯＧｻ￬Ｎ Ａ ， ｲ［ 大阪 Ｈｾ Ｑｬ Ｉ Ｗαｍ

奈良県御所市御同通り 3 6 0 "官J占御所 2 2ω7 ・4259

A

Q

一

A
式ネ来

と
一
刈

三居

宅，本中

本

社

大 阪 市 北 区 問 題 町 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 記 ・鋒 鶴 ・広 島 ・九 州 ・神 戸
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 墨 田T 1  T 目 1 1  0 番 地

m 路 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京都品川 区西五反田 6 T 目25番 11号( 稲 島 ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 IIIT 2  3 帯 地
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ェ
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副長富士電業株式会社
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電 気 ・ 暖 冷 房 - 空 間工 事 設 計施 工

ゐ

、ゆ

J 主111 中取締役社長

社イぅ;

モt本

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 r 日 6 5  

電 話 大 阪 (541) ＰＵＶＴ ｾ＠ Ｗ ・ ＷＡＴＸ ｾ Ｙ

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・悩 岡

宇土支

常業所

営 業 所

市F  神出日長戸斤

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6  相 馬 ピ ル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

阪 商 - 札 幌 ・名古屋 . l
，
q日市 ・松山 ・徳山

A  

A

Q

一

A

社〈
云

電 気 工 事・ 昔十装 工 事 ・設 置十施 工

気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央

、.

取締役社長

社 大

東 京 支 J117

本

電

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京昔日 ・草 津 静 岡 ・水 島 ・福 岡

ネ土本

所張出

支 底

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

!  奉 仕 感 謝 の 庖 |  庖の
ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベンチ1- -9- -ミ) iA-/.レ

タ イ ル 工 事 施 工|株 式 会 社

主 宰 商 曾

大 阪 市 北区 与 力 町一 ノ ーO ‘

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタ ログ進皇)Board&.Slate 

⑬ 

Standard 

⑪ 認 " } 淳 窯 業 高 庖

各 種 斤寺1¥

ガラス製品卸問屋 ι ν/

思吉田芳雄商底 ｾ ｾコ

ホ
I.!J 

耐 酸

陶器、

フ タ パ 需 3阪

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ トスタイン吹付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

セトモノのデン 〈ー ト

本社営業 所¥ホ阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・稲 岡

• 

設計施工

FUTABAYA DECORATORS.  LT D 

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 、 建 具、 寄木、 室 内 装 飾 工事

内外装飾織物 ・窓掛、敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社

!吉商石
即

-
r

J

 

大有ij
+牛メ;

会- 1 1岨

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄 川崎町 2 の 6

電話 ・大阪 (371) 3321- 3・3630

⑨ 
大 阪 支 庖

大 阪 市来 1，，.( I' : :j Jl:UMii ー: 丁 11 ) L  野 村 ビル J i 附

7正 川 大 | 仮 ( 231 ) 4  2  5  7  - 8 番

( 創業大正 7 年)
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ν  

製図 ・トレ ース ・複写写真

T E L ⑩ 9055 (代表)大 阪市 北区堂島北 町16

ｊｘ Ｚｭ ｲｬ￯ｾ 山医守 ｉｉｉ ｕｴ ｫｬ ム地問町 Ｙ 向 Ｙ

大阪市北区! l ! 心悶T 1 T n Z 8

名 古屋 市 守 山 区 大 字 小幡山区b 27

東 京 都 渋 谷 区 上 原 1 丁 目 2 9の 4

京 都 げf 水 山 城 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 難 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 雛 所

工 場

青 写 真 と 電 子 複 写 l

青写真焼付機械 製造 ・販売 l
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建 材の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

盟11

曲目i

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 ③ シ ヤ タ ア . r. 凡 用 シ ヤ タ ア

そ の他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 雌

ス チ ー ル
サ ッ シ • ド ア ー

べ本号、nE MA R.寸

注埼

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ吋7 、y
タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

套 荘 三 高 製 作 所

本 社 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 撚

対馬
特 許 川、 f 実 武

ステンレス・アルミ ニウム

防 火 シ ャ，，/ q -

設:

112 

言十

製 イ乍

施 ヨこ

11¥俣シャ・γ9- 工業株式会社大阪支庖

豊かな経験と

最 新 の 技術 ・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大 阪 市 東区谷町30 新野村ピ l レ T E  L  (762)  5861 代

支 庖J l . L) j t (771)  1171 ・名古屋 (331) 6171 . 大 阪 (352) 4571  

営 業 所 償 浜 ・滋釘 ・J;r n! 1  . 村 戸 ・糾 問 ・他 全国主要郎 市

.. 

、必

J! 

‘  



.、

.. 

ν  

k  

.. 

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッシ・ド ア

ステ ンレス サ ッシ ・ドア

新 製品

規 格サ ッシ 卜ッカ70

公共住宅 型サ ッシ卜 ッカKJ

住宅用 夢窓 サ ッシ

建 材 の 頁

ーー一一一一一寸

. 超 高 層 時代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オ ー ノレ の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

な りま し た 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ー ノレ

工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技 術 は 広 〈業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、

ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル キ ャ ス ト等 を 使 用 し た 美 し い 金属 外装 で都 市

に 一 層 の 美観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

の 東 カ テ の 使 命 で す 。 先 般 米 国 レ イ ノ ノレ ズ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ノレI nc 、に 対

し て ア ノレ キ ャ ス ト の す支やf. j を車命出し ま し た 。

町田東京s - :i J 71- JL工業

mCJ 二七::;:Ji 万智51七日

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス l二も/ 季初ごι

函すを・薬品 j三毛J

特 許 ・ 耐酸 ・ 耐7 ル カ リ ひふ く 鉄板

ｊｴ ｉｊ 工ミＮｊ ｾｊｾｾＹｊｾ
- 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スーJt 司苅'Jlν ' 1"克明ル (S P M)

大丈夫で‘ オ Ｂ弓ースー ｊｴ Ｍ 苅 Ｇｊｉν ｊＩ ＢｾＹ ル Ｈ ｃｓｐｍＩ

. 責 任 施 工 ・ 型録 送呈
. 新 時 代 にマッチした各種のカ ラー 製 品 が あり ます

7I
I
J  1  ! J ヲル克明ル製造株式会祉

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話大阪 ( 481) 8085- 9

大 阪 支 唐 尼崎市北軒町 4- 41(古川ピル) 電話大阪 (481) 8 085- 9

東京宣唐量工場 埼玉県鹿市東町 2- 2 0 - 4 電 話 膿 (32) 3  1 1  5- 7  

宜 唐 ・出 頚 所 郡山 八幡・名 古屋寸11崎 岩国宇都・延岡 敦賀 三原 穂 島 植山

冠二三!l O I nG

送 風 機

株 式 会 社 主主叫i 主戴ヨ二戸斤

• L A  F I Iヲ リ ミ y 卜 ロ ー ドi送j瓜十没

・V A  F  ｉ ｉ ｾ＠ ，，]" 変 式 'Iirli 流 送 風 機

・S A  F  11援 ス トリ ー ム ラ イ ン i五J瓜t没

営 業 品 目 ・C A  F  ｉ ｲＺ ｾ辿 心 式 的 背 ＧＱ Ｑ ＱＱＱ 流 送 胤 H民

(  ｬ｜ ｾ＠ ，l'i' )  

本 社 工 場 / 大阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

官邸舌 大 阪 (9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

積 雪吉 東 京 (8 11)  3  4  3  5 ・ 3 4 4 0  

K A N D A N  

- 空気調和設備

・各種送排風機

- 給排水衛生設備

設 計 施 工

QlD/由民懸菩開会葬
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建 材 の頁

］ｩｆｾ＠ . .  " o::.r 3. j・ロコおーベ・2 ト
表はナイロン 100% の植毛ですから蝉力性に 富み | 耐久力に優れています 。

施工用 ・.... . . .. . .・ ・2 ・O: ; ; b- べ ョ ト の独特の品質を特別 な裏ゴム加工を

施して工事用に合理的な価格で作り 上 げ、ました 。

デラックス ・・・ -ースベ リ止め加工、重量感、のある豪華さ 。

スタンダード ・・・ ・・ ・裏は板ゴムで特に工事向の価格 0

4、b 大 誠 化 工 株 式 会 社 本社 一一 1丁一 械ピル) 筒 (0…

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ＷＱｩＭ 聞ｾ帯べ
トな冷工法 事 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
).!.:[J 正.foll 中 央 区 銀I恒 酋 8 - 3 11! 骨舌(57 1) 2703- 4 ・2370 .  4064 .  0264  

大 阪 出 恨 所 大 阪 di I: H. ¥区 間 山 中通り 5 - 4  屯絡 ( 921 )2497 .  ( 922)  7280  

名 古 島 出 張 所 名 .:I ! : r l 市南区恕 1: i 町 33 電鱈 ( 811 ) 3 6 6 0 . 3 1 0 4

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

新しい型の

ひふ くて っばん

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171
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建 材 の 頁

く 呈 カ タ ロ グ 〉

liEl  
大 阪 塗 料 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 城 東 区 古 市 大 通 3 ー 2 4  T  E  L  ( 931 )  3  2  7  1  - 3  

東 京 出 張 所 東 京都 墨 田 区 文 花 3 丁 目 21 - 17 T E L  ( 611 ) 1  0  4  3  

.  .・

⑧ 

ノ

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・ ・・・・ ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  純 繊 維 l牧 村) - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ

- い す 3・ 力、ベ
.  /、。

ビ ロ ン .  "，i、く よ か ベ - 清 流

• 

- 欝 香

- 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K ( 一 純 繊 維 峨 材 )

- ス- . / ' ーウオール .  !尚 雲
一

コ
ー

コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一

- セ ン カ ウ オ ー ル ( ぺ 附 繊 制 1 ; ｉｬ ，ｾ村 Ｉ - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ
，t  Lま σコ - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 特 長ｾ i笠)

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

( 防火繊維r . 芝材 と し て ご 使川 の釘I は上 記間品にンンケン| 切火宵IJ を 出 入 の こ と )

. シ ン ケ ン 防 火 剤l ・ |幼鈴斉IJ エ パ コ ン . 耐i1J_ 斉IJ オ ー ト ン ・ 化 苧 糊 ス ー パ ー シ ン ケ ン 糊 ( 全固有名建材1，1; に有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区j J q ッ 紙 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 541) 5757代

営業所東京 ・大 阪 明 石 ・広 島 領 岡
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建 材 の 頁

ιｊ ｾ＠

( 業務内容 )

1. 積立分譲住宅、 一般分譲住宅の

建設及び分譲

2. 賃貸住宅の建設及び管理

3. 産業労働者住宅 の建設

4 . 住宅団地の開発

5. 宅地 の造成及び分譲

6. 社宅用 地の分譲

( 設 立 者 )

(理 事 長 )

設立団体は 「大阪府」 であります。

高田敏一「大阪府副知事」であります。

立大 阪 府 住 宅 供 給 公 社

大阪市東区今橋2 - 22(藤 浪 ビ j レ) T E  L  .203- 5451(代)

.. 

r  

ー

sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター SP ( 発泡軽量コンクリート下地用 )

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会社

本 社 姫路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792  ( 22)  3837- 9  

東京営業所 末京都新宿区東大久保町 1 の 331 T E L  03  ( 351)  6962 

中部営業所 瀬戸市首場町 113 T EL  0561  ( 82)  9185 

大阪営換所 大阪市西区江戸堀 1 丁目 24 T E L  06 ( 441 )  0094 ・5375

姫路営業所 姫路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792  ( 22)  3837- 9  

福岡営業所 福 岡市七隅 282の3 T E L  092 ( 87)  6419  

ドも ｾｩ

116 

ｾ＠

• ， 

、‘

!

・

4

l
h

4
:

♂

4

 



ー

〈大阪市の再開発〉

〈勤労者に住宅を 〉

建 材の 頁

積 立 分 譲 住 宅

の 建 設 ・分 譲

. 一 般 分 譲 住 宅

2.産 業 労 働 者 住 宅 の 建 設

3 .賃 貸 住 宅 の 建 設 ・管 理

大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

理 事 長

専 務

松

/  

国 達 美

木 健

大阪 di 東 区 本 町 4 丁目 4{害地 ( 本IIIJ 肝村ビル 9階) T E L 代表 (262)- 0231

簡易で 均質な

的事故吋

関 西 生 コ ン ク リ ー 卜 協 会

大阪T I i 北区兎J比野田 f 6 7得 J 也の 1 ( 幌 国 グ リ ー ン ピ ノ レ 6 1
1
W)

電 話 ( 3 1 2 ) 3  2  6  7  ( 白 ) ( 3 1 2 )  8  8  3  1  ( 交)

麻 生 コ ン ク リ ー ト 工 事 艶 株 式 会 社 官 業 所 制 舌 ( 441 ) 0  2  3  4  - 7 昨

工 劫 排 ( 品 北一 区 ) 刊 訂 ー 抜 本

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式会 社 営 業 所 電 話 ( 361) 3 3 5 1 ( 代 )

ヨニ 2ι e住宅J = ' 1定 111 .  Ｎ Ｈｻｴ Ｂｾｴ＠ .  .IJ& ｉｾＡ＠

れ可内 } ー神戸

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工業 株 式 会 社 '日 業 所 電 話 ( 361) 1  3  6  1  ( 代)

1二 場 大 阪{ 新耐'.1崎 町) ・耽 111' 似 品

姫 路

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 "'，' l住 所 電 話 ( 361) 1  2  3  1  I例 代 )

ユニ 2品 f図 下 Jゐ /IIJ U S r  . 約 I I } i .

相 歌 山 大 見E ・4臣 時 ・ 桝

関 西 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 営 業 所 ¥(t 話 ( 341) 8 3 3  1  Ｈ ｉｾ Ｉ＠
工 場 尻 無 川 副 町11 ，初I ' }I

三正本

関 西 菱 光 コ ン ク リ ー ト 工業 株 式 会 社 'i: ，' l佐川 1t!，1吊 ( 313) 0  4  3  1  ( 代 )

ユニ 2晶 尼 崎 ー人:111< ( .1ヒM胸骨点 ) 拙 u工

( 1"! :J:r. ) 阪 市 ( 松 IJ;{ )

ｩ 丘級 生コン株式 会社 Ｇｩｾ￭ Ｇ ｾｩｩＩｲ 電話， ［Ｐ ＱＱＤ ( 58)  5 111 - 2  

ヨ二 Ｇｾｬ＠ 京 拘I ( 山 千ト)

堺 宇 都 コ ン ク リ ー ト 工 事 龍 株 式 会 社 ' 日 五 住 所 電 話 明 ( 4 1) 0461- 3  

エ 劫 排

堺 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 ' 呂』住所電話 排 ( 38) 5405- 6 昨

工 場 騨

西 協 生 コ ン 株 式 会 社 営業所 閉苫( 203) 2 3 2 1 $( 代 )

工 場 騨 西 宮 ・大 東 ・茨 木 ・神尾・

春日出大陣・姫路 北 港

塩 山 総 渠 繰 式 会 社 空業Z E霊4 M l ) 8 3 3 1 番

ツ J レ ガ 生 コ ン ク リ ー ト エ業 株 式 会 社 営業所 制舌( 361) 6  2  3  5  - 7 番

工 場 大阪(帯 日 出) ・宝 揖

徳山生 コンクリート株式会社 也業所 ｭＮｾｬｩＨ 202)  0  5  3  1  州 代 }

工 場 大阪( 南海岸i且} ・大東神戸

枚 方 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 営 業 所 寝 屋川 ( 3 1)  4  4  2  I  

工 場 枕 方

藤 井 コ ン ク リ ー ト 工 機 株 式 会 社 営 議 所 八 尾 ( 2 ) 3 3 8 5 - 7  

工 場 八 尾

豊 園 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 世業所 電話 ( 312) 3  6  3  7  - 9 魯

工 場 尼 崎 ・大阪( 守 口 ) 高 槻

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 営業所 電話 騨 ( 3) 2  3  2  3  - 5  

工 場 第一 . li¥ニ ( 排 〉 千江l
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建 築 と 社 会

第 4 9集

業 種 別

広告目次

昭 和 4 3 年 7 月 号

恒例の暑中広告( 設計 ・建設 ・建材 ・設

備業者) の目次は省略させていただきま

す。ただし90頁から 107頁まで記載しで

あります。
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基 礎 k k武智工務所 … … … … … … 表3

E Z 住友金属工業k k ... ・ 表2

5と1 関西生コンクリ ー卜 協会 117 

コンク

与E: シポレックス販売k k … ・… 36 

0  

防 水 奥山化工業k k … …………・ ....114

k k久保商庖 … … … … - … … … 89

合同特許建材工業k k … … … … 111

東西日本アス フアルト

事業協同組合 ・・…………… .11

日本アスフア ルト 防水

工 業 協 同 組 合 … ・・… … … … … 5

k k 日本セメン 卜

防7.k i淘j 製造所 - …. . . ・H ・- 一… 表3

k ki油脂化工社 一 ・… … … … 一表3

石 k k矢橋大理石商庖・・…・・…・・ 111

9 イ ル k kJlj 岸窯業商庖・ ・ … … … … 111 
衛 陶

k k吉田芳雄商居… … … … ・… 111

霊視喜朝日石綿工業 kk. .. … ぃ・・表4

オリエンタルメタ J レ製造k k … 113

大島応用 化学k k … … … … … … 114

大同鋼板k k ………………. . . . . . 表4

k k大 仏 … … … … … … … … … … 111

ナニワ瓦k k .... .... .... ............ 111 

日新製鋼k k … … … … … … … … … 2

金 属 岩元工業k k … … … … … … ・・89

k k三幸商会… … … … … ・・ … … 111

内外建材kk . . . ……ー・……一一 114

左 官 サンエス石官;k k … … ・… … … 116

k k新興建材工業所 … … … ・ … 115

建 具 小俣シ ャッター工業k k … … ー112

k k鈴木シヤタア商会 … … … … 112

ダイケンサッシ k k … ...... .. .... 12

東京カーテンウオ ール

工業k k … … … … … ・……… 113

東洋シャッタ - k k ………一 .. .112

k k 日本シャッタ 一製 作 所 … … 14

k k三高製作所 - ・………… ・・… 112

2  5 永和工業k k … ・ … 一 … … 8  

k k ゴー J レ … … ・ー…… … ...40  

日恵機材k k … … … ・… … … … … 7

日本エ J レミンサッシ k k … … … …3

日本ドアーチェック製造k k … 一9

硝 子 大日本硝子工業k k … … - …89 

it 装 大 阪 光 和 建 材k k ... … … ……・ .30

大阪塗料工業k k ... ……… ・… 115

関西ペイン 卜k k . . . . . .・ー… ......42

山本窯業化工k k … … … … ・- 一… 6

内 装 k k奥 村 重 兵 衛 商 庖 … … …一 … 13
壁・天井

室谷商事k k … ... 一… … … … … 89

内床装 田島応用化工k k … - ……… … 10

大誠化工k k … … … … … … … … 114

東洋 リノリューム k k …… … … … 1

京 具 二葉屋装備工業k k ………・・… 111
装 飾

保 全 ミプシマ工業k k . . ……・……… 4

誌 器 岩佐物産k k .. ..... ... ... ... ........109 

関西暖房工業k k … … … … 一 一113

k k谷山鉄工所 ………………・ .113

ム Zベ サンドピック … … … …… - … … 29

2意書 腕建設工業k k .. ・...... ・... . . .108

k k朝日工業社… … … … ・・・…… 108

k k大阪城口研究所 - ・………… 108

大阪電気暖房k k … ………一 ... 108

k k建材社 … … … … … … … … … 108

斎久工業k k … …… … … … 108 

k k斎藤省三商居 …… … … … … 108

三機工業k k … …… ・・・…・… .108

k k三晃商会 … … … ・ー… r ' …… 108

須賀工業k k .. … … ・… … ・・… 108

第一企業k k … ………・ー …… … 108

第一工業k k… … … … ー… … … 108

高砂熱学工業k k …・ … … 一 … 109

東洋キャリア工業k k … … … … 109

東洋熱工業k k … … … … … … … 109

日本管工業kk ………. . …・・… 109

日本冷熱工産k k ……・ ・……… 109

k k西原衛生工業所 … … … … … 109

平山工業k k … …… …… "' 109 

k k森野工務庖… … … ・・……… 109

山田工業k k … … … … … … … … 109

理研鋼機k k … … … …・- ……一 109

2  5 浅海電気kk ..... ..... 一…・ … 110

工藤電気k k …… … ・・…… ・・・ .110

栗原工業k k … … … … … … … … 110

k k三輿社… 一… … … … … … … 110

三宝電機k k ……………・・…… 110

中央電気工業k k … 一… ・… … 110

朝陽電気k k … … … … … … … … 110

東光電気工事k k … ………・ .. . .110

中本電気k k ………・・… …… ・・ 110

野里電気工業k k .. … … ・… … 110

富士電業k k ...… … … ー… … … 110

k kヤマト電気商会… … …・・ .110 

建 殴 清水建設k k … …… ………一 ....38

k k竹中工務庖… … ・・ …… 32 

鉄建建設kk …… … … … … … 34 

維 大阪市住宅供給公社 … … … ...117

大阪府住宅供給公社……・・… 116

k k内外写真 …・・……………… 111

k k中央写真 … … … … … ・… … 111

フタパ黒板 … 一… ・・・ ・・・… ......111



卜 増 強 防 水 剤

-' i7t-q.イトB雪

日本セメン卜防水剤製造所

.‘ 
，;  セメ

大 阪 市 東 l又 船 組 問T 2 - 3 1 (船 越 ビ J レ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・ 2628

宝 塚 r ! i 日 台 ト の 池 電 話 宝塚 ( 8 6 ) 2 153 

電 話 東 京 (4 31 ) ＸＶＴＸ ・ｾ，子引事 ＨＳＳ Ｑ Ｉ 1531 ・illlfi ⑮ 0 7 21 ・札rTli ⑪ 11 11

電 話 大 て 工 業 高 級 ( 2 )  0 016 安 滋 工 事 柄 問 ( 2 8 ) 5  2  0  7  

ｾｬｉＺＺｩ ｊＨ ＹＺＱｊ材 ｦ ｴＺＮ Ｎ ｲ，ｾ ( 6 1)  6  3  7  1  

株式会社

オ豆 半t

近i 豊科 i'1i 

，':B qj 通 戸斤

オォータイト式防水

工 事 代 行 府

日本建築協会優夏謹明

'¥'!fl: 

H  

j k ，1) 

目円

剤
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剤

一
剤
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一
結

一
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一
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一

離

防

一

急

一

早

一
接

一
剥

1 6， 
.. ヨ ｾｉ
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ロロ製

- セ メ ン 卜混 和 剤の ト ッ プ ・ ・ー

ご 一 報 次 第 カ タ ロ グ進 呈 し ま す

ＮＮＮｲ ｾ ＢＧＢ＠
ｍＧｉｉｾ＠
，司‘・担割込..，己・.....

・・・・圃-‘ 司司回国-.... ・・・

本 社 東京都品川区大井 l ー 1 5 電話 ( 774) 4111 ( 代表)

大阪営蝶所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 ( 971) 4765 . ∞63 

2由 周 量 仕 工 事 土
株 式 会 社

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

自 信 三 品 杭言葉置式

大 阪 市 東 区 高 麗縞 2 - 2 0  ( 高 郎 新 ピ J レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) ・7501( 代)

名 古 屋 市 中 村区 船 入 阿 1 ー 12(服 部 ピル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代 )

大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・3 2  2  4  

愛 知 県 海 部 lnS 体 窓 町 佐 古 木

T E L 弥 笛 ( 7 )  1  1  9  I ・ I I  9  2  

ヰ土

名 古 屋 営 業 所

本
特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号
大 阪 工 渇

名 古 屋 工 渇

京 智 工 務 所
株 式 会 社

P S型レテ・イメードサッシ

。〉日 本 建 鉄2  

アドツ ンサ
ァIL. :  

ネ土

T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 大 代 )

T E L 大 阪 ( 361 ) 675 8 ( 代)

t 、

土広式

東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8  

大 阪 市 北 区 悔悶 町 4 7  ( 新 阪 神 ピJ レ)

t

ト

'
サ

R

I

止
八

4
出建本日

本 社

大 阪 支府



建築 と社会 “ A RCHI TE C T UR E A ND  S OCIET Y" 第49輯第7号

・昭和43年7月25日発行( 毎月l 回25日発行) ・昭和24年 3 月19日第3種郵便物認可

屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

働 建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材を

必ふ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

阪支応/ 大阪市北区神山町 4 3 電話ー( 312) 8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話 ( 573)5111(大代)

営 業 所/ 東京 ・横浜・静岡・名古屋・富山・大津 ・姫路

岡山・広島 ・門 司 福 岡 長崎 ・延岡・高松

新居浜・札械

工 場 / 横 浜 ・ 山 梨 大 阪 ・ 水 島 ・玉島・門司

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝日波形スレート

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝日ステンドスレート

朝日ネットインスレート

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火" ，ネル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝日コルゲ ー トインパネル

吹 付石 綿

朝日 ブ ロ叫 スト

置 彊 覇 炉 ‘ Z
. <ダン ネッ ト〉は着色亜鉛鉄板〈カラーグリ ップ》と難燃性《ポリウレタンフ オーム初〉複合建材です

- 標 準 寸 法 及 び 色 彩

種 類 長 尺 ・ 平 板 . ｾ，鹿 板

カフグリ y プ

厚 さ 0 .27弘 ( #31 ) - 0 .60明 ( #24)

ポリウレヲンフオーム 5' %.  

寸 i圭

信 914弘 ( 3尺)

長さ 50'%. まで m 

色 彩

カ フ グ 1) .，プの色 標準色 B色

ポリウレヲンフオームの色灰色・黄色

特 長

1. 防 露 性 屋内の温度変化が小さく、ルーフィングなど不要

2. 断 熱 性

3  吸音 遮音性

4 加 工 性

5. 経 済 性

6. 防 火 性

7. 防 水 性

室 内 に露j商務下の心配がありません。

太陽 の 直射 や屋外寒 気 な ど を 防 ぎ、熱貫流抵抗は

20"Ym厚の木毛セメン ト板 に等しい。

雨音の発生が少なく 、室 内 ・室 外 の騒音を吸収。

静かな環境を つくります の

長尺ロール成形、波付加l工及び現場施工は従来の

亜鉛鉄板と同級に簡単です。

施工が容易、工程が簡単、その上軽量であるため

工事' J . ' ( がグーンと節減できます。

特 殊 難 燃 、 処 出 が 施 さ れ た ウ レ タ ン フ ォ ー ム は

自己消火性を有し防火上 安全です。

ウレタンフォームがコーキング材の{ 劫きをして

防水性を高め、雨漏 η の心配無用です。

大岡鋼板

阪市東区高成儲 2 - 41 T E L  (203) 0751 

営 業 所 東京航千代田区丸の内3- 10 T E L  (212) 050 1  

. カタログ・見本帳ご希望の方は〈建築と社会》とご記入の上ご譜求下さい 1  

. ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番

定価 300円 (送料共)


